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本システムは、映像監視を行うためのシステムです。最大32台のカメラと4台のモニターテレビを用いた監
視を行えます。本システムには次に示す機能があります。
• システムコントローラーでカメラやレンズ、回転台、周辺機器をリモートコントロールできます。
• 映像を監視しやすいように、1台のモニターに複数台のカメラ映像を順々に表示することができます。
• 4けたの番号（カメラポジション番号）で任意のカメラを任意のプリセット位置に旋回できます。
• カメラの映像をどのモニターに表示するかを定義できます（スポット）。また、複数台のカメラ映像をモ
ニターテレビに表示するとき、その順番（シーケンス）を定義できます。

• 監視システムの運用スケジュールを登録できます。スケジュールとシーケンスを組み合わせた運用ができ
ます。

• センサーなどからアラーム入力があったときの動作（アラームモードAからC）を選択できます。時間によ
ってアラームモードを変更することができます。

• カメラ映像をタイムラプスVTRに録画できます。

このたびは、マトリクススイッチャーシステムをお買い上げいただき、まこと
にありがとうございました。

商品概要

付属品をお確かめください
コネクター（25ピン／ビデオ出力ボード用）........................................................................................1
コネクター（25ピン／コントロール2ボード用）..................................................................................2

システムコントローラー用シール ........................................................................................................1

取扱説明書（本書）................................................................................................................................1
保証書....................................................................................................................................................1
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お使いになる前に、「安全上のご注意」をよくお読みの上お使いください。
本書は、システムの操作方法や設定方法を記載した取扱説明書と、システムの設置方法
や接続のしかたを記載した工事説明書に分かれています。

本書の構成

システムを設置したり、接続したりする人はお読みください。工事を始める前に「安全
上のご注意」に記載されている注意事項を必ずお読みください。

1.ボードの設定
カメラの台数やシステムの構成によって、ビデオ入力ボードやセンサーボードを追加す
る必要があります。システム構成にあったボード枚数の選択方法や、ボード上のスイッ
チの設定方法について記載しています。

2.設置のしかた
システムコントローラーとマトリクススイッチャーのラックマウントのしかたについて
記載しています。

3.接続のしかた
モニターやカメラ、アラームなどの接続のしかたを記載しています。

システムの操作のしかたや、各種機能の設定方法を記載しています。システムを操作す
る人や、システム動作を設定する人はお読みください。操作を始める前に「安全上のご
注意」に記載している注意事項を必ずお読みください。

はじめに
システムの概要などを記載しています。必ずお読みください。

第1編　操作
システムの操作方法を記載しています。システムを操作する人（オペレーター）や、シ
ステムの設定を行う人は、お読みください。

第2編　設定
システムを使用するためには、セットアップメニューと呼ばれる画面で、あらかじめ動
作のしかたをシステムに記憶する必要があります。ここでは、セットアップメニューで
の設定方法を記載しています。「第1編　操作」を読んでから、この編をお読みください。

取
扱
説
明

工
事
説
明
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安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

工事は販売店に依頼する 
 

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因と
なります。 

¡必ず販売店に依頼してください。 

異物を入れない 

水や金属が内部に入る
と、火災や感電の原因と
なります。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

禁　止 分解禁止 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

¡修理や点検は、販売店にご依頼 
　ください。 

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる 

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

不安定な場所に置かない 

落下などでけがの原因
となります。 

 

禁　止 

ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない 

感電の原因になります。 

¡乾いた布で手をふいてください。 

ぬれ手禁止 

必ずお守りください

警告
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電源プラグは根元まで 
確実に差し込む 

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因になります。 

¡傷んだプラグ、ゆるんだコンセン
トは使用しないでください。 

ケーブルを傷つけない 

重い物を載せたり、はさん
だりすると、ケーブルが傷
つき、火災や感電の原因
となります。 

 

禁　止 

電源コードは、必ずプラグ 
本体を持って抜く 

コードが傷つき、火災や
感電の原因となります。 

 

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない 

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になり
ます。 

¡コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。 

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない 

禁　止 

注意

落とさない、強い衝撃を 
与えない 

けがや火災の原因と 
なります。 

 

禁　止 

周囲に物を置かない 

非常時の操作の妨げに
なり、火災、災害の拡大
の原因となります。 

 

禁　止 

¡指定範囲は常に整理、整頓して 
　ください。 

定期的に点検をする 

非常時に作動しないと、
火災や災害を拡大する
原因となります。 

 ¡点検は、販売店や保守契約業者に 
　依頼してください。 

配線は正しく行う 

ショートや誤配線によ
り火災の原因となりま
す。 

 

湿気やほこりの多い場所に
設置しない 

火災や感電の原因と 
なります。 

 

禁　止 

指定以外の装置を 
接続しない 

けがなどの原因になる
ことがあります。 

 

禁　止 
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取り扱い上のお願い

●5cm以上間隔をあけてください

■設置上のお願い

「安全上のご注意」と合わせて、以下のこともお守りください。

機器の側面、後面および上面は、壁面から5cm以上あけてください。

●雑音源を避けてください
電灯線などに近づけてケーブルを引き回したりすると、映像が乱れる場合があります。
そのときは、配線や位置を変えてください。

■使用上のお願い

●使用電源は
AC100Vです。
消費電力の大きな機器（コピー機、空調機器など）と同じコンセントから電源をとら
ないでください。

●電源スイッチについて
電源スイッチを「OFF」にしても、電源からは遮断されません。電源を遮断する場合、
ACコンセントから本機の電源プラグを抜くか、電源制御ユニット使用時は電源制御
ユニットの電源を切ってください。

●使用温度範囲は
－10度から＋50度です。
この温度範囲以外で使用すると、内部の部品に悪影響を与えたり、誤作動の原因とな
ることがあります。

●アースについて
必ず、アース端子から大地にアースをとってください。アースをしないと発振したり、
故障の原因となることがあります。

●お手入れについて
電源を切り、乾いた柔らかい布でふいてください。
• 汚れがひどいときやほこりが取れにくいときは、台所用洗剤（中性）を水で薄め、
柔らかい布にしみこませ、固く絞り、軽くふいてください。その後、乾いた柔らか
い布で洗剤成分をふき取ってください。

• ベンジン、シンナーなどでふいたりしますと変質したり、塗料がはげることがあり
ますので避けてください。

• 化学ぞうきんをご使用の際はその注意書きに従ってください。

●表示について
本機の識別および電源、その他の表示は機器底面をお読みください。
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第1編　操　作
マトリクススイッチャーシステム（以下システムと呼びます）は、映像監視を行うために必要な各種機能を提

供しています。ここでは、各機能の使いかたを説明します。

1 各部の名前

2 システムの機能

3 操作を始める前に

操作の基本となる事項を説明しています。初めてお使いになるときにお読みください。
4 モニターの操作

5 映像の操作

映像監視の基本となるスポット監視の方法について説明しています。また、カメラの各機能の操作方法
を説明しています。

6 ツアーシーケンスの使いかた

ツアーシーケンスによる監視の方法について説明しています。
7 アラーム入力時の操作
8 外部機器の操作
9 液晶ディスプレイの調節
システムコントローラーの液晶ディスプレイの明るさ（コントラスト）の調節方法を説明しています。

10 カメラの状態表示
現在使用しているカメラの動作状態をモニターに表示して確認できます。

11 システムの終了
システムの終了方法について説明しています。

第1編　操　作
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Chapter 1

各部の名前
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各
部
の
名
前

マトリクススイッチャー WJ-SX777C

O P E R A T E

Matrix Switcher  WJ-SX C

電源表示灯

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

OFF

+9V

+5V

−5V

POWER

ON

11A00001

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT

CAUTION

125V   4A

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

SIGNAL GND

CPUボード

コントロール2ボード

ビデオ出力ボード

ビデオ入力ボード

アース端子

内部電源
表示灯

電源スイッチ

ヒューズ

電源コード
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CONTROLLER

ON OFF

IN OUT
TERM

ON OFF

DATA

0 1 2
3

4567
8

9

CONTROLLER
UNIT NO.

1-8
MODE

コントローラーユニッ
ト番号選択スイッチ

終端スイッチ

データ入力コネクター

データ出力コネクター

コントローラー
電源スイッチ

電源コード

モードスイッチ

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550

ALARM BUSY

F3 F4F2F1

AF

C
SLOW

液晶ディスプレイ（LCD）

BUSY表示

ALARM表示

ALT
機能

FORWARD SEQ
順送り

BACK SEQ
逆送り

ACK RESET
アラーム 確認／復帰

AUX
外部機器制御　

DEC+1CAM
+カメラ

INC-1CAM
-カメラ

STOP
停止

MON／ESC
モニタ／エスケープ

カーソル

ファンクションキー

IRIS CLOSE／OPEN
アイリス 閉／開

ジョイスティックつまみ

PRESET／AF
プリセット／オートフォーカス

FOCUS NEAR／FAR
フォーカス 近／遠

ZOOM TELE／WIDE
ズーム 望遠／広角

CAM／SET
カメラ／セット

テンキー

機能 
シーケンス 
逆送り　  順送り 

アラーム 
確認／復帰 

外部機器制御 
１　　　 ２ 

１　　  ＋1－ 

 カメラ  ＋カメラ　 停止 － 

モニタ 

ESC

カメラ 

セット 

広角 遠 

望遠 近 

オートフォーカス 

閉 開 
アイリス 

プリセット 

System Controller WV-CU           C550

フォーカス ズーム 

低速パンチルト 

日本語表示パネル

システムコントローラー WV-CU550C
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各
部
の
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前

CPUボード コントロール2ボード

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

RS-232ポート 

時刻校正入力コネクター 

プリンターポート 

VD/VS入力コネクター 

VD/VS出力コネクター 

VD出力コネクター 

 

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

テストポート 

データポート1, 2

データポート3

アラーム/タリー 
出力コネクター 

ボード
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ビデオ入力ボード WV-PB5508ビデオ出力ボード

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT

タイムラプスVTR 
接続用コネクター 

モニター入力(IN)/ 
出力(OUT)コネクター 

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

ビデオ出力コネクター1

カメラ入力コネクター 

ビデオ出力コネクター2
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センサーボード WV-PB7700＜オプション＞

SENSOR

SET

SERIAL

0

ESC

MODE

CARD

アラーム番号表示 

アラームテストモード選択 
スイッチ 

セットスイッチ 
エスケープスイッチ 

アラームセンサー入力 
コネクター 

PCカード用スロット 
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Chapter 2

マトリクススイッチャーシステムの
機能

ここでは、マトリクススイッチャーシステムの機能・仕組みを説明します。
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システムのしくみ
マトリクススイッチャー内部にあるクロスポイントスイッチを動作させて映像を切り
換えます。カメラを行方向の配列に、モニターテレビを列方向の配列としたとき、そ
の配列を結ぶものが、クロスポイントスイッチです。
クロスポイントスイッチの概要を下図に示します。
図の例では、SW12をONにすれば、カメラ2の映像をモニター1に表示できます。同
様にSW24で、カメラ4の映像をモニター2に表示できます。また、SW34でカメラ4の
映像をモニター3に、SW48でカメラ8の映像がモニター4に表示できます。
マトリクススイッチャーは、このクロスポイントスイッチを意識しないで操作できる
ようにした装置です。

SW11 SW21 SW31 SW41

SW12 SW22 SW32 SW42

SW13 SW23 SW33 SW43

SW14 SW24 SW34 SW44

SW15 SW25 SW35 SW45

SW16 SW26 SW36 SW46

SW17 SW27 SW37 SW47

SW18 SW28 SW38 SW48

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

カメラ1

カメラ2

カメラ3

カメラ4

カメラ5

カメラ6

カメラ7

カメラ8
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クロスポイントスイッチの開閉
クロスポイントスイッチは、マトリクススイッチャー内のマイクロプロセッサーに次
の入力があったとき開閉します。

• システムコントローラーによる開閉

マイクロプロセッサーは、システムコントローラーの操作内容に従い、クロスポイン
トスイッチを開閉し、指定のカメラ映像を指定のモニターに表示します。

• 外部アラーム入力による開閉

アラーム入力があると、マイクロプロセッサーはあらかじめ登録されたパターン（ア
ラームモード）に従って、クロスポイントスイッチを開閉し、指定されたモニターに
カメラ映像を表示します。

• 内部タイマーによる開閉

内部タイマーに設定した時間になると、マイクロプロセッサーは登録されたパターン
（タイマーイベントモード）に従ってクロスポイントスイッチを開閉し、指定された
モニターにカメラ映像を表示します。

マトリクススイッチャー

SW11 SW21 SW31 SW41

SW12 SW22 SW32 SW42

SW13 SW23 SW33 SW43

SW14 SW24 SW34 SW44

SW15 SW25 SW35 SW45

SW16 SW26 SW36 SW46

SW17 SW27 SW37 SW47

SW18 SW28 SW38 SW48

クロスポイントスイッチシーケンスパターン

アラーム

タイマー

マイクロプロセッサー

メモリー

s

システム
コントローラー

ss
s

s

s
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映像監視機能の概要

モニター1
Dwell time: 2 秒

モニター1
Dwell time: 2 秒

モニター1
Dwell time: 2 秒

s
s

s

シーケンスで１つのカメラ映像を表示する期間を「表示時間Dwell Time」と
呼びます。

上の例のように自動的に繰り返すシーケンスのパターンは、マトリクススイッチ
ャーのメモリーに設定しておきます。

本システムは、映像監視を容易にするために各種機能を提供しています。

●スポットとシーケンス
モニター出力モードには「スポット」と「シーケンス」の2つがあります。

• スポット

特定のカメラ映像を特定のモニターに表示する機能です。

• シーケンス

カメラ映像を一定表示した後、順に次のカメラ映像に切り換えて表示する機能です。
図の例は、モニター1にカメラ2→カメラ4→カメラ6の映像を繰り返して順次表示す
る場合を示します。表示する時間は2秒に設定されています。
表示時間やモニターの番号、シーケンスのパターンなどは、設定内容によって異な
ります。
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各種の制御

信号 機能

制御信号 パン,チルト,ズーム,フォーカス,オートフォーカス,絞り,シャッター速度,逆光補正,

プリセット位置,レシーバー周辺機器,ワイパー,霜取り等を制御する信号

状態信号 カメラの状態信号

同期信号（VD2） マトリクススイッチャーから各カメラに供給します。図は同期信号の

有無とモニター画像の乱れの様子を示します。

SW11 SW21 SW31 SW41

SW12 SW22 SW32 SW42

SW13 SW23 SW33 SW43

SW14 SW24 SW34 SW44

SW15 SW25 SW35 SW45

SW16 SW26 SW36 SW46

SW17 SW27 SW37 SW47

SW18 SW28 SW38 SW48

クロスポイントスイッチ

データ
多重化

同期
信号

データ多重化と同期
（VD2）信号はすべて
のチャンネルに装備。

マトリクススイッチャー

同軸ケーブル

映像信号

制御信号

状態信号

同期信号（VD2）

複合カメラ

s

s s

同期なし
（VD2
OFF）

同期あり
（VD2 ON）

s

マトリクススイッチャーは、クロスポイントスイッチの他に、カメラとその周辺機器
（回転台,ズームレンズ,その他補助機器）を制御できます。
図のように、制御信号はカメラ映像信号に重畳されて同軸ケーブル上を伝送します。
マトリクススイッチャーは、カメラに制御信号とVD2同期信号を送ります。カメラ側
からマトリクススイッチやーに、カメラ映像信号とカメラ状態信号を送ります（マト
リクススイッチャーに、映像信号と制御信号とを重畳／分離する回路を各チャンネル
に標準装備されています）。このようにしてシステムコントローラからカメラとその
周辺機器の制御を可能にしています。
VD2同期信号の働きは、複数のカメラに同じ位相の同期信号を供給することで、カメ
ラを切り換えたときに画面が乱れるのを防ぎます。
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基本機能を組み合わせた使用例

No.11 皿 No.10 壺 

入口 No.1

赤外線センサー 

プリセット位置1 
（入口No.1ズームイン） 

プリセット位置

プリセット位置2プリセット位置

プリセット位置n

プ
リ
セ
ッ
ト
位
置

プ
リ
セ
ッ
ト
位
置
1

プリセット位置2プリセット位置n

System Controller WV-CU777777

OPERATE

センサー 
システム 

ニュウジョウシャ 

センサー入力 

モニター1 モニター2

映像切り替え 

映像切り替え 

センサーボード 
（WV-PB7700） 

本機 

アラーム 
タイトル表示 

プ
リ
セ
ッ
ト
位
置
1

美術館などの展示会場でカメラ2台を使った監視システムを説明します（図1）。

監視システムの構成例
• 回転台機能とズームレンズ、ポジションタイトル機能を内蔵したタイプのカメラ×2

• センサーシステム×１
• マトリクススイッチャー×１（オプションのセンサーボードWV-PB7700組み込み）
• モニター×2

監視内容概要
q通常、カメラ1で展示物を監視し、モニター2に表示します。カメラ2は、室内全体
を映るように設置し、センサーと連動するようにします。

w赤外線センサーは、入場者を検知し、センサーシステムに知らせます。センサーシ
ステムは、マトリクススイッチャーにアラーム信号（カメラポジション番号や、ア
ラーム番号など）を送ります。

eマトリクススイッチャーは、アラーム信号を解析し、カメラ2をプリセット位置1に
旋回します。その映像をモニター1に表示します。

セットアップ概要
カメラ側とマトリクススイッチャーに次の情報を設定しておきます。

図1 監視システムの構成例

●カメラ側での設定
カメラ側での設定方法については、ご使用になるカメラの取扱説明書をお読みください。
q監視する対象物に合わせて回転台の位置とレンズのズーム度合い（監視ポジション）
を設定します。カメラ1のプリセット位置1には展示物10を、プリセット位置2には
展示物11を、同様に位置nに展示物nをそれぞれ撮影するように設定します。カメラ
2のホームポジションには室内全体を、プリセット位置１には、入場者をクローズ
アップ撮影するように設定します。

wポジションタイトルを設定できるカメラの場合、各展示物の番号や種類をカメラの
ポジションタイトルに設定します。
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マトリクススイッチャーでの各種設定は、設定メニュー画面で行います。
qカメラポジション番号の設定
図2はカメラ位置の設定例（カメラポジション番号設定画面）です。
第3列の［CAM－P］はカメラポジション番号で、使用現場にあった番号を付与で
きます。この例では展示物と同じ番号を付けています。操作をするときに、なじみ
のある展示物番号で操作でき、便利な使い方ができます。

図2 設定画面の例

wセンサーボードとの連動
センサーボード（WV-PB7700）を追加すると、監視場所に設置したセンサーシス
テムに連動して監視ポジションを変更するなどの展開が図れます。図1の例では、
赤外線センサーからの信号で入場者を映しています。また画面にはあらかじめ設定
した「ニュウジョウシャ」のアラームタイトル、「年月日時分秒」、「カメラ番号」
や「モニター番号」などがスーパーインポーズで表示されます。センサーボードと
連動するには、あらかじめアラームモード設定画面でアラームモードを設定し、ア
ラームタイトルをアラームタイトル設定画面で設定しておきます。

図3 センサーとの連動

●マトリクススイッチャーでの設定

S e t U p

C A M - P O S I M a p

S y s t e m

C A M

0 1

D i r e c t

0 1

P R E CAM-P

0 1 0 2
0 1 0 3
0 1 0 4

0 0 1 0
0 0 1 1
0 0 1 2
0 0 1 3

C A M P R E CAM-P

0 2 0 1 0 0 0 1

プリセットポジション番号 

カメラポジション番号 

カメラ番号 

A l a r m

U p P R O G . A l a r m S E L .S e t

A l a r m

S e l e c t

M o d e  A

M o d e 1

A l a r m I n p u t

M o d e

S i t e ( C a m e r a )
B o a r d

A l a r m D i s p l a y

A u t o R S T

O f f
O n

O n

1 2 0 s e c

アラームモードAを選択 

センサーボードから 
アラーム信号入力 

S e t U p C A M A l a r m

A l a r m  T i t l e

N o . T i t l e

0 1
0 2
0 3
0 4

ニュウジョウシャ 

マドオープン 

フセイセンサー 

アラーム番号ごとに 
アラームタイトルを設定 
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モニターを切り換えずにカメラポジションを頻繁に切り換える場合、この操作方法が
有効です。2回の操作で展示物No.11の映像がモニターに映し出されます。

ただし、この操作の前に、MON（ESC）キーを［カメラポジション］キーに定義付
けする手続きが一度だけ必要です。CAM-Pメニュー（D5）画面で「Mode」を「On」
にするとこの便利な使い方ができるようになります。この使用方法で使用するときは、
MON（ESC）キー付近に、マトリクススイッチャー付属のシール［カメラポジショ
ン］をはり付けてください。

実際の運用ではシステムコントローラーのキーを操作してカメラ番号やカメラ位置を
選択します。図2の設定で展示物No.11を監視する操作を例に説明します。

運用中の操作

キー操作 意味

［1］ カメラ番号1（テンキー入力）
［CAM（SET）］ 押した数字1はカメラ番号ですの意味
［2］ プリセット位置番号2（テンキー入力）
［PRESET］ 押した数字2はプリセット位置番号の意味

キー操作 意味

［1］［1］ カメラポジション番号11（テンキー入力）
［MON（ESC）］ 押した数字11はカメラポジション番号の意味

●普通の操作
４回のキー操作をします。展示物No.11の映像がモニターに映し出されます。

●便利な使いかた
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Chapter 3

操作を始める前に

ここでは、マトリクススイッチャーシステムを操作するための基本的な事項について説
明します。
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操
作
を
始
め
る
前
に

システムの起動のしかた
qマトリクススイッチャー後面の電源スイッチをONにします。マトリクススイッチ
ャー後面の内部電源表示灯と前面の電源表示灯が点灯します。

O P E R A T E

777

電源表示灯（点灯）

OFF

+9V

+5V

−5V

POWER

ON

11A00001

125V   4A

電源スイッチ
（ON）

＜マトリクススイッチャー後面＞ ＜マトリクススイッチャー前面＞

内部電源表示灯
（点灯）

wシステムコントローラーの電源スイッチをONにします。
• モニターに初期画面がオンスクリーン表示されます（下図）。
• システムコントローラーの液晶ディスプレイは、下図のように遷移し、操作可能状
態になります。

550

CONTROLLER

ON OFF

コントローラー
電源スイッチ

＜システムコントローラー後面＞

Initial  Check 
    9600 BPS

   Connect  Check

Welcome

＜液晶ディスプレイの遷移＞

M a t r i x S w i t c h e r
R O M

C P U

V e r .

C o n t r o l
X . X X
X . X X
X . X XO u t p u t N o . 1

C P U

U n i t

P o s i t i o n

0 1
V i d e o
C h a r a c t e r
V D / V S

M o d e l W J - S X 7 7 7 C

T y p e

B o a r d S W .

N o .
N T S C

0
V S

" H o t S t a r t "

 

＜初期画面＞

メモ
• システムは、起動状態によって自動的に「HOT START」または「COLD START」を切り換えま

す。詳しくは「付録　起動状態とシステム動作内容」をお読みください。

COLD START時：初期画面表示。オペレーターの操作によって映像切り換え。

HOT START時：初期画面表示後、電源スイッチをOFFにする前の動作を実行。初めてお使いにな

るとき以外は、HOT STARTとなります。

• 「Log-in」と表示されるときはオートログイン機能が解除されています。オートログイン機能を

ONにしてください。詳しくは「付録　こんなときには」をお読みください。
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操作メニューの流れ

Camera  01          A1
Monitor 02   SLW  FST

Cam-PowerHousing  B2 
 Cam      Wiper Def

F1 F2 F3 F4

メニュー番号。メニュー画面遷移後、約2秒表示されます。

メニュータイトル

操作メニュー。各項目は、それぞれファンクションキー（F1
からF4）に対応しています。

設定画面。この例では、モニター2にカメラ番号1の映像を表
示していることを表示しています。

システムを起動するとシステムコントローラーの液晶ディスプレイにシステムを操作
するための操作メニューが表示されます。
マトリクススイッチャーの操作は、操作メニューを呼び出して行います。

操作メニューの構成
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操
作
を
始
め
る
前
に

操作メニューの遷移

Monitor mm  SLW  FST
Camera  cc        A1

Monitor mm
T-Seq             A1

Monitor mm
CAM-P xxxx        A1

G-Seq
                  A2

F1  F2  F3    F4

On Off   Auto Log-out
Priority Lock     A4

 On
Set Up Menu       A6

  Site   Board
Alarm in          A5

F1     F2  

Next Pre  Del  PopUp
Set Up Menu       

 F1  

F1   F2   F3   F4

Print Clear
Set Up Menu       

F1    F2   

  Auto   Random Status
Pan Action        B1

F1   F2       F4

All  Mon  Time Title
Display           A3

F1   F2   F3    F4

  Cam       Wiper   Def
Cam-PowerHousing  B2

F1        F3    F4

 yyy
Shutter sss       C1

F1        F3    F4

yyyy zzzzzz
Sence Up xxxxx    C2

F1   F2    F3    F4

 yyy zzzzzz
Ele Zoom xxx      C3

F1   F2    F3    F4

  Home
Cam-Preset:pp     D1

F1        

yyyy zzzzzz
BLC xxxxxx        D2

F1   F2

 On  Refresh
PresetMenu:CS500  D3

F1   F2    

 On             Exit
CameraSetUp Menu  D4

F1              F4

                Mode
CAM-P Menu        D5

 On             Exit
CAM-P Mode Off  

                F4

 Pre  BLC
Preset/BLC Clear  

F1              F4
F1   F2    

 Step
P/T Z/F           

F1 

      Res A.Res Exit
CameraSetUp Menu  

     F2   F3   F4

 Step
P/T Z/F Iris      B3

F1

お願い 
●　　部の操作メニュー (A2,A4) は操作しないでください。 
●　　枠内メニュー表示時は、[F1]キーをMON(ESC)キーの 
　代わりに使用できます。 

MON(ESC)

Play Learn Stop
Patrol learn      B4

F1   F2    F3

Set
PrePOSI Setup     B5

F1

On    Off
BW                C4

F1   F2

CamFUNC.
Camera Function   C5

F1

¡操作メニュー遷移

メモ
• 操作メニューの切り換えは、カーソルキー（▲▼ts）やファンクションキー（F1からF4）で行

います（下図参照）。例えば、A1からA2に移るには、▼を押します。

• どの操作メニューからでも、tを押しながらsを押すとA1メニューに戻ります。

• メニュー番号（A1、C1など）はメニュー画面遷移後、約2秒表示されます。メニュー番号は、以

降の説明でひんぱんに引用されます。不明なときは下の操作メニュー遷移図をお読みください。

このメニュー遷移図は、付録にも記載しています。コピーしてお使いください。

重要
システムコントローラー背面のモードスイッチの設定が間違っていると、異なるメニュー遷移をし

ます。設定方法は、177ページをご覧ください。
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操作の基本
ここでは、システムの操作をするうえで、基本となる操作の流れを説明します。
詳しくは、各操作のしかたをお読みください。

¡モニターの選択

モニター番号入力（テンキー）→MON（ESC）キー
（カメラポジションモード「On」時は［F1］キー）

¡カメラの選択

• カメラ番号入力（テンキー）→CAM（SET）キー
• ［INC+1CAM］スイッチ
• ［DEC-1CAM］スイッチ

¡ズームの操作

［ZOOM］スイッチ。広角にする（WIDE）または望遠（TELE）にする。

¡ピントの調節

［FOCUS］スイッチ。手前に合わせる（NEAR）または遠くに合わせる（FAR）。

¡オートフォーカスの起動

［PRESET／AF］スイッチ。

¡カメラの旋回

ジョイスティックつまみを動かす。

¡プリセット操作

プリセット番号入力（テンキー）→［PRESET／AF］スイッチ。

¡カメラ選択と同時にプリセット位置に旋回（カメラポジションモードOn時）

カメラポジション番号（テンキー）→MON（ESC）キー

¡アイリス調節

［IRIS］スイッチ。画面を明るくする（OPEN）または暗くする（CLOSE）。

¡ツアーシーケンスの実行

シーケンス番号（テンキー、1～16）→［FORWARD SEQ］スイッチ。

¡外部機器の操作

［AUX1］または［AUX2］スイッチを押す。
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操
作
を
始
め
る
前
に

カメラ側機器の状態

メモ
モニターによって、文字の一部が表示できな

い場合があります。

q年月日時分秒
wアラーム動作中

AL0：カメラ側から同軸多重でアラーム入力。
AL1：センサーボード経由でアラーム入力。

eタイマーイベント
rカメラ番号
tモニター番号
y監視モード

Sp ：スポット
Tnn ：ツアーシーケンス。

nnはツアーシーケンス番号
Prxx ：プリセット。

xxはプリセット番号
uカメラタイトル

00-01-01  14:23:56    AL0
                     /T64

C 01 M04  3rd Floor
Pr64 T16  Room  306

q w
e

r

t

y

u

    Site Status
Ele Zoom:
Shutter :
Sens Up :
Random  :
Auto Pan:
Camera  :
Wiper   :
Def     :
AUX1    :
AUX2    :
C01  M04

S e t U p

A l a r m

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : - - F 4 : - -

R e c a l l

A L

N O . D a t e

5 3  0 6 -
5 2  0 6 -
5 1  0 5 -

4 9
 0 3 -

R E C

1 4 2 3 : 0 9 : 1 1
1 1 1 0 : 3 2 : 3 7
0 5 0 1 : 1 2 : 0 8
0 3 2 1 : 5 9 : 0 0

 0 3 - 0 3 1 2 : 0 0 : 0 0
4 8  0 3 - 0 3 1 1 : 5 9 : 2 0
4 7  0 2 - 2 6 2 3 : 5 9 : 0 0
4 6  0 2 - 2 5 0 0 : 0 0 : 0 0
4 5  0 2 - 0 2 1 2 : 4 7 : 3 2
4 4  0 1 - 1 1 0 2 : 0 0 : 0 0
4 3  0 1 - 0 1 0 0 : 0 0 : 0 1
4 2  1 2 - 2 5 2 3 : 0 0 : 0 0
4 1  1 1 - 1 1 0 8 : 2 8 : 5 9
4 0  0 8 - 2 1 0 9 : 0 7 : 1 6
3 9  0 8 - 1 1 2 1 : 0 9 : 3 7
3 8  0 6 - 3 1 1 1 : 1 1 : 1 1

5 0

P a g e

P - 0 0 0 1

A l a r m A l a r m  T i t l e

ドアカイホウ 
S - 0 0 0 1
S - 0 0 0 2

S - 0 0 2 6
P - 0 0 0 8

P - 0 0 1 2

フセイ　センサー 

シンニュウシャ 

P - 0 0 1 0 カイジョウ 
P - 0 0 0 8 キンキュウ 
S - 0 0 0 1
S - 0 0 0 3
S - 0 0 1 5
S - 0 0 2 8
P - 0 0 0 3
P - 0 0 2 1
P - 0 0 6 3
P - 0 0 1 1

P a g e

P a g e 1 o f 7

モニターに表示される情報
システム運用中に、日付やカメラタイトルなどの情報やシステムやカメラの動作に関
する情報をモニターに表示して確認することができます。

アラーム履歴

日付、カメラタイトル、実行中のシーケンスなどの情報
通常モニターに表示される情報です。これらの情報を表示したり消去したりできます。
詳細は、「4. モニターの操作」をお読みください。

電子ズームや電子シャッターのOn／Offや
パンニング機能の有無など、設定されて
いるカメラ側機能に関する状態を表示で
きます。詳細は、「10. カメラの状態表示」
をお読みください。

表示のしかたについては、「第2編　8. ア
ラーム入力履歴の表示・印刷」をお読み
ください。

システムに入力されたアラーム情報を履
歴として確認できます。
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Chapter 4

モニターの操作

ここでは、カメラの映像を表示するモニターの選択のしかた、およびモニターに表示
される情報について説明します。
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モ
ニ
タ
ー
の
操
作

メモ
• A1はメニューの起点です。カーソルキーのtを押しながらsを押すと、どのメニューからで

もA1に戻ることができます。

• システムの状態によってメニューの内容は異なります。

：スポット監視時

：ツアーシーケンス実行中

：CAM-Pメニュー（D5）でMode On時

メモ
• ビジー表示が点灯したとき
選択したモニターを他のオペレーター（タイマー含む）が後から選択すると、ビジー表示が点灯

し、液晶ディスプレイにBUSYが表示されます。そのモニターは選択できません。再度、そのモ

ニターを選択するか、他のモニターを選択すると操作できます。

Camera  
Monitor 01   SLW  FST

Camera             2
Monitor 01   SLW  FST

CAM

ESC SET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON 0

Camera  
Monitor 02   SLW  FST

A1

550

ALARM BUSY

ビジー表示

                  ■
Monitor ** Busy

Camera  cc          A1
Monitor mm   SLW  FST

T-Seq               A1
Monitor mm

CAM-P xxxx          A1
Monitor mm

モニターの選択
qカーソルキーを操作してA1メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。

wテンキーでモニター番号を入力します。
数字が液晶ディスプレイの上段右端に
表示されます。

eMON（ESC）キーまたは［F1］キーを
押します。数字が下段に移動して
［Monitor 02］と表示され、モニターが
選択されます。

• MON（ESC）キーについて
CAM-Pメニュー（D5）で「Mode」を「On」にした場合、MON（ESC）キーは、カメラポジシ

ョンキーになっています。この場合、モニターを変更するには、A1メニュー表示後、モニター番

号を入力し、［F1］キーを押します（［F1］キーをMON（ESC）キーの代わりに使用できます）。
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カメラタイトル、日付、時刻の表示

F1 F2 F3 F4

Display           
 All Mon Time Title

00-01-01  14:23:56

C 01 M04 3rd Floor
Pr05 Sp  Room  306

［F2］キーで 
  表示/消去 

［F4］キーで 
  表示/消去 

［F1］キーで 
 全表示/全消去 

［F3］キーで 
  表示/消去 

A3

モニターの状態

00-01-01  14:23:56

C 01 M04 3rd Floor
Pr05 Sp  Room  306

［F1］キーを押す度に表示/消去が 
  切り換わる 

Camera  01         
Monitor 04   SLW  FST

A1

セットアップメニューで登録したカメラタイトルや日付、時刻をモニターに表示した
り、消去したりできます。登録のしかたは「第2編　設定」をお読みください。
qカメラとモニターの選択
カメラとモニター番号を選択します。
カメラの選択のしかたは、「4．映像の
操作」をお読みください。

wメニューの呼び出し
カーソルキーを操作して、A3メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。
モニターには図のように表示されます。

e各タイトルを表示するかどうか選択する。

［F1］キーを押します。キーを押す度にタ
イトル表示／消去が切り換わります。
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モ
ニ
タ
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の
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作

• モニター状態の表示／消
去を選択する

［F2］キーを押します。キーを押す度
に表示／消去が切り換わります。

00-01-01  14:23:56

C 01 M04 3rd Floor
Pr05 Sp  Room  306

［F2］キーを押す度に表示/消去が 
  切り換わる 

00-01-01  14:23:56

C 01 M04 3rd Floor
Pr05 Sp  Room  306

［F3］キーを押す度に表示/消去が 
  切り換わる 

00-01-01  14:23:56

C 01 M04 3rd Floor
Pr05 Sp  Room  306

［F4］キーを押す度に表示/消去が 
  切り換わる 

• 日付と時刻の表示／消去
を選択する

［F3］キーを押します。キーを押す度

• カメラタイトルの表示／
消去を選択する

［F4］キーを押します。キーを押す度
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Chapter 5

映像の操作

システムの基本機能には、スポットによるカメラ映像表示とシーケンスによるカメラ
映像表示があります。スポットは、オペレーターがその場でモニターやカメラを指定
して操作します。シーケンスは、システムに登録されている内容を基にカメラや外部
機器を動作させ、モニターにカメラの映像を表示します（シーケンスを行うためには、
別途設定作業が必要です）。
シーケンス実行中に、スポット監視に切り換えたり、またその逆もできます。シーケ
ンスの操作方法は「6．ツアーシーケンスの使いかた」をお読みください。
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映
像
の
操
作

スポットによる映像監視のしかた

メモ
• A1はメニューの起点です。カーソルキーのt

を押しながらsを押すと、どのメニューから

でもA1に戻ることができます。

• システムの状態によってメニューの内容は異

なります。

Camera  
Monitor 01   SLW  FST

A1

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

Camera
Monitor 02   SLW  FST

Camera  
Monitor 02   SLW  FST

Camera             2
Monitor 01   SLW  FST

メモ
Cam-Pメニュー（D5）で「Mode」を「On」に

した場合、MON（ESC）キーの代わりに、［F1］

キーを押してください。

スポットとは、オペレーターが映像の監視に使用するカメラとモニターを指定し、操
作する機能です。
スポットで映像を監視する場合、初めに映像を表示するモニターを指定します。その
後、カメラを指定します。

wまずテンキーでモニター番号を入力し
ます。数字が液晶ディスプレイの上段
右端に表示されます。

e次にMON（ESC）キーを押します。数
字が下段に移動して［Monitor 02］と表
示され、モニターが選択されます。

qカーソルキーを操作してA1メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。

カメラの選択（その1）

モニターの選択

テンキーを使う操作方法です。
qカーソルキーを操作してA1メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。
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ビジー表示が点灯したとき
選択しているカメラを他のオペレーター（タイマー含む）が後から選択すると、ビジー表示が点灯

し、液晶ディスプレイにBUSYが表示されます。再度、目的のカメラを選択するか、他のカメラを

選択すると操作できます。

wテンキーでカメラの番号を入力します。
数字が液晶ディスプレイの上段右端に
表示されます。

eCAM（SET）キーを押します。数字が
左に移動して［Camera 01］と表示さ
れます。

メモ
カメラの映像は、選択されているモニターに表

示されます。

1 2 3

4 5 6

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

550

ALARM BUSY

F2F1

ビジー表示

Camera  01
Monitor 02   SLW  FST

Camera             1
Monitor 02   SLW  FST

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CA

ESC S

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

550

F2F1

SLOW

INC+1CAMDEC-1CAM

映像はこのモニターに表示される。

Camera  ** Busy   ■
Monitor **  SLW  FST

A1

カメラの選択（その2）
［INC＋1CAM］、［DEC－1CAM］
スイッチを使う操作方法です。
qカメラ番号にプラス1したカメラの映像
に切り換えるとき、［INC +1CAM］ス
イッチを押します。このスイッチを押
す度にカメラ番号にプラス1されたカメ
ラ番号の映像に切り換わります。

wカメラ番号にマイナス1したカメラの映
像に切り換えるとき、［DEC -1CAM］
スイッチを押します。このスイッチを
押す度にカメラ番号にマイナス1された
カメラ番号の映像に切り換わります。
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映
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の
操
作

メモ
• 自動絞りレンズを装着している場合で、カメラのAGC切換スイッチがONになっているとき、

アイリス開閉操作の反応が非常に遅くなることがあります。このような場合は、スイッチの

操作を断続的に行ってください。

• フォーカス、ズーム、アイリスを微調節するには

重要
• 電動ズームレンズを制御するには、レシーバー（WV-RC100またはWV-RC150）またはコンビネ

ーションカメラが必要です。

• この機能は、カメラに電動ズームレンズが装着されているときにだけ有効です。システム構成を

確認してください。

• カメラのレンズ選択スイッチ（DC／VIDEO）は、DCに設定されていることを確認してください。

• カメラによっては、使用できない機能があります。ご使用になるカメラの取扱説明書を確認して

ください。

M

T

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550

F3 F4

AF

C

FOCUSスイッチ

ZOOMスイッチ

IRIS OPEN／CLOSE
スイッチ

工場出荷状態に戻すには
OPENスイッチを押しながらCLOSEスイッ

チを3秒間押すと、工場出荷設定状態に戻

すことができます。

PRESET／AFスイッチ

P/T Z/F Iris
 Step

F1

B3

フォーカス（ピント）を調節する

OPENスイッチ ：押す度に絞りが開き映像が明るくなります。
CLOSEスイッチ ：押す度に絞りが閉じ映像が暗くなります。

電動ズームレンズの操作

q操作するカメラを選択します。
wフォーカスを調節します。
モニターを見ながら［FOCUS］スイッチ
をNEARまたはFARに動かし、ピントを
調節します。ワンプッシュオートフォー
カス機能付きカメラをご使用の場合
［PRESET／AF］スイッチを押すと自動的
にピントが合います。

ズームを操作する
q操作するカメラを選択します。
wズームを操作します。
モニターを見ながら［ZOOM］スイッ
チをTELEまたはWIDEに動かしズーム
を操作します。

アイリス（明るさ）を調節する
q操作するカメラを選択します。
wアイリスを調節します。
モニターを見ながら［IRIS］スイッチ
（OPENまたはCLOSE）を操作して、明
るさを調節します。

q操作するカメラを選択します。

wカーソルキーを操作しB3メニューを表示します。

e［F1］キーを押しながら［FOCUS］、［ZOOM］、

［IRIS］スイッチを操作、調節します。
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CLOSE OPEN
IRIS

FOCUS
NEAR

M
LE

FARDE

System Controller WV-CU 550

F4

C

ジョイスティックつまみ

重要
• システムに、レシーバー（WV-RC100またはWV-RC150）またはコンビネーションカメ
ラ（プリセット操作する場合、プリセット式コンビネーションカメラシリーズ）が接続
されている場合に、回転台を操作できます。

• システムの構成によってはプリセット番号やカメラポジション番号で操作できないこと
があります。

回転台の操作（パン、チルト）

手動で操作する

回転台を操作する方法には次の2つがあります。
• ジョイスティックつまみで操作する（手動操作）
• プリセット番号で操作する
プリセット番号で操作する場合は、あらかじめ回転台を旋回する位置に番号を付けて
カメラに登録（プリセット）しておく必要があります。

q操作するカメラを選択します。

パン、チルトの速度を調節するには
• ジョイスティックつまみによるパン、チルトの速度が速すぎる場合

q カーソルキーを操作してA1メニューを液晶ディス

プレイに呼び出します。

w F3キーを押して、SLWをONにします。

□SLW：SLW ON ■SLW：SLW OFF

SLWをONにしている間、ジョイスティックによるパン、チルト操作が低速になります

（FSTを選択すると高速になります）。

A1メニューでFSTを選択しているとき、［STOP／SLOW］スイッチを押しながらジョイステ

ィックつまみを操作しても低速でパン、チルトを行うことができます（［ALT］スイッチの

LEDが消灯している場合）。

• パン、チルト位置を微調節する場合

回転台を少しだけ移動した後、停止させることで、監視位置の微調節ができます。微調節する場

合、はじめに［ALT］スイッチを押して、［ALT］スイッチのLEDを点灯させます。その後、

［STOP／SLOW］スイッチを押しながらジョイスティックつまみを操作してください。ジョイス

ティックつまみを操作した方向に1ステップだけ旋回した後、自動的に停止します。

wジョイスティックつまみを希望する方
向に動かします。

ジョイスティックつまみの動きに応じ
て、カメラが旋回します

Camera  01         1
Monitor 04  SLW  FST

A1
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メモ
プリセット操作を行うには、あらかじめプリセ

ット機能のあるカメラにプリセット位置を登録

しておく必要があります。登録方法は「第2編

7. カメラ機能の設定」をお読みください。

2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

1

Camera  01         1
Monitor 04  SLW  FST

3

6

9

CAM

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

550

F3 F4F2

AFPRESET／AFスイッチ

A1

プリセット番号で操作する
q操作するカメラを選択します。
wテンキーで、登録済のプリセット番号
を入力します。

e［PRESET／AF］スイッチを押すと、
カメラが登録されているプリセット位
置に旋回します。
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カメラポジション番号で操作する

メモ
「On」にするとMON（ESC）キーの機能がカメ

ラポジション確定キーに変わります。「On」に

した後、モニターの選択を確定するときは［F1］

キーで行います。

カメラポジション 

2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

1

CAM-P Mode Off
 On              Exit

CAM-P Mode On
 Off             Exit

［F1］キーを押して 
Onにする。 

シール（マトリクス 
スイッチャー付属） 

F1

重要
カメラポジション番号で操作するには、あらか

じめシステムにカメラポジション番号とカメラ

番号、プリセット番号の対応を登録しておく必

要があります。登録方法は「第2編　6. システ

ムの基本設定」をお読みください。また、マト

リクススイッチャー付属のシール（［カメラポ

ジション］または［CAM POSI］）を右図の位

置に貼ってお使いください。

CAM-P Menu
                  Mode

F4

D5

e［F4］キーを押します。右のメニュー
に変わります。

r［F1］キーを押し、液晶ディスプレイ
の上段に「On」を表示させます。［F1］
キーを押す度に「On」と「Off」が交互
に切り換わります。

t［F4］キーを押し、D5メニューに戻り
ます。

yテンキーで、登録済のカメラポジショ
ン番号を入力します。

uMON（ESC）キーを押すと、カメラポ
ジション番号に登録されているカメラ
が、設定されているプリセット位置に
旋回します。

q操作するモニターを選択します。
wカーソルキーを操作してD5メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。
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自動パンニングによる映像の監視
自動パンニングとは、カメラを水平方向に自動旋回させる機能です。自動パンニング
には次の5つの機能があります。

• オートパンニング

自動的に、コンビネーションカメラまたは回転台に設定したリミットスイッチの区間
をパンニングし続けます。

• オートシーケンス

自動的に、コンビネーションカメラに設定されているプリセット番号をプリセット番
号の小さい順番で切り換えます。

• オートソート

自動的に、設定されているプリセット位置をカメラの原点位置から左回りに切り換え
ます。

• ランダムパンニング（Random-1, Random-2）

Random-1：自動的に、コンビネーションカメラまたは回転台側で設定した時間（n

秒）自動的に旋回した後、2×n秒停止します。
Random-2：自動的に、移動方向と時間が不規則（ランダム）な動きになるように動

作します。

これらの機能を使用するためには、使用するカメラまたは回転台が各機能をサポート
している必要があります。また、使用する機能によっては、カメラまたは回転台の設
定が必要です。使用可能な機能と機種の対応例は下表を参照してください。詳しくは、
使用するカメラまたは回転台の取扱説明書をお読みください。

品 名

コンビネーショ
ンカメラシリー
ズ

WV-CS300 ○ × × × ○

WV-CS400 ○ × × × ×

WV-CS500 ○ × × ○ ○

WV-CS600 ○ ○ ○ × ×

WV-CS600A ○ ○ ○ × ×

WV-CS650 ○ ○ ○ × ×

WV-CS850 ○ ○ ○ ×

WV-CS850A ○ ○ ○ ×

WV-CW860 ○ ○ ○ ×

×

×

×
回転台 WV-7220D △ × × △ △

WV-7225 △ × × △ △

WV-7230D △ × × △ △

WV-7260D △ × × △ △

品 番 オートパンニング オートソート オートシーケンス
ランダムパンニング

Random-1 Random-2

凡例　○：動作可能　　△：レシーバー使用時のみ動作可能　　×：動作不可能
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自動パンニングを行う
q自動パンニングを行うカメラを選択し
ます。

液晶ディスプレイの表示について
• オートパンニング、オートソート、オートシーケンスのいずれかを実行している場合、Autoの左

が反転表示されます。

□：オートパンニング、オートソート、オートシーケンスのいずれかがON

■：OFF

• ランダムパンニングを実行している場合、Randomの左が反転表示されます。

□：ON

■：OFF

• 1台のカメラに対し、オートパンニング、オートソート、オートシーケンス、ランダムパンニン

グのいずれか一つだけ実行できます。複数の機能を組み合わせて実行することはできません。

wカーソルキーを操作して、B1メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

• オートパンニングで映像を監視する場合

［F1］キーを押します。［1］キーを
押してから［F1］キーを押して実行
することもできます。

• オートソートで映像を監視する場合

［2］キーを押してから［F1］キー
を押します。

• オートシーケンスで映像を監視する場合

［3］キーを押してから［F1］キー
を押します。

• ランダムパンニングで映像を監視する
場合

［F2］キーを押します

B1

Pan Action        ■
■Auto■Random  Status

ランダムパンニングON、OFF

オートパンニング（［F1］でON／OFF）
オートソート（［2］＋［F1］で

ON／OFF）
オートシーケンス（［3］＋［F1］で

ON／OFF）

F1        F2              F4
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使用するコンビネーションカメラによっては、操作した内容を学習できる機種があり
ます。学習した操作を再現する機能をパトロールラーンと呼びます。パトロールラー
ンは次の手順で操作できます。

コンビネーションカメラに操作内容を記憶させる
コンビネーションカメラに操作内容を学習させる方法には次の2つの方法があります。
• カメラ操作中に学習させる。
• カメラのセットアップメニューで学習させる。
ここでは、カメラ操作中に記憶させる方法について説明します。

q操作するカメラを選択します。

パトロールラーンに対応しているカメ
ラを選択してください。

wカーソルキーを操作して、B4メニュ
ーを液晶ディスプレイに呼び出しま
す。

e記憶を開始します。

記憶を開始するには、［F3］キーを押
します。モニターにLEARNと表示さ
れます。

rカメラを操作します。

コンビネーションカメラに記憶させる
ことができる操作は、次のとおりで
す。
・パン、チルト（ジョイスティックつ
まみによる操作）
・アイリス（OPEN／CLOSE）
・フォーカス（NEAR／FAR）
・ズーム（TELE／WIDE）
・プリセット番号による操作
・ホームポジション
記憶させることができる操作の詳細
は、使用するカメラの取扱説明書をお
読みください。

t記憶を終了します。

［F3］キーを押します。

パトロールラーンによる映像の監視

B4

 Play Learn Stop
PatrolLearn

記憶開始

F1        F2          F3

記憶終了
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記憶した内容を再現する
q操作するカメラを選択します。

wカーソルキーを操作して、B4メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

e学習した内容を再現します。

パトロールラーンで学習した内容を再
現する場合、［F1］キーを押します。

r再現を終了するときは［F3］キーを
押します。

パン、チルトなど、他の操作をして、
終了することもできます。

B4

 Play Learn Stop
PatrolLearn

再現開始

F1        F2          F3

再現終了
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使用するコンビネーションカメラによっては、操作中にプリセット番号を設定できる
機種があります。操作中にプリセット位置を登録する場合は、次の手順で操作してく
ださい。

q操作するカメラを選択します。

w登録したいプリセット位置にコンビネ
ーションカメラを旋回し、ズームおよ
びアイリスなどを調節します。

eカーソルキーを操作して、B5メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

rテンキーで登録するプリセット番号を
入力し、［F1］キーを押します。テン
キーで入力した番号でプリセットが登
録されます。

既にプリセットが登録されている番号
を入力すると上書きされますので注意
してください。
プリセット位置に登録できる操作は次
のとおりです。
・パン、チルト
・アイリス（OPEN／CLOSE）
・フォーカス（NEAR／FAR）
・ズーム（TELE／WIDE）
登録できる操作の詳細は、使用するカ
メラの取扱説明書をお読みください。

操作中にプリセット位置を設定する

 Set
PrePOSI SetUp

B5

 Set
PrePOSI SetUp

F1

2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

1
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カメラ電源とハウジングの操作

重要
ワイパーブレードの磨耗を防ぐため、不要

なときは必ずOFFにしてください。OFFに

するまでワイパーは動き続けます。

Cam-Power Housing 
 Cam      Wiper Def

F1 F2 F3 F4

□ □ □ 

B2

デフロスターON,OFF

ワイパーON,OFF

カメラの電源ON,OFF

カメラの電源、カメラハウジングのワイ
パーやデフロスターを操作します（レシ
ーバー（WV-RC100、WV-RC150）また
は、コンビネーションカメラ）。
q操作するカメラとモニターを選択しま
す。

wカーソルキーを操作して、B2メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

eカメラの電源とハウジングの操作
• カメラの電源を操作するには、［F1］キ
ーを押します。キーを押す度にCamの
左が反転します。
□：ON

■：OFF

• ワイパーを操作するには、［F3］キーを
押します。キーを押す度にWiperの左が
反転します。
□：ON

■：OFF

• デフロスターを操作するには、［F4］キ
ーを押します。キーを押す度にDefの左
が反転します。
□：ON

■：OFF
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カメラ機能の操作

Shutter Off        
 On

C1

F1 F2 F3 F4

Shutter Off
 On

F1 F2 F3 F4

Shutter On
 Off ▲
 ▲

 
［F1］キーを押し、ONにする。

［F3］または［F4］キーを押し、
シャッター速度を設定する。

メモ
選択できる速度の範囲は、カメラによって異な

ります。

速度は、カメラの状態表示（70ページ）で確認

することができます。

電子シャッターの使いかた

電子シャッター、電子的感度アップ、電子ズーム、ホームポジションへの移動、逆光
補正を操作します。操作は、モニタ上のカメラ映像を見ながら行ないます。
これらは該当する機能を備えているカメラでだけ使用できます。接続しているカメラ
と周辺機器の機能を確かめてください。

q希望するカメラとモニター番号を選択
します。

wカーソルキーを操作してC1メニューを
表示します。

e電子シャッターモードのOn／Offを選択
します。
［F1］キーを押す度に液晶ディスプレイ
に「On」または「Off」が表示されます。
電子シャッターを使用する場合、「On」
を表示します。

rシャッタースピードを選択します。
• Shutterを「On」にした後、［F3］また
は［F4］キーでシャッター速度を設定
します。

•［F3］を押す度にシャッター速度が遅
く、［F4］を押す度に速くなります。希
望する速度を選択します。
［F3］:1／10,000秒→1／4,000→1／

2,000→1／1,000→1／500→1／
250→1／100秒

［F4］:1／100秒→1／250→1／500→
1／1,000→1／2,000→1／4,000

→／10,000秒
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電子感度アップのしかた

F1 F2 F3 F4

Sens Up Off
Auto Manual

C2

F1 F2 F3 F4

Sens Up Off
Auto Manual

F1 F2 F3 F4

Sens Up Auto
Off  Manual ▲
 ▲

 

［F1］キーを押してAutoにする。

F1 F2 F3 F4

Sens Up Off
Auto Manual

F1 F2 F3 F4

Sens Up Manual
Auto Off ▲

 ▲
 

［F2］キーを押してManualにする。

メモ
選択できる倍率は、カメラによって異なります。

倍率は、カメラの状態表示（70ページ）で確認

することができます。

メモ
選択できる倍率は、カメラによって異なります。

倍率は、カメラの状態表示（70ページ）で確認

することができます。

感度を電子的にアップできます。感度をアップする場合、システムが自動で感度を調
節する「Auto」または、手動で設定する「Manual」を選択できます。電子感度アッ
プを使用しない場合、「Off」にします。

●自動感度アップモードに設定する

q電子感度アップするカメラとその映像
を表示するモニターを選択します。

wカーソルキーを操作してC2メニューを
表示します。

●マニュアル感度アップに設定する

［F1］キーを押す度に、液晶ディスプレイ
の表示が「Auto」または「Off」に切り換
わります。感度アップを自動にする場合、
「Auto」を表示します。
次に［F3］または［F4］キーを押して
最大感度を設定します。
［F3］：10倍→6倍→4倍→2倍→1倍
［F4］：1倍→2倍→4倍→6倍→10倍

［F2］キーを押す度に、液晶ディスプレイ
の表示が「Manual」または「Off」に切
り換わります。手動で感度を調節する
場合、「Manual」を表示します。
次に［F3］または［F4］キーを押して
感度を設定します。
［F3］を押す度に倍率が低く、［F4］を
押す度に高くなります。

［F3］：32倍→16倍→10倍→6倍→4倍
→2倍→1倍

［F4］：1倍→2倍→4倍→6倍→10倍→
16倍→32倍
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電子ズームの操作

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom Off
 On  Posi

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom Off
 On  Posi

C3

q
e

r

t

w

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom On
 Off Posi

▲
 ▲
 
［F1］キーを押してONに
する。

カメラ映像の中で希望する位置をズームアップ（拡大）します。
２通りの操作方法があります。

（1）ズームアップ後にズーム位置を選択するとき
q電子ズームを行うカメラとその映像を
表示するモニターを選択します。
希望するカメラとモニター番号を選択
します。

wカーソルキーを操作して、C3メニュー
を液晶ディスプレイに表示します。

e電子ズームを「On」にします。
［F1］キーを押す度に液晶ディスプレ
イの表示が「On」または「Off」に切り
換わります。
電子ズームを使用する場合、「On」を
表示します。「On」にすると、以前に
選択した位置がズームアップされて、
モニターに表示されます。

rズーム位置を選択します。
ズーミングする位置を［F3］または
［F4］キーで選択します。中央、左上、
右上、左下、右下の順に拡大された映
像がモニターに表示されます（右図参
照）。

［F3］：t→r→e→w→q

［F4］：q→w→e→r→t

tモニターに選択した位置に対応する映
像がズームアップされて表示されます。

y電子ズームの終了
ズーム中に［F1］キーを押し「Off」に
すると、電子ズームは解除されます。
C3メニューに戻ります。
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（2）ズームアップ前に位置を選択するとき

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom Off
 On  Posi

C3

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom Off
 On  Posi

押す。

q

e

r

t

w

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom On
 Off Posi

▲
 ▲

 

F1 F2 F3 F4

Ele Zoom Posi
 On   Off

▲
 ▲

 

［F2］キーを押してPosiにする。

e位置選択モード［F2］キーを押して
「Posi」を上段に表示させます。
再度押すと「Off」になります。

rズーム位置を選択します。
ズーミングする位置を［F3］または
［F4］キーで選択します。ズーム選択位
置がモニターにグレー表示されます。

［F3］：t→r→e→w→q

［F4］：q→w→e→r→t

t［F1］キーを押します。押す度に液晶
ディスプレイの表示が「On」または
「Off」に切り換わります。電子ズーム
を行う場合、「On」を表示させます。

• 「On」にすると、モニターに指定され
た場所がズームアップされて表示され
ます。

• ［F2］キーを押すと電子ズームを行わ
ないでC3メニューに戻ります。

y電子ズームの終了
ズーム中に［F1］キーを押し「Off」に
すると、電子ズームは解除されます。
C3メニューに戻ります。

qカメラとモニターを選択します。
希望するカメラとモニター番号を選択
します。

wカーソルキーを操作して、C3メニュー
を液晶ディスプレイに表示します。
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カラー映像の白黒切り換え
使用するコンビネーションカメラによっては、カラー映像を白黒映像に切り換えるこ
とができる機種があります。操作中にカラー映像を白黒映像に切り換える場合は、次
の手順で操作してください。

q操作するカメラを選択します。

wカーソルキーを操作して、C4メニュ
ーを液晶ディスプレイに呼び出しま
す。

eカラー映像を白黒映像にします。

［F1］キーを押すとカラー映像が白黒
映像になります。白黒映像をカラー映
像に戻すときは［F2］キーを押します。

F1 F2

 ON   OFF
BW

C4
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ショートカットによるカメラ機能の操作
使用するコンビネーションカメラによっては、ショートカットでカメラ機能を実行で
きる機種があります。ショートカットでカメラ機能を実行する場合は、次の手順で操
作してください。

q操作するカメラを選択します。

eテンキーで登録する実行したい機能の
ショートカット番号を入力し、［F1］
キーを押します。ショートカットで実
行できるカメラ機能の一例を示しま
す。詳しくは、お使いになるカメラの
取扱説明書をお読みください。

• スーパーダイナミックⅡON

（84）／OFF（85）
• 電子シャッターON（171）／OFF

（172）、電子シャッター速度の調節
増加（173）／減少（174）

• AGC（Auto Gain Control）ON

（175）／OFF（176）
• 電子感度アップON（177）／OFF

（178）、電子感度の調節　増加
（179）／減少（180）
• カメラリスタート（100）

wカーソルキーを操作して、C5メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。

F1

 CamFUNC.
CameraFunction

C5
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ホームポジションに戻す

F1 F2 F3 F4

Cam-Preset:
 Home■ 

D1

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

Cam-Preset:01
 Home

Cam-Preset:
 Home■ 

□ 

ホームポジションに設定されて
いるプリセット番号。

メモ
プリセット式コンビネーションカメラにホームポジションが設定されていない場合、動作しません。

設定のしかたは、「第2編　7．カメラ機能の設定」をお読みください。

q希望するカメラとモニター番号を選択
します。

wカーソルキーを操作して、D1メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

プリセット式コンビネーションカメラで基準となるカメラ位置（ホームポジション）
に戻したいとき操作します。

eホームポジションに戻すには、［F1］キー
を押して、「Home」の左を□にします。
このとき、液晶ディスプレイにホーム
ポジションに対応するプリセット番号
が表示され、カメラがプリセット位置
に旋回します。
□：ホームポジションにいることを示す。
■：ホームポジションにいないことを
示す。
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逆光補正（BLC）モードの選択

F1 F2 F3 F4

BLC Off
Auto Preset

D2

F1 F2 F3 F4

BLC Off
Auto Preset

F1 F2 F3 F4

BLC Auto
Off  Preset

F1 F2 F3 F4

BLC Off
Auto Preset

F1 F2 F3 F4

BLC Preset
Auto Off

●自動モードにする場合

［F1］キーを押して、
AUTOにする。

●プリセットモードにする場合

［F2］キーを押して、
Presetにする。

被写体の背景に極端に明るい光源があるとき、逆光補正を行うと被写体が見やすくな
ります。逆光補正モードには、次の２つの方法があります。
• システムが自動的に補正を行う自動モード「Auto」。
• あらかじめプリセット位置ごとに設定する補正方法（プリセットモード）
「Preset」。
設定方法は、「第2編　7. カメラ機能の設定」をお読みください。

qカメラとモニターを選択します。
逆光補正を行うカメラとモニター番号を選択します。

wカーソルキーを操作して、D2メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

e逆光補正モードを選択します。
• 自動モードにする場合、［F1］キーを押
し、液晶ディスプレイの表示を「Auto」
にします。［F1］キーを押す度に「Auto」
と「Off」が交互に切り換わります。

• プリセット位置に設定されている逆光
補正方法を使用する場合、［F2］キーを
押し、液晶ディスプレイの表示を
「Preset」にします。［F2］キーを押す
度に「Preset」または「Off」に切り換
わります。
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ビデオ出力ボードに入力した映像の表示（拡張映像入力）

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT

TL

VTRなど 

モニター 

VTR映像表示 

映像出力ボード内の信号の流れ 

内部スイッチ 

キャラクター 
ジェネレーター 

マトリクススイッチャー 
からの映像 

内部スイッチ 

：［ALT］スイッチ(LED点灯)＋MON(ESC)キーを押したとき 

：通常の状態 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP

550

F3F2F1

LED点灯 

SLOW

映像切り替え中で 
あることを表示 

Camera  01
Monitor 01 in SLW  FST

A1

メモ
A1メニューを表示中は、MON（ESC）キーの

代わりに、［F1］キーが使用できます。

下図のようにシステムを構成したとき、ビデオ出力ボードの映像入力コネクターに入
力した映像をモニターに表示できます。この場合モニターには、マトリクススイッチ
ャーが表示しているカメラタイトルや日付け、時刻などは表示されません。

qモニターを選択します。
映像を入力したコネクターと同系統の
映像出力に接続されているモニターを
選択します。

w［ALT］スイッチを押します（LED点灯）。
eMON（ESC）キーを押します。モニ
タ－の映像が映像出力ボードの入力コ
ネクターに入力されている映像に切り
換わりA1メニューに「in」が表示され
ます。

r再度［ALT］スイッチを押し、MON

（ESC）キーを押すと、通常の状態に戻
ります。
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コンビネーションカメラのクリーニング
コンビネーションカメラを使用している場合、長期間使用しているとモニターにノイ
ズが入ることがあります。このようなときは、コンビネーションカメラをクリーニン
グする必要があります。
コンビネーションカメラのクリーニングは、セットアップメニューのオートクリーニ
ングメニューに設定した曜日・時間で自動的に行うことができます。必要に応じて手
動でクリーニングすることもできます。
オートクリーニングメニューの使いかたは「第2編「設定」のオートクリーニングメ
ニュー」をお読みください。

重要
• コンビネーションカメラのクリーニング中は映像を監視することはできません。クリーニングを

実行するときは、営業終了後など映像の監視を中断しても良い時間帯を選んで設定してくださ

い。

• クリーニングに要する時間は、カメラ1台あたり約30秒です。

• クリーニングを中断する場合は、MON（ESC）キーを押してください。

• クリーニングを実行してもノイズが解消されない場合は、機器の故障が考えられます。使用を中

止し、販売店にご連絡ください。
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Chapter 6

ツアーシーケンスの使いかた

ここではツアーシーケンスの使いかたについて説明しています。ツアーシーケンスは、
事前にカメラや外部機器の動作をシステムに登録して、その内容を順に実行してモニ
ターにカメラ映像を表示します。シーケンス実行中にスポット監視に切り換えたり、
またその逆もできます。
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32台のカメラ映像を希望する順番（32台のカメラをツアーするのにたとえ）で望むモ
ニターに表示します。1シーケンスは64ステップで構成され、16シーケンスまで設定
できます。
シーケンスごとにオートスキップ機能を使用できます。ステップごとにプリセット位
置呼び出し、表示時間、レシーバーなどの外部機器制御を設定できます。

16ツアーを任意のモニターに表示します 

モニター1

モニター2

モニター3

モニター4

T.SEQ 1

T.SEQ 2

T.SEQ15

T.SEQ16

モニター1 
表示時間：3秒

ステップ1

モニター1 
表示時間：5秒

ステップ2

モニター1 
表示時間：10秒

ステップ3

モニター1 
表示時間：5秒
ステップ4

モニター1 
表示時間：3秒
ステップ5

s s s s

ツアーシーケンスの概要
ツアーシーケンスは複数のステップで構成されています。
ツアーシーケンスを行うには、あらかじめシステムに動作内容を登録する必要があり
ます。登録方法は、「第2編　2. ツアーシーケンスの設定」をお読みください。

オートスキップ機能
そのステップで映像がないとき自動的に次のステップに移るように設定することがで
きます。

表示時間
ステップごとに表示時間を変えて表示することができます。
時間は1秒単位で最小1秒から最大30秒まで設定できます。
設定した時間は、タイムラプスVTRを起動するための外部制御タイミング信号をON

に設定したとき無視されます。
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ツアーシーケンスの使いかた

Camera  01         1
Monitor 04   SLW  FST

Camera  01         
Monitor 04   SLW  FST

2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

1

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOSE
IR

PRESET

FOC
NE

ZOOM
TELE

FAWIDE

550

F3 F4F2F1

AF

SLOW

FORWARD SEQ
スイッチ

T-Seq   01        
Monitor 04

モニター4にツアーシーケンス1映像を表示し
ていることを表している。

A1

ツアーシーケンスは合計16種類登録できます。16種類のツアーシーケンスを任意の4

台のモニターに割り当てるができます。

ツアーシーケンスの開始
qモニターの選択

制御するモニターを選択します。

wツアーシーケンス番号の選択

テンキーで、希望するツアーシーケンス
番号（1～16）を入力します。

液晶ディスプレイの上段（右端）に1が表
示されます。

eツアーシーケンスの実行

［FORWARD SEQ］スイッチを押すと、シ
ーケンスが実行されます。液晶ディスプ
レイには図のように表示されます。
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ツアーシーケンスを停止する

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOPRESET

FZOOM
TELE

WIDE

550

F3 F4F2F1

AF

SLOW

STOPスイッチ

FORWARD SEQスイッチ

BACK SEQスイッチ

T-Seq   01 Stop        
Monitor 04

T-Seq   01        
Monitor 04

A1

C 01 M04  3rd Floor
Pr64 T01  Room  306

Sが反転表示され 
停止中であることを表示 

S

モニターの表示

C 01 M04  3rd Floor
Pr64 T01  Room  306

反転表示され、逆方向に 
実行中であることを表示 

モニターの表示

• 実行中のシーケンスを停止するには、
［STOP］スイッチを押します。
• モニターにはツアーシーケンス番号の
後にＳ（反転表示）が付加されます。

• 液晶ディスプレイには図のように表示
されます。

次のステップから順方向に実行する
• 停止したあと、［FORWARD SEQ］スイ
ッチを押すと、停止した次のステップ
から再開します。

• 液晶ディスプレイには図のように表示
されます。

前のステップから逆方向に実行する
• 停止したあと、［BACK SEQ］スイッチ
を押すと、停止した前のステップから
逆方向に再開します。

• 液晶ディスプレイの表示は、
［FORWARD SEQ］スイッチを押したと
きと同じです。

• モニターには、ツアーシーケンス番号
が反転して表示されます。
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次のステップだけ実行する
1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CPRESET

ZOOM
TELE

WIDE

550

AF

SLOW

［INC+1CAM］
スイッチ

［DEC-1CAM］
スイッチ

T-Seq   01 Stop        
Monitor 04

A1

• 停止したあと、［INC+1CAM］キーを押
すと、次の1ステップだけ実行して停止
します。

• 液晶ディスプレイには図のように表示
されます。

前のステップだけ実行する
停止したあと、［DEC -1CAM］スイッチを押すと、前の1ステップだけ実行して停止し
ます。液晶ディスプレイの表示は［INC+1CAM］スイッチを押したときと同じです。

最初のステップから順方向に実行する
停止したあと、［ALT］スイッチを押し（LED点灯）、［FORWARD SEQ］スイッチを
押すと、最初のステップから再開します。

スポットに戻る
テンキーでカメラ番号を、入力しCAM

（SET）キーを押すと、スポットに戻ります。
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Chapter 7

アラーム入力時の操作

システムには、センサーボード経由によるアラーム信号とカメラ側からのアラーム信
号（同軸多重）を入力ができます。システムの設定（アラームモード）によって、モ
ニター1～4にアラーム信号に対応した映像を表示できます。また、アラームタイトル
を表示したり、アラーム信号の（アラーム映像）入力先を変更できます。アラームに
関する設定のしかたについては「第2編　4.アラーム入力時の動作設定」をお読みくだ
さい。
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アラーム入力先の変更

Alarm in
 Site  Board

A5

F1 F2

メモ
• オプションのセンサーボード（WV-PB7700）のセンサーシステム経由でシステムにアラームを入

力すると、モニターにアラームタイトルを表示できます。

• アラームタイトルは、あらかじめセットアップメニューで設定しておく必要があります。詳しく

は「第2編　4. アラーム入力時の動作の設定」をお読みください。

セットアップメニューで設定したアラーム信号入力先をシステムコントローラ－の操
作メニューで変更できます。変更した内容は、自動的にセットアップメニューに反映
され、電源スイッチを切っても、そのまま保存されます。

qカーソルキーを操作してA5メニュ－を
液晶ディスプレイに呼び出します。

wカメラサイトからのアラーム信号の入
力を変更するときは［F1］キーを押し
ます。センサーシステムからのアラー
ム信号の入力を変更するときは［F2］
キーを押します。
キーを押すたびにON、OFFが切り換わ
ります。
□：ON

■：OFF
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アラーム入力時のモニターの映像

アラーム1 
映像 

モニター1

アラーム2 
映像 

モニター1

アラーム3 
映像 

モニター1

本機 

アラーム1 
発生 

アラーム2 
発生 

アラーム3 
発生 

System Controller WV-CU 777

OPERATE

メモ
• モニター2～4は、ツアーシーケンスまたはスポットによる映像監視用に使用できます。

• アラームが発生する度に、前のアラームは自動的にリセットされます。

アラーム入力時のモニターの映像は、設定されているアラームモードによって異なり
ます。

アラームモードAで運用しているとき
アラームモードAで運用しているときにアラーム信号がシステムに入力されると、モ
ニター1にアラーム映像が表示されます。複数のアラーム信号がシステムに入力され
た場合、システムに入力された順番にモニター1に表示されます。手動でアラーム入
力を中断することができます。
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アラームモードBで運用しているとき

 アラーム1 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

 アラーム2 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

アラーム2 
映像 

アラーム3 
映像 

アラーム3 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

本機 

アラーム1 
映像 

アラーム1 
発生 

アラーム2 
発生 

アラーム3 
発生 

System Controller WV-CU 777

OPERATE

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

アラーム1 
映像 

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

アラーム2 
映像 

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

一つ前のアラーム映像をモニター3 
または4で確認できます。 

メモ
モニター2は、スポットまたはツアーシーケンスによる映像監視用に使用できます。

アラームモードBで運用しているときにアラーム信号がシステムに入力されると、モ
ニター1と3またはモニター1と4にアラーム映像が交互に表示されます。
モニター1に表示されるアラーム入力を手動で中断することができます。
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アラームモードCで運用しているとき

アラーム1 
映像 

アラーム1 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

アラーム1 
映像 

アラーム2 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

アラーム3 
映像 

アラーム2 
映像 

アラーム1 
映像 

アラーム3 
映像 

モニター1 モニター2 モニター3 モニター4

本機 

アラーム2 
映像 

アラーム1 
発生 

アラーム2 
発生 

アラーム3 
発生 

System Controller WV-CU 777

OPERATE

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

スポット 
または 
ツアーシー 
ケンス映像 

メモ
全モニターが、アラーム映像監視用に切り換わります。アラーム入力中にスポットまたはツアー

シーケンスによる映像監視に戻すには、アラーム信号を解除する必要があります。

アラームモードCで運用しているときにアラーム信号がシステムに入力されると、モ
ニター1と2またはモニター1と3、モニター1と4にアラーム映像が表示されます。
モニター1に表示される映像を手動で中断することができます。



62

ア
ラ
ー
ム
入
力
時
の

操
作

アラーム入力の中断

メモ
• モニター2から4（アラームモードBまたはC）に表示されているアラーム映像を中断することは

できません。

• アラームモードAで運用しているときに、アラーム信号入力を中断すると中断中に発生したア

ラームは無視され映像を確認することはできません。

• アラーム信号入力を中断してもアラーム履歴にアラーム発生情報は保存されます。

• マトリクススイッチャー付属のシール （［手動優先］または［MANUAL］） を下図の位置に貼

ってお使いください。

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

押す LED点灯 

MANUAL
シール 
(マトリクススイッチャー付属)

システムによっては、アラーム信号が同時に多数発生し、アラーム映像を十分に確認
する前に次のアラーム映像に切り変わってしまうことがあります。このような場合、
アラーム信号入力を一時的に中断し、目的の映像をモニター1に表示しておくことが
できます。

qアラーム映像表示中に［ACK RESET］
スイッチを押します。（LED点灯）。モ
ニター1には、再度［ACK RESET］ス
イッチを押すまで、スイッチを押した
時点のアラーム映像を表示し続けます。

wアラーム信号入力を再開するときは、
再度［ACK RESET］スイッチを押しま
す（LED消灯）。
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ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

点灯 

LED点灯 

①［ALT］スイッチ 
　押す 

②［ACK RESET］ 
　スイッチ押す 

MANUAL
または 

重要
アラーム信号が入力されたあと、アラーム入力の中断によって［ACK RESET］（シールはり付け時

は［手動優先］または［MANUAL］）が点灯している状態から、再度［ACK RESET］スイッチを押

してアラーム信号入力を再開した場合にも、以前のアラームは解除されます。

アラーム信号が入力された後、あらかじめ設定されている時間が経過すると自動的に
解除（Auto Reset）されます。しかし、アラームが多数発生するといつまでもアラー
ムが解除されない状態が続くことがあります。このような場合、次の手順でアラーム
を手動で解除できます。
q［ALT］スイッチを押します（LED点
灯）。

w［ACK RESET］スイッチ（シールはり
付け時は［MANUAL］）を押します。ア
ラームが解除され、アラーム信号入力
前の動作に戻ります。

アラームの解除
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Chapter 8

外部機器の操作

システムコントローラーで、照明の入り／切りやブザーなどの外部機器を操作できま
す。操作する外部機器はレシーバ（WV-RC100またはWV-RC150）を経由して接続さ
れている必要があります。
システムの構成を確認してから操作してください。外部機器の操作はシステムコント
ローラーの［AUX1］または［AUX2］スイッチで行います。
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外
部
機
器
の
操
作

外部機器の操作
操作する外部機器は、レシーバー（WV-RC100またはWV-RC150）またはAUX機能を
持ったプリセット式コンビネーションカメラを経由して接続されている必要がありま
す。システムの構成を確認してから操作してください。
外部機器の操作は、システムコントローラーの［AUX1］または［AUX2］スイッチで
行います。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

550

F2F1

SLOW

AUX1 AUX2

qカメラとモニターの選択

希望するカメラとモニター番号を選択
します。

w外部機器の操作

システムコントローラーの［AUX1］ま
たは［AUX2］スイッチを押して外部機
器を操作します。スイッチを押す度に
動作ONまたはOFFに切り換わります。
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Chapter 9

液晶ディスプレイの調節

システムコントローラーの液晶ディスプレイはコントラストやバックライトを調節
できます。ここではその調節のしかたについて説明しています。
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液
晶
デ
ィ
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液晶ディスプレイの調節
システムコントローラーの液晶ディスプレイのコントラストやバックライトを調節
します。

 Contrast  BackLight
(Zoom) 90 (Focus) 99

 Contrast  BackLight
(Zoom) 90 (Focus) 99

ズームスイッチを操作すると値が変化する

 Contrast  BackLight
(Zoom) 90 (Focus) 99

フォーカススイッチを操作すると
値が変化する

●コントラスト、バックライト調節用メニューの表示
［▲］キーを押しながら［t］と［s］キ
ー３つを押すと、液晶ディスプレイに表
示状態を調節するための操作メニューが
表示されます。

●コントラストの調節
•［▲］、［t］、［s］キー3つを押しなが
ら、［ZOOM］スイッチをTELEまたは
WIDEにします。

• コントラストが変化します。見やすい
位置に設定してください。

TELE：押し続けると、00から99方向に
コントラストを増やします。

WIDE：押し続けると、99から00方向に
コントラストを減らします。

●バックライトの調節
•［▲］、［t］、［s］キー3つを押しなが
ら、［FOCUS］スイッチをNEARまたは
FARにします。

• バックライトの明るさが変化します。
見やすい位置に設定してください。

NEAR：押し続けると、00から99方向
にバックライトを明るくしま
す。

FAR ：押し続けると、99から00方向
にバックライトを暗くします。
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Chapter 10

カメラの状態表示

カメラの状態をモニターに表示して確認できます。
ここでは、カメラの動作状態の確認方法について説明しています。
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カ
メ
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の
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表
示

カメラの状態表示

Camera  01         
Monitor 04   SLW  FST

F1 F2 F3 F4

Pan Action
 Auto Random  Status

Site Status
Ele Zoom:Uncontrol
Shutter :Off
Sens Up :Off
Random  :Off
Auto Pan:Off
Camera  :On
Wiper   :---
Def     :---
AUX1    :---
AUX2    :---
C01  M04

B1

A1q状態を確認したいカメラと状態を表示
するモニターの番号を選択します。

wカーソルキーを操作して、B1メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。

e［F4］キーを押すと、モニターにカメ
ラの状態が表示されます。
再度押すと、元に戻ります。
画面に表示される記号の意味は次のと
おりです。
On ：使用中
Off ：停止中
Uncontrol：機能なし
--- ：使用不可
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Chapter 11

システム終了
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システムの終了
電源の切りかた

qシステムコントローラーの電源を切る

システムコントローラー後面のコントローラー電源スイッチをOFFにします。
長時間使用しないときは、電源コードをコンセントから抜いてください。

wマトリクススイッチャーの電源を切る

マトリクススイッチャー後面の電源スイッチをOFFにします。
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第2編　設　　定
各種機能を利用するためには、運用を開始する前に次に示す内容をシステムに登録（セットアップ）
する必要があります。ここでは、各内容の設定方法を説明します。

1 セットアップを始める前に
セットアップメニューの構成や設定操作の流れなどを説明しています。

2 ツアーシーケンスの設定
ツアーシーケンスの動作をプログラムし、登録します。

3 スケジュールの設定
1日の監視スケジュールを事前に登録することによって、オペレーターの操作を容易にすることができ
ます。

4 アラーム入力時の動作の設定
5 カメラタイトルの設定
各カメラごとにカメラタイトルを設定します。

6 システムの基本設定
システムが動作するために必要な基本的な事項を設定します。

7 カメラ機能の設定
カメラ側のセットアップメニューをシステムコントローラーで操作、設定します。

8 アラーム入力履歴の表示・印刷
アラームの入力履歴をモニターに表示し、確認できます。また、モニターに表示した内容をプリンター
に印刷したり、消去したりできます。

9 プリセットデータの退避・回復
カメラ側に設定されているデータをシステムに退避したり、回復したりできます。これはデータ退避機
能付きカメラだけ対象となります。

10 コンビネーションカメラのクリーニング
コンビネーションカメラを長時間使用しているとモニターにノイズが入る場合があります。このような
場合はコンビネーションカメラをクリーニングする必要があります。クリーニングは設定した曜日・時
間に自動で行うことができます。また必要に応じて手動で行うこともできます。

第2編　設　　定
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Chapter 1

セットアップを始める前に

セットアップメニューを使って各種設定を行うことで、運用方法にあったシステムに
することができます。
• ツアーシーケンス、タイマー、アラーム、カメラタイトル、システムの各項目の設
定を行います。設定した内容はマトリクススイッチャーに記憶され、変更しない限
り変わりません。

• 設定操作はセットアップ画面が表示されるモニターを見ながら、システムコントロ
ーラーで行います。

• カメラ側のセットアップメニューをシステムコントローラーで操作、設定すること
もできます。
ここではセットアップメニューの構成や操作の流れなどセットアップの概要について
説明しています。
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セットアップメニューの構成

セットアップメニュー  [Set Up]

プログラムメニュー [Program]

ツアーシーケンス [Tour Sequence]

タイマー設定メニュー  [Timer]

タイマーイベントメニュー  [Event]

…
 

…
 

…
 

…
 

日曜日 [Sunday] 
 
土曜日 [Saturday] 
特定日 1 [Special Day 1] 
 
特定日 5 [Special Day 5]

特定日(年月日)設定  [Special Day Schedule]

アラーム設定メニュー  [Alarm]

アラームモード選択  [Alarm Mode Select]

アラーム運用スケジュール  [Timer Alarm Schedule]

アラームタイトル [Alarm Title]

アラームタイトル表示位置  [Alarm Title Position]

カメラタイトル [Camera Title]

アラーム履歴表示 [Alarm Recall]

システム環境[System]

外部同期選択 [EXT Timing Select]

ケーブル補償 /VD2 [Compensation / VD2]

時刻設定 [Clock]

プリセットカメラ設定 [Preset Cam Set] タイトルアップロード [Title Up Load]

ポジション設定 [Position Set]

プリセットデータ読み込み / 書き出し [Preset Data Load]

カメラポジション番号 [CAM-POSI Map]

日曜日 [Sunday] 
 
土曜日 [Saturday] 
特定日 1 [Special Day 1] 
 
特定日 5 [Special Day 5]

オートクリーニング [Auto Cleaning]

セットアップ
メニュー体系

セットアップメニューは図のように5つの大項目と、その下位の7つの中項目、更に
下位の小項目から構成されています。
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画面の構成

S e t U p

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : D E L F 4 : P o p

P R O G . T - S E Q

T o u r S e q u e n c e 0 1

S t e p 0 1

1 0C A M 1 5 0 9 0 0

0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

U p

2 0 6 4P R E

. . O n . . O f f
P a g e P a g e

A u t o O n

A U X 2

P a g e 1 o f 2

S k i p

D W E L L
A U X 1

0 3 0 0
1 1 0 9

0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 2 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S t e p 1 7

0 0C A M 0 0 0 0 0 0

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2

P R E
D W E L L
A U X 1

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

A U X 2

y y : m m : d d h h : m m : s s

インデックス
現在いる階層を示す。

設定領域
動作を設定する。

システムコントローラーのファンクションキ
ーとの対応を表示

ガイダンス
設定領域に表示される記号の概要
を表示している。

現在の日付（年－月－日）を表示

現在の時刻（時：分：秒）を表示

ツアーシーケンス設定画面を例に画面の構成を説明します。

表示されているメニューや設定画面を操作する場合、主に次に示すキーを使用します。

カーソルキー ：液晶ディスプレイ上のメニューを操作します。
［F1］キー ：次ページを選択します。

液晶ディスプレイ上の［：Next］に対応しています。
［F2］キー ：前ページを選択します。

液晶ディスプレイ上の［：Pre］に対応しています。
［F3］キー ：モニター上でカーソルがある位置の項目を消去または

初期化します。
液晶ディスプレイ上の［：Del］に対応しています。

［F4］キー ：ポップアップウィンドウをモニターに呼び出します。
液晶ディスプレイ上の［：Pop  Up］に対応しています。

テンキー ：数値を設定するときに使用します。
［INC+1CAM］スイッチ ：ポップアップウインドウを呼び出さずに選択するとき
［DEC-1CAM］スイッチ に使用します。
ジョイスティックつまみ ：セットアップメニューや設定画面上の項目にカーソル

を移動するとき使用します。インデックスにカーソル
を移動し、CAM（SET）キーを押すと、そのメニュー
画面に切り換わります。

CAM（SET）キー ：選択項目を決定するときに使用します。
MON（ESC）キー ：前の画面や項目に戻るときに使用します。

設定操作に使用する主なキー
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設定操作の流れ
設定用画面の呼び出し 

設定する位置にカーソ 
ルを移動 

ポップアップウイ 
ンドウで入力可 

 

 

Yes

 
  
 

MON(ESC)キーを押す 

[F4]キーを押し、 
ポップアップウインド 
ウを開く 

No

設定終了 

Yes

No

[INC+1CAM]／ 
[DEC-1CAM]スイッチを 
押し、値を選択 

CAM(SET)キーを押す 

ジョイスティックつまみ 
で値を選択する。 

次の操作へ 

テンキーで入力、または 
[INC+1CAM]／[DEC-1CAM]スイ
ッチを押して値を選択 
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設定例

ポップアップウインドウについて
ポップアップウインドウには、そのセットアップ画面上で設定できる値が表示されます。セットア

ップ中に設定方法が分からないときに使用すると便利です。

S e t U p

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : D E L F 4 : P o p

P R O G . T - S E Q

T o u r S e q u e n c e 0 1

S t e p 0 1

1 0C A M 1 5 0 9 0 0

0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

U p

2 0 6 4P R E

. . O n . . O f f
P a g e P a g e

A u t o O n

A U X 2

P a g e 1 o f 2

S k i p

D W E L L
A U X 1

0 3 0 0
1 1 0 9

0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 2 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S t e p 1 7

0 0C A M 0 0 0 0 0 0

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2

P R E
D W E L L
A U X 1

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

A U X 2

●設定画面の上にある項目で数値を入
力する必要がある場合、テンキーで
入力します。入力後CAM（SET）キ
ーを押すと確定されます。数値入力
が不要なものは、CAM（SET）キー
だけ押してください。カーソルが次
の設定項目に移動します。

●テンキーで入力します。CAM（SET）
キーを押す必要はありません。
ジョイスティックつまみを操作して次
の欄に移動します。

O n

O f f

A U X

●入力内容がシステムで決められているものは、
［INC+1CAM］［DEC-1CAM］スイッチまたはポップ
アップウインドウを呼び出して設定します。

• ポップアップウィンドウの操作
q［F4］キーを押すとポップアップウインドウ（右図）
が画面の上に表示されます。

wジョイスティックつまみで、項目を選択します。
eCAM（SET）キーを押すとポップアップウインドウ
が消えて、画面上に設定されます。
［INC+1CAM］［DEC-1CAM］スイッチを押すとポ
ップアップウインドウに表示される内容が、画面上
で順に切り換わります。

ポップアップウィンドウ例

設定のしかたを例を用いて説明します。
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設定作業の流れ

メモ
• 電源を入れる前にシステムコントローラー後面のモードスイッチ（1＝ON,2～4＝OFF）と、コン

トローラーユニット番号（0）を確認してください。

• 本機とシステムコントローラーの電源スイッチがONになっていることを確認してください。

マトリクススイッチャーの時計の設定 
→時刻設定画面(CLock)　117ページ 
 

ケーブル補正、VD2、状態信号重畳の有無の設定 
→距離補正、VD2設定画面 
　(Compensation /  VD2)　116ページ 
 

カメラのプリセット位置の設定 
→カメラの取扱説明書をお読みください。 
 
 

カメラタイトルの設定 
→カメラタイトル設定画面(Camera Title)　110ページ 
 
 

ツアーシーケンスの設定 
→ツアーシーケンス設定画面(Tour Sequence)　87ページ 
 

カメラポジション番号の設定 
→カメラポジション設定画面 
　(CAM-POSI Map)　118ページ 
 

設定するカメラは 
WV-CS500,  

WV-CS600以外? 
 

VD2や状態信号を持たないカメラ(他社カメラなど) 
を接続するとき「VD2」及び「DATA」を「Off」 
にします。 
 
 

¡プリセット位置1には全景が映るように設定する 
　ことをお奨めします。 
¡プリセット位置ごとにタイトルを設定できるカメ 
　ラを使用している場合、タイトルを設定します。 
¡設定時に、付録のカメラポジション番号登録表に 
　記入しておくと、カメラポジション番号を設定す 
　るときに便利です。 
 
 カメラ側でタイトルを設定できないカメラのみマト 
リクススイッチャー側でタイトルを設定します。 
 
 ¡アラームモードを「Off」にしてから設定してくだ 
　さい。 
¡プリセット式カメラの場合、各カメラのホームポ 
　ジションを5秒間隔でシーケンスするように設定 
　することをお奨めします。 
 

¡頻繁に監視するポジションを設定しておきます。 
¡設定するときに、付録のカメラポジション番号登 
　録表を参照しながら設定してください。　　　 

YES

NO

 

システムの接続後、マトリクススイッチャー内の機能の設定（セットアップ）を行い
ます。セットアップ手順の例を以下に示します。

次ページへ
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アラームモード、アラームタイトル、アラーム 
タイトル表示位置の設定 
→アラームメニュー(Alarm)　100ページ 
 
 

タイマースケジュールの設定 
→タイマーメニュー(Timer)　92ページ 
外部タイミングの設定 
→外部タイミング設定画面(EXT Timing Select)　115ページ 
 
 

カメラ側のプリセットデータの退避 
→プリセットデータ退避・回復画面 
　(Preset  Data Load)　140ページ 
 
 

設定するカメラは 
WV-CS500,  

WV-CS600以外? 
 

アラームタイトルは、オプションのセンサーボード 
(WV-PB7700)を経由して入力されたアラームにだ 
け表示されます。 
 

必要に応じて、設定してください。 
 

データの退避・回復機能があるカメラを使用してい 
る場合、マトリクススイッチャーにデータのバック 
アップを取得しておくことをお奨めします。 
 
 

¡カメラタイトルや、カメラポジションごとにプリ 
　セットポジションを設定します。 
¡アラームモードを「Off」にしてから設定してくだ 
　さい。 

プリセットカメラの設定 
→プリセットカメラ設定用画面 
    (Preset Cam Set)

¡設定終了後、自動的にシステムが再起動されます。 

YES

NO
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セットアップの開始

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
 On

A6

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
Next  Pre  Del PopUp

［F1］キーd

Camera  
Monitor 01   SLW  FST

Camera             2
Monitor 01   SLW  FST

CAM

ESC SET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON 0

Camera  
Monitor 02   SLW  FST

A1

セットアップメニューを表示するモニターの選択
qカーソルキーを操作してA1メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。

wテンキーでモニター番号を入力します。
数字が液晶ディスプレイの上段右端に
表示されます。

eMON（ESC）キーまたは［F1］キーを
押します。数字が下段に移動して
［Monitor 02］と表示され、モニターが
選択されます。

セットアップメニューの表示
qカーソルキーを操作してA6メニューを
液晶ディスプレイに呼び出します。

w［F1］キーを押します。モニターにセ
ットアップメニュー（次ページ）が表
示されます。
液晶ディスプレイの表示も右図のよう
に変わります。
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セットアップを行うとき、最初に表示される画面です。5項目の中から設定したい項
目を選択すると、各項目に対する詳細を設定する画面に切り換わります。

S te U p

P r o g r a m

C a m e r a

A l a r m

T i t l e

R e c a l l

P r e s e t

S y s t e m

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

D a t a L o a d S e l e c t " O F F " A l a r m M o d e .f o r
 

A u t o  C l e a n i n g

セットアップ
メニュー

セットアップメニュー

●操作方法

qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。
Program→ ツアーシーケンス、タイマーによるスケジュール、アラ

ーム入力時の動作に関する設定
Camera Title→ カメラタイトルの設定
Alarm Recall→ アラーム履歴の表示
System→ システム環境
Preset Data Load→ プリセットデータ読み込み／書き出し
Auto Cleaning→ コンビネーションカメラのクリーニング

wCAM（SET）キーを押します。選択した項目の画面が表示されます。

●セットアップを終了するには
セットアップを中止または終了するときは、MON（ESC）キーを押します。カメラ
映像の画面に戻ります。
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Chapter 2

ツアーシーケンスの設定
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プログラムメニュー
ツアーシーケンス、タイマーによるスケジュール、アラーム入力時の動作を設定する
ときに表示します。

重要
ツアーシーケンスを設定する場合、初めに「Alarm」を選択し、アラームモードを「Off」にしてく

ださい。「４．アラーム入力時の動作の設定」をお読みください。

プログラム
メニュー U p

T o u r

T i m e r

A l a r m

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

S e t P R O G .

S e q u e n c e S e l e c t f o r" O F F " A l a r m M o d e .

メニュー画面の表示方法
qセットアップメニューから「Program」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにプログラムメニューが表示されます（上図）。

操作のしかた
このメニュー画面で、設定項目を選択します。

qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。
Tour Sequence→ツアーシーケンスに関する設定。

アラームモードを「Off」にしてから設定してください。
Timer→ 内蔵タイマーを利用したイベント（運用スケジュール）の設定。
Alarm→ アラーム入力時の動作や、アラーム運用スケジュールなどを設定。

wCAM（SET）キーを押すと、選択した項目の画面が表示されます。
e設定を中止または終了するときは、MON（ESC）キーを押します。セットアップ
メニューに戻ります。
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ツアーシーケンスの設定

重要
• ツアーシーケンスの設定や変更を行う場合は、あらかじめアラームモードを「Off」にしてくだ

さい。「4. アラーム入力時の動作の設定」をお読みください。

• 1シーケンスは64ステップありますが、一画面には32ステップが表示されます。33ステップ以

降を設定するときはカーソルをw～uのいずれかに移してから［F1］キーを押してください。

ツアー
シーケンス
設定画面 S e t U p

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : D E L F 4 : P o p

P R O G . T - S E Q

T o u r S e q u e n c e 0 1

S t e p 0 1

1 0C A M 1 5 0 9 0 0

0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

U p

2 0 6 4P R E

. . O n . . O f f
P a g e P a g e

A u t o O n

A U X 2

P a g e 1 o f 2

S k i p

D W E L L
A U X 1

0 3 0 0
1 1 0 9

0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 2 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

S t e p 1 7

0 0C A M 0 0 0 0 0 0

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2

P R E
D W E L L
A U X 1

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

A U X 2

w

q

u

r
t
y

e

設定画面の表示方法
qプログラムメニューで「Tour Sequence」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにツアーシーケンス設定画面が表示されます。
• この画面を使ってツアーシーケンスの新規設定や変更を行います。
• ツアーシーケンスは、1シーケンス64ステップで16シーケンスまで設定できます。
各ステップのなかではカメラ番号、プリセット番号、表示時間、外部機器制御スイ
ッチ1、外部機器制御スイッチ2を設定します。

操作方法
qツアーシーケンス番号の設定

カーソルをqに移動します。設定するシーケンス番号（1から16）をテンキーで入力し
ます。CAM（SET）キーを押して確定すると、画面にシーケンス番号が表示されます。

w自動スキップの設定（Auto Skip）

• カーソルをwに移動します。［F4］キーを押してポップアップウィンドウを呼び出
します。

• ポップアップウィンドウで「On」または「Off」のうち希望する位置へカーソルを
移動し、CAM（SET）キーを押します。ポップアップウィンドウが消え、画面に
「On」または「Off」が表示されます。
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eカメラ番号の設定（CAM）

カーソルを設定するステップのe「CAM」に移動します。テンキーで希望するカメラ
番号を入力します。

rプリセット番号の設定（PRE）

カーソルを設定するステップのr「PRE」に移動します。プリセット番号をテンキー
で入力します。プリセット式コンビネーションカメラだけ設定できます。

t表示時間の設定（DWELLl）

カーソルを設定するステップのt「DWELL」に移動します。テンキーで0秒から30秒
の表示時間を入力します。

重要
プリセット式コンビネーションカメラの場合、プリセット位置に移動するまでの時間を見込んで表

示時間を設定してください。

y外部機器制御1,2の設定（AUX1, 2）

• カーソルをyまたはuに移動します。［F4］キーを押してポップアップウィンドウ
を呼び出します。ポップアップウィンドウで、「On」または「Off」にカーソルを
移動します。CAM（SET）キーを押すと、ポップアップウィンドウが消え、□
（On）または ■（Off）マークが表示されます。
• 33ステップ以降を設定するときは、［F1］キーを押して次ページを呼び出します。
同様の操作で後半の設定を行います。［F2］キーを押すと前のページに戻ります。

u一つのシーケンスの設定終了

一つのシーケンスの設定が完了したら、MON（ESC）キーを押します。カーソルが
qに移動します。

i次のシーケンスの設定

qからuを繰り返して同様に設定します。

o設定を終了するときは

• 再度MON（ESC）キーを押します。プログラムメニューに戻ります。
• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すとそのメニュー画面
に切り換わります。
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重要
初期化を行うと、再度元の内容に戻すことはできません。よく確認してから操作してください。

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
Print Clear

設定データの初期化
ツアーシーケンスの設定を初期化（消去）することができます。

操作のしかた
qカーソルをqに移動して初期化するシ
ーケンス番号を入力します。CAM

（SET）キーを押して、ツアーシーケン
ス番号を確定します。

wカーソルキー［▲］または［▼］を押
して、右図のメニューを液晶ディスプ
レイに呼び出します。

e［F2］キーを押してポップアップウィ
ンドウを呼び出します。ジョイスティ
ックつまみでカーソルを「Yes」に移動
して、CAM（SET）キーを押します。
qで指定した設定済みデータが初期化
されます。
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Chapter 3

スケジュールの設定

内部タイマーを使用して自動的にシーケンスの起動／終了を設定できます。曜日ご
とに設定する方法と、特定の日を指定して設定する方法があります。この設定は、
タイマーメニューで行います。アラーム入力時のスケジュールを設定する方法につ
いては「4．アラーム入力時の動作の設定」をお読みください。
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タイマーメニュー

S e t U p

E v e n t

S p e c i a l

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

D a y S c h e d u l e

P R O G . T i m e r
タイマーメニュー

重要
内部タイマーによって起動したツアーシーケンスは、終了時刻経過後も他の操作を行わないかぎり

続行されます。

メニュー画面の表示
qプログラムメニューから「Timer」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにタイマーメニューが表示されます。

操作のしかた
このメニューで、設定項目を選択します。
qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。

Event→ •曜日ごとにタイマー動作スケジュールを設定。
• Special Day Scheduleで設定する特定日のタイマー動
作スケジュールを設定。

Special Day Schedule→ 特定日の年、月、日の設定。
wCAM（SET）キーを押すと、選択した項目の画面が表示されます。
e設定を中止するまたは終了するときは、MON（ESC）キーを押します。プログラ
ムメニューに戻ります。
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タイマーイベントメニュー

S u n d a y

U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

P R O G . T i m e r E v e n t

M o n d a y
T u e s d a y
W e d n e s d a y
T h u r s d a y
F r i d a y
S a t u r d a y

S p e c i a l D a y 1
S p e c i a l D a y 2
S p e c i a l D a y 3
S p e c i a l D a y 4
S p e c i a l D a y 5

S e t
タイマー

イベントメニュー

各曜日や特定日１～５の運用スケジュールを設定できます。

メニュー画面の表示方法
qタイマーメニューから「Event」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにタイマーイベントメニューが表示されす。

操作のしかた
このメニュー画面で設定項目の選択をします。
qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。

Sunday…Saturday→ 各曜日ごとにスケジュールを設定。
Special Day1…5→ 特定日1から5のスケジュールを設定。

wCAM（SET）キーを押すと、スケジュール設定画面（タイマーイベントスケジュー
ル）に切り換わります。

e設定を中止または終了するときは、MON（ESC）キーを押します。タイマーメニ
ューに戻ります。インデックス部にカーソルを移動しCAM（SET）キーを押すとそ
のメニュー画面に切り換わります。
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タイマーイベントスケジュール

S e t U p

T i m e r

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : D E L F 4 : P o p

E v e n t S c h e d u l e

P R O G . T i m e r E v e n t

S t a r t

0 0 : 0 0

U p

S U N .

0 1 : 0 0

S t o p M 1

T 0 4

M 2 M 3 M 4

T 0 1
0 0 : 3 0 0 9 : 0 0
1 0 : 0 0 1 0 : 1 0
1 0 : 1 0 1 0 : 5 0
1 1 : 0 0 1 1 : 3 0
1 1 : 0 0 1 1 : 4 0
1 1 : 3 0 1 1 : 5 0
1 1 : 5 0 1 2 : 0 0
1 2 : 0 0 1 2 : 3 0
1 2 : 3 0 1 3 : 3 1
1 3 : 3 0 1 4 : 3 0
1 5 : 0 0 1 6 : 0 0
1 6 : 0 0 1 7 : 0 0
1 7 : 0 0 1 7 : 3 0
1 7 : 3 0 1 9 : 0 0

T 1 6

T . . T o u r

T 1 1

w e r t y

q

タイマーイベント
スケジュール

設定画面

• この画面で、特定の時間になったとき、ツアーシーケンスを自動的に起動する設定
や、既に登録されている内容を変更したりできます。

• 一日で15のイベントが設定できます。
• 特定日1から5を設定する場合、特定日設定画面で、適用する日（特定日：年月日）
を設定してください。本章の「■特定日の設定」をお読みください。

設定用画面の表示方法
qタイマーイベントメニューから「Sunday」…「Saturday」または「Special Day 1」
…「Special Day 5」を選択し、CAM（SET）キーを押します。

wモニターにタイマーイベントスケジュール設定画面が表示されます。
上画面は、「Sunday」を選択した例です。
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操作のしかた

曜日をまたがって設定するには
曜日をまたがってタイマーイベントスケジュールを設定するには、2日に分けて設定する必要が

あります。

例えば、シーケンスを月曜日23：00～火曜日7：00まで動作させるには次のように分けて設定し

てください。

Monday …23：00～24：00

Tuesday…0：00～7：00

qタイマーイベントスケジュールの確定

ジョイスティックつまみでカーソルをq「Timer Event Schedule」に移動します。
CAM（SET）キーを押します。

w開始終了時刻の設定

カーソルをwからtの順に移動して、開始時刻（Start）、終了時刻（Stop）をテンキ
ーで入力します。時間は24時間制です。

eシーケンスの設定

カーソルをyの希望する位置に移動して［F4］キーを押しポップアップウィンドウ
を呼び出します。
次にツアーシーケンス番号をテンキーで入力し、CAM（SET）キーを押して確定しま
す。

r設定の終了

一日の設定が終了したら、MON（ESC）キーを押します。カーソルはqの位置に戻
ります。設定した内容が時間順に並び換えられます。

t他の曜日または特定日のスケジュール設定

• 他の曜日や特定日のスケジュールを設定する場合、再度MON（ESC）キーを押し
てタイマーイベントメニュー画面に戻りqからrの操作を繰り返します。

• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すとそのメニュー画面
に切り換わります。
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特定日の設定

メモ
暦は1995年から2093年まで設定できます。西暦の下2けたを入力してください。西暦2000年は00と

入力してください。

S e t U p

S p e c i a l

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : D E L F 4 : P o p

D a y S c h e d u l e

P R O G . T i m e r S P E .

S P E MY

S 1 1 0 59 9
S 5 1 1 99 9
S 2 1 2 1 09 9
S 3 1 0 10 0

U p

D S P E MY DS P E MY D

S 4 1 2 99 9
S 4 1 29 9
S 4 1 2 1 19 9
S 4 1 29 9

1 0

1 2
S 4 1 2 1 39 9
S 4 1 2 1 49 9
S 4 1 2 1 59 9
S 4 1 2 1 69 9
S 4 1 2 1 79 9

w e r t

q

特定日設定画面

この画面で、タイマーイベントスケジュールとアラーム運用スケジュール（「4．アラ
ーム入力時の動作の設定」を参照）で設定したSpecial Day１～５と、特定日（年、
月、日）との対応付けを行います。

メニュー画面の表示方法
qタイマーメニューから「Special Day Schedule」を選択し、CAM（SET）キーを押
します。

wモニターに特定日設定画面が表示されます。
この画面を使って「Special Day1」から「Special Day5」に設定したスケジュール
と特定日との関連付けを行います。
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操作のしかた

特定日 年 月 日 起動

S1 - 12 24 毎年12月24日

S2 00 - - 2000年の毎日

q特定日の設定

• 特定日を設定する前に、カーソルをq「Special Day Schedule」に移動して、
CAM（SET）キーを押します。

• 特定日は、合計48日まで設定できます。

w特定日1から5の選択

• タイマーイベントスケジュール設定画面で設定した特定日の運用スケジュールの番
号を選択します。

• カーソルをwに移動し、［F4］キーを押してポップアップウィンドウを呼び出しま
す。「S1」から「S5」の中から希望する番号を選択します。CAM（SET）キーを押
して確定します。なお、「S1」から「S5」は、タイマーイベントメニューとアラー
ム運用スケジュールの「Special Day1」から「Special Day5」に対応しています。

e年月日の設定

• eからtにカーソルを移動し、年、月、日、の順に特定日を設定します。「年」は、
西暦の下2けたで設定します。2000年は00と入力します。

• 月は、ポップアップウインドウまたはテンキーで設定できます。年と日は、テンキ
ーで入力してください。

• 年月日のいずれかを省略することによって、毎年または、毎月の同じ日に設定した
スケジュールで運用できます。下表を参照してください。

y設定を終了するときは

• MON（ESC）キーを押します。q「Special Day Schedule」に戻ります。再度
MON（ESC）キーを押すとタイマーメニューに戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動しCAM（SET）キーを押すとそのメニュー画面に
切り換わります。
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Chapter 4

アラーム入力時の動作設定

アラーム信号がシステムに入力されたときの動作を3つのモードの中から選択し、
設定します。モードの選択はアラームメニューで入れます。
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アラームメニュー

S e t U p

A l a r m

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

P R O G . A l a r m

M o d e S e l e c t

T i m e r S c h e d u l eA l a r m

A l a r m T i t l e

A l a r m P o s i t i o nT i t l e

S e l e c t f o r" O F F " A l a r m M o d e .

重要
アラーム運用スケジュールを変更する場合、アラームモード設定画面（次ページ）でアラームモー

ドを「Off」にしてください。変更後、再度アラームモード設定画面でアラームモードを設定して

ください。

アラームメニュー

メニュー画面の表示方法
qプログラムメニューから「Alarm」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにアラームメニューが表示されます。

操作のしかた
このメニューでアラーム入力時のシステムの動作を設定します。アラーム運用スケジ
ュールを変更するときは、アラームモード設定画面で、アラームモードを「Off」に
してから再度この画面で選択してください。
qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。

Alarm Mode Select →アラーム入力時の動作モード（アラームモード）を選択。
Timer Alarm Schedule →内臓タイマーを利用し、アラーム運用スケジュールを設定。
Alarm Title Position →「Alarm Mode Select」画面でアラームタイトル表示を

「On」にしたとき、アラームタイトル表示位置を設定。
wCAM（SET）キーを押すと、選択した項目の画面に切り換わります。
設定を中止または終了するときは、MON（ESC）キーを押します。プログラムメ
ニューに戻ります。
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アラームモードの設定

アラームモード
設定画面

A l a r m

U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : D E L F 4 : P o p

P R O G . A l a r m S E L .S e t

A l a r m

S e l e c t

M o d e  A

M o d e

A l a r m I n p u t

U p

M o d e

S i t e ( C a m e r a )
B o a r d

A l a r m D i s p l a y

A u t o R S T

O n
O f f

O n

1 2 0 s e c

q e r t

この画面で、アラーム入力時の動作モードの選択します。また、アラーム信号の入力
先、アラームタイトル表示On/Off、アラームを解除するまでの時間を設定します。

選択画面の表示方法
qアラームメニューで「Alarm Mode Select」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにアラームモード設定画面が表示されます。

操作のしかた
q「アラームモード」設定の開始

ジョイスティックつまみでカーソルをq「Alarm Mode Select」に移動し、CAM

（SET）キーを押します。

wアラームモードの選択（Alarm Mode）

カーソルをwに移動して、［F4］キーを押しボップアップウィンドウを呼び出しま
す。「Mode  A」～「Mode  C」、「Timer」または「Off」を選択し、CAM（SET）キ
ーを押します。
• 各モードの動作概要

Mode A

モニター1だけを使用し、アラーム監視を行うモードです。
アラーム発生時アラームに該当するカメラの映像をモニター1に表示します。
システムコントローラーで、アラーム信号の入力を一時的に中断し、目的の映
像をモニターに表示しておくこともできます。（「第1編　6. アラーム入力時の
操作」をお読みください。）
モニター2～4はスポットまたはツアーシーケンス監視用に使うことができます。
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Mode B

モニター1、3、4の3台を使用し、アラーム監視を行うモードです。モニター2はス
ポットまたはツアーシーケンス監視用に使うことができます。
モニター１に表示する映像
「Mode A」と同じです。「Mode A」と同様にアラーム信号の入力を一時的に中断
し、目的の映像をモニター1に表示しておくことができます。
モニター３、４に表示される映像
モニター1と同じ映像をモニター3、4交互に表示します。モニター3、4はアラーム
映像表示専用となるため、システムコントローラーで中断することはできません。

Mode C

モニター1～4の4台を使用し、アラーム監視を行うモードです。
モニター1に表示する映像
「Mode A」と同じです。「Mode A」と同様にアラーム信号の入力を一時的に中断
し、目的の映像をモニター1に表示しておくことができます。
モニター2、3、4に表示される映像
モニター1と同じ映像をモニター2、3、4交互に表示します。モニター2、3、4はア
ラーム映像表示専用となるため、システムコントローラーで中断することはできま
せん。

Timer

アラームメニューの「Timer Alarm Schedule」で設定したアラーム運用スケジュー
ルでアラーム監視を行うモードです。

Off

アラーム監視を行なわないときに選択します。「Off」の時にアラーム信号が入力さ
れるとアラーム履歴は保存されません。

eアラーム信号入力先の設定（Alarm Input）

カーソルをeまたはrに移動して［F4］キーを押しボップアップウィンドウを呼び出
します。アラームを入力する（On）または入力しない（Off）を選択し、CAM（SET）
キーを押します。各アラームモード共通です。
アラーム信号をカメラサイトから入力するときは、「Site（Camera）」を「On」にし
ます。また、センサーボードなどのセンサーシステムから入力する場合、「Board」を
「On」にします。この設定はシステムコントローラーの操作で変更することもできま
す。（58ページを参照）

rアラームマークの表示または非表示の設定（Alarm Display）

アラーム発生時、モニターに「AL」マークを表示するかどうか設定します。
カーソルをtに移動して、［F4］キーを押しボップアップウィンドウを呼び出します。
アラームタイトルを表示する（On）または表示しない（Off）を選択し、CAM（SET）
キーを押します。各アラームモード共通です。
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t自動リセット時間の設定（Auto RST）

アラーム信号入力時一定時間経過後自動的にリセットするかどうかを設定します。
カーソルをyに移動して［F4］キーを押しボップアップウィンドウを呼び出します。
自動リセットするまでの時間をポップアップウィンドウから選択し、CAM（SET）キ
ーを押し設定します。選択した時間がモニターに表示されます。
ポップアップウィンドウで設定できる時間（秒）：30、60、90、120、150、180、Off

［INC+1CAM］スイッチまたは［DEC-1CAM］スイッチを使うと、0から60秒の間で1

秒単位で設定できます。各アラームモード共通です。

y設定を終了するときは

MON（ESC）キーを押します。カーソルはq「Alarm Mode Select」に戻ります。再
度押すと、アラームメニューに戻ります。



104

ア
ラ
ー
ム
入
力
時
の

動
作
設
定

アラーム運用スケジュールの設定

アラーム運用
スケジュール
設定用画面

重要
Special Day1～5は、特定日設定画面（「3. スケジュールの設定」を参照）で設定した日に適用され

ます。

S e t U p

T i m e r

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : D E L F 4 : P o p

A l a r m S c h e d u l e

P R O G . A l a r m T i m e r

A l a r m

O f f

U p

S U N .

0 0 : 0 0

M o d e

M o d e  B 0 9 : 0 0
M o d e  C 1 7 : 0 0
M o d e  A 1 8 : 0 0
O f f 1 9 : 0 0

0 9 : 0 0
1 7 : 0 0
1 8 : 0 0
1 9 : 0 0
2 4 : 0 0

S t a r t S t o p

q

w e r t y

各曜日や特定日1～5のアラーム運用スケジュールを設定します。時間帯によってア
ラームモードを変更することができます。

選択画面の表示方法

eモニターにアラーム運用スケジュール設定画面が表示されます。

qアラームメニューで「Timer Alarm Schedule」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにタイマーイベントメニュー画面（94ページ）が表示されます。設定する曜
日または特定日（Special Day 1～5）にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押し
ます。
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メモ
曜日をまたがってアラーム運用スケジュールを設定するには、タイマーイベントスケジュールと同

様に、2日に分けて設定する必要があります。

曜　日 Alarm Mode Start Stop

Monday Off 23:00 24:00

Tuesday Off 00:00 07:00

例えば、アラームモードを月曜日23：00

～火曜日7：00までOffにするには、右表

のように分けて設定してください。

q「アラーム運用スケジュール設定」の開始

ジョイスティックつまみでカーソルをq「Timer Alarm Schedule」に移動し、CAM

（SET）キーを押します。

wアラームモードの選択（Alarm Mode）

カーソルをwのエリアに移動して、［F4］キーを押しボップアップウィンドウを呼び
出します。「Mode A」～「Mode C」または「Off」を選択し、CAM（SET）キーを押
します。

e開始、終了時刻の設定

カーソルをeからyの順に移動して、開始時刻（Start）、終了時刻（Stop）をテンキ
ーで入力します。時間は24時間制です。

r設定の終了

1日の設定が終了したら、MON（ESC）キーを押します。カーソルはq「Timer

Alarm Schedule」に戻り、設定内容が時間順に並べ換えられます。

t他の曜日または特定日のアラームスケジュール設定

他の曜日や特定日のアラームスケジュールを設定する場合、再度MON（ESC）キー
を押して、タイマーイベントメニュー画面に戻り、wからrの操作を繰り返します。



106

ア
ラ
ー
ム
入
力
時
の

動
作
設
定

アラームタイトルの設定

重要
• アラームタイトルは合計32個まで設定できます。1画面で8個まで設定できます。9個以降のアラ

ームタイトルを設定したい場合は、［F1］キーを押してください。［F2］キーを押すと、前の画

面に戻ります。

• 設定したアラームタイトルは、センサーボード（WV-PB7700オプション）などのセンサーシス

テム経由でマトリクススイッチャーシステムにアラーム信号が入力されたときに表示されます。

カメラサイトからアラーム信号が入力された場合、アラームタイトルは表示されません。

• アラームタイトルを変更すると、既にアラーム入力履歴に記録されているアラームタイトルも合

わせて変更されます。

アラームタイトル
設定画面

S e t U p

A l a r m

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : D E L F 4 : P o p

T i t l e

T i t l e
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0 8
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I N C . . P i c k U p
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アカサタナハマヤラワンガザダバパァ　ャ 
イキシチニヒミ　リ　　ギジヂビピィ 
ウクスツヌフムユル　　グズヅブプゥッュ 
エケセテネヘメ　レ　　ゲゼデベペェ 
オコソトノホモヨロヲ　ゴゾドボポォ　ョ 
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t u v w x y z

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ! ” # $ % & ’ ( )
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C A M A l a r m

q

w

この画面で、アラーム種別ごとにタイトルを設定します。アラームタイトルは、ポッ
プアップウィンドウに表示される文字を使って設定します。

選択画面の表示方法
qアラームメニューで「Alarm Title」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにアラーム運用スケジュール設定画面が表示されます。
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q「アラームタイトル設定」の開始

ジョイスティックつまみでカーソルをq「Alarm Title」に移動し、CAM（SET）キー
を押します。

wポップアップウィンドウを開く

アラームタイトルを設定したい位置（領域w）にカーソルを移動します。［F4］キー
を押してポップアップウインドウを呼び出します。ポップアップウィンドウに設定で
きる文字の一覧が表示されます。前頁の画面は、ポップアップウィンドウを呼び出し
た状態です。

e文字の選択

設定したい文字にカーソルを移動し、［INC+1CAM］スイッチを押すと、その文字が
wに表示されます。繰り返して、アラームタイトルを設定してください。
間違った文字を入力した場合
カーソルを消したい文字の右隣に移動して、［DEC-1CAM］スイッチを押します。そ
の文字が消えてカーソルが左へ一文字分移動します。不要な文字を消したあと、正し
い文字を入力します。
空白を入力したいとき
文字の無い所にカーソルを移動して、［INC+1CAM］スイッチを押してください。

rアラームタイトル文字列の確定

wとeを繰り返して、1個分のアラームタイトルを設定したら、CAM（SET）キーを
押します。設定した内容がシステムに登録されます。

t9個目以降のアラームタイトルの設定

•［F1］キーを押すと、ページが変わり、次のアラーム種別8個分を設定できます。
wからrを繰り返して設定します。

•［F2］キーを押すと前ページのアラームタイトルを設定できます。

y設定を終了するときは

• MON（ESC）キーを押します。カーソルがq「Alarm Title」に戻ります。再度
MON（ESC）キーを押すと、セットアップメニューに戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すと、その画面に切り
換わります。
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アラームタイトルポジションの設定

メモ
アラームタイトル設定画面でアラームタイトルを設定していない場合、アラームタイトル表示位置

を設定しても何も表示されません。

アラームタイトル
ポジション設定画面

P o s i t i o n

U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : P o p  U p

P R O G . A l a r m P o s iS e t

P o s i t i o n

T i t l eA l a r m

1

q w

選択画面の表示方法

この画面で、アラームタイトルをモニターに表示する位置を設定できます。

qアラームメニューで「Alarm Title Position」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにアラームタイトルポジション設定画面が表示されます。

操作のしかた
q「アラームタイトルポジション設定」の開始

ジョイスティックつまみでカーソルをq「Alarm Title Position」に移動し、CAM

（SET）キーを押します。

wタイトルの表示位置の選択（Position）

カーソルをwに移動して、アラームタイトルを表示したい位置（1から5）を選択
し、テンキーで入力します。

e設定を終了するときは

• MON（ESC）キーを押します。カーソルがq「Alarm Title Position」に戻ります。
再度MON（ESC）キーを押すと、セットアップメニューに戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すと、その画面に切り
換わります。
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Chapter 5

カメラタイトルの設定

各カメラごとにタイトルを設定し、モニターに表示できます。カメラタイトルにカメ
ラ設置場所を設定することによって、表示している映像がどこの場所かを把握するこ
とができます。
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カメラタイトルの設定
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カメラタイトル
設定用画面

重要
• カメラは合計32台まで接続できます。一画面で8台分までカメラタイトルを設定できます。9台

目以降のカメラタイトルを設定したい場合、［F1］キーを押してください。［F2］キーを押すと

戻ります。

• カメラによっては、カメラ側でプリセット位置ごとにタイトルを設定できるものがあります。カ

メラ側で設定したカメラタイトルをモニターに表示するときは、次のように設定することをおす

すめします。

①カメラタイトル設定画面で該当するカメラのカメラタイトルを全て空白にする。

②カメラ側でカメラタイトルを表示する位置を変更する。

• プリセットカメラ（WV-CS500, WV-CS600以外）を接続している場合「システムメニュー」の

「プリセットカメラ設定用画面」でカメラポジション番号をカメラタイトルとして登録できます。

詳しくは「第7章　カメラ機能の設定」をお読みください。

この画面でカメラタイトルを設定します。カメラタイトルは、ポップアップウインド
ウに表示される文字を使って設定します。

設定用画面の表示方法
qセットアップメニューから「Camera Title」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにカメラタイトル設定メニューが表示されます。

1画面で8台分のカメラタイトルを設定できます。
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qモードの確定

カーソルをq「Camera Title」に移動してCAM（SET）キーを押します。

wポップアップウインドウを開く

領域wで文字を設定または変更します。設定したい位置にカーソルを移動します。
［F4］キーを押してポップアップウインドウを開きます。ポップアップウインドウに
設定できる文字の一覧が表示されます。前ページの画面はポップアップウインドウを
開いた状態の図です。

e文字の選択

• 設定したい文字にカーソルを移動し［INC+1CAM］スイッチを押すと、その文字
がwに表示されます。繰り返してカメラタイトルを設定してください。

• 間違った文字を入力した場合、カーソルを消したい文字の右隣に移動して、［DEC-

1CAM］スイッチを押します。その文字が消えて、左へ一文字分移動します。不要
な文字を消したあと、正しい文字を入力します。

• 空白を入力したいときは、文字のない所にカーソルを移動し［INC＋1CAM］スイ
ッチを押してください。

rタイトル文字列の確定

• wとeを繰り返して、1台分のカメラタイトル設定したら、CAM（SET）キーを押
します。設定した内容がシステムに登録されます。

t9台目以降のカメラタイトルの設定

•［F1］キーを押すとページが変わり、次のカメラ8台分を設定できます。wからr

を繰り返して設定します。
• ［F2］キーを押すと前ページのカメラに対するカメラタイトルを設定できます。

y設定を終了するときは

• MON（ESC）キーを押します。q「Camera Title」に戻ります。再度MON（ESC）
キーを押すと、セットアップメニューに戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動しCAM（SET）キーを押すと、その画面に切り換
わります。
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Chapter 6

システムの基本設定

ここでは、システムの基本動作の設定方法について説明します。
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システムメニュー

U p

E X T

C o m p e n s a t i o n / V D 2

C A M - P O S I

C l o c k

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

S e t S y s t e m

T i m i n g S e l e c t

M a p S e l e c t f o r" O F F " A l a r m M o d e .

P r e s e t C a m S e t S e l e c t f o r" O F F " A l a r m M o d e .

システム
メニュー

画面

重要
「CAM-POSI Map」または「Preset Cam Set」を設定する場合、プログラムメニューの「Alarm」

を選択し、アラームモードを「Off」にしてください。

システムメニューの表示方法
qセットアップメニューで「System」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wシステムメニュー画面が表示されます。この画面で、システム動作の基本となる項
目を設定します。

操作方法
qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。

Ext Timing Select→ タイムラプスVTRとの外部タイミングを定義します。
Compensation/VD2→ ケーブル補正とVD2、データ入り切りを設定します。
Clock Set→ 日付と時刻を設定します。
CAM-POSI Map→ カメラのプリセット位置に対し、4けたの番号を定義し

ます。
Preset Cam Set→ プリセットカメラのプリセット情報を設定・登録します。

wCAM（SET）キーを押すと、選択した項目の画面が表示されます。
e設定を中止または終了するときは、MON（ESC）キーを押します。セットアップ
メニューに戻ります。



115

外部タイミングの設定

外部タイミング
設定画面

S e t U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : P o p

S y s t e m E X T .

E X T  T i m i n g  S e l e c t

M O N I E X T  T i m i n g

U p

0 1
0 2
0 3
0 4

O n
o f f
O n
O n

q

メモ
外部タイミング信号の間隔は、１秒以上になるように外部機器側で設定してください。これより

短い信号入力があっても動作しません。

シーケンスの切換タイミングをタイムラプスVTR（外部タイミング）に依存させるか
どうかを設定します。

設定用画面の表示方法
qシステムメニューで「EXT Timing Select」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターに外部タイミング設定画面が表示されます。

操作のしかた
qモードの確定

カーソルをq「EXT Timing Select」の位置に移動し、CAM（SET）キーを押します。

w外部タイミングOn/Offの設定

カーソルを希望するモニター番号に移動します。［F4］キーを押しポップアップウ
ィンドウを呼び出します。ポップアップウインドウから外部タイミング「On」ま
たは「Off」を選択し、CAM（SET）キーを押します。設定した内容がモニターに
表示されます。
上記の操作を繰り返して、各モニターごとに同期のOn/Offを設定します。

e設定を終了するときは

MON（ESC）キーを押します。カーソルはq「EXT Timing Select」に戻ります。
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qモードの確定
カーソルをq「Compensation/VD2」に移動して、CAM（SET）キーを押します。

wケーブル補正の設定
カーソルをwに移動します。［F4］キーを押して、ポップアップウインドウを呼び
出します。ポップアップウィンドウの「S」、「M」、「L」のいずれかにカーソルを移
動してCAM（SET）キーを押します。ケーブル長と「S」、「M」、「L」の関係は次の
ようになっています。ケーブルは5C-2Vを使用した場合です。
Ｓ：500m未満
Ｍ：500-900m

Ｌ：900-1200m

eVD2／データ（制御信号、状態信号）の設定
映像信号にVD2やデータを重量するかどうかを設定します。

• カーソルをeに移動します。
VD2を重量する場合、左側を□（On）にします。
データを重量する場合、右側を□（On）にします。
重量しないときは ■ （Off）にします。
他のカメラも同様の手順で繰り返し設定します。

r設定を終了するときは
• MON（ESC）キーを押します。カーソルはq「Compensation/VD2」に戻ります。
再度MON（ESC）キーを押すと、システムメニュー画面に戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すと、そのメニュー画
面に切り換わります。

ケーブル補正、VD2、データ設定

S e t U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : P o p

S y s t e m C O M / V D

C o m p e n s a t i o n / V D 2

C A M 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

U p

C O M P
V D 2

. . O n

. . O f f

L M S M S S S S S S S S S S S S

C A M 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2
C O M P
V D 2

S S S S S S S S S S S S S S S S

S . . S h o r t
M . . M i d d l e
L . . L o n g

V D 2  & D a t a V D 2 D a t a

距離補正、
VD2設定画面

e

w

q

VD2 データ 

01
L

01
L

この画面で、ケーブルによる伝送ロス補正の設定、VD2によるカメラ同期入り切り、
データ伝送の入り切りを設定します。

設定用画面の表示方法
qシステムメニューで「Compensation/VD2」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにケーブル補正、VD2設定画面が表示されます。

操作のしかた
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qモードの確定
カーソルをq「Clock Set」に移動して、CAM（SET）キーを押します。

w年の入力
カーソルをwに移動します。テンキーで年（西暦:4けた）を入力します。

e月の設定
カーソルをeに移動します。［F4］キーを押しポップアップウインドウを呼び出します。
ポップアップウィンドウから希望する月を選択し、CAM（SET）キーを押します。

r日の入力
カーソルをrに移動します。テンキーで日を入力します。1けたの場合、先に0を
押してください。

t時の入力
カーソルをtに移動します。テンキーで時を入力します。1けたの場合、先に0を
押してください。

y分の入力
カーソルをyに移動します。テンキーで分を入力します。1けたの場合、先に0を
押してください。

u設定を終了するときは
• MON（ESC）キーを押すと設定した時刻（00秒）でタイマー動作が再開されます。
カーソルはq「Clock Set」に戻ります。再度MON（ESC）キーを押すと、システ
ムメニューに戻ります。

• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すと、そのメニュー画
面に切り換わります。

時刻の設定

時刻設定画面 S e t U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : P o p

S y s t e m C l o c k

C l o c k  S e t

M o n t h

U p

1 1 22 0 0 0 1 2 1 6

D a yY e a r h o u r M i n u t e

重要
テンキー入力で、1時1分のような場合は、"01""01"と入力してください。

q

w e r t y

この画面で、日付と時刻を合わせます。時刻は24時間制です。

設定用画面の表示方法
qシステムメニューで「Clock Set」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターに時刻設定画面が表示されます。

操作のしかた
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カメラポジション番号の設定

S e t U p

C A M - P O S I C A M - P : 0 1 2 3  5 6 7 8 P a g e  0 1 / 4 2

F 1 : N e x t  P a g e F 2 : P r e  P a g e F 3 : D E L F 4 : P o p

M a p

S y s t e m

C A M

0 1

U p

C A M - P

0 1

P R E CAM-P

0 3 0 1
0 1 0 5
1 0 6 4

0 0 0 1
0 0 0 5
0 0 2 0
0 1 0 0

C A M P R E CAM-PC A M P R E CAM-P

カメラポジション
番号設定画面

q

w e r

重要
消去を行うと、再度消去前のデータに戻すことはできません。よく確認してから操作してください。

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
Print Clear

t

この画面で、4けたの番号とカメラのプリセット位置を対応付けし、番号でカメラを
プリセット位置に移動できるよう設定します。

選択画面の表示方法
qシステムメニューで「CAM-POSI Map」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにカメラポジション番号設定画面が表示されます。

設定データの消去
カメラポジション番号のデータを消去することができます。新規にデータを入力する
ときは、初めにデータを消去してください。

• 操作のしかた

qカーソルキーの［▲］または［▼］を
押して、右図のメニューを液晶ディス
プレイに呼び出します。

w［F2］キーを押してポップアップウィ
ンドウを呼び出します。ジョイスティ
ックつまみでカーソルを「Yes」に移動
して、CAM（SET）キーを押します。
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操作のしかた

入力モードについて
入力モードには次の2種類のモードがあり、ポップアップメニューで選択できます。

「0123 5678 」：便宜的に4と9を抜いて入力できます。このモードを選択すると、4と9

を含む番号を自動的に外して入力できます。

「0123456789」：連続した番号にしたいときに選択してください。全ての数字を使って入

力できます。

C A M

0 1 0 1

P R E CAM-P

0 1 0 2
0 1 0 3
0 1 0 4

0 0 0 1
0 0 0 2
0 0 0 3
0 0 0 5

例「01 2 3 4 5 6 7 8」モードの場合 

CAM(SET)押す。 
再度押す。 

…
 

4と9を外すモードの 
ため0005となる。 

C A M

3 0 6 3

P R E CAM-P

3 0 6 4
3 1 0 1

3 8 7

例「01 2 3 4 5 6 7 8」モードの場合 

この行でCAM(SET) 
キーを押す。 

この行が生成される。 
通常  389  番になるが 
4と9を外すモードの 
ため500番となる。 

3 8 8
5 0 0

q「カメラポジション番号設定」の開始

ジョイスティックつまみでカーソルをq「CAM-POSI Map」に移動し、CAM（SET）
キーを押します。

w入力モードの選択

ジョイスティックつまみでカーソルをr「CAM-P」列の設定したい位置に移動し
ます。新規に入力するときは1行目に、変更するときは変更を開始する行に移動し
てください。
［F4］キー（PopUp）を押しポップアップウィンドウを開きます。ポップアップ
ウィンドウから入力モードを選択し、CAM（SET）キーを押します。
入力モードはtに表示されます。

eカメラポジション番号の入力

CAM（SET）キーを押します。カメラ番号1～32、プリセット番号1～64、カメラポ
ジション番号0001～9999が自動的に入力されます。自動的に入力された内容は後で
変更できます。

●途中から入力する場合
カーソルのある次の行から次のよう
に入力できます。

●新規入力の場合
CAM（SET）キーを押す度に次の
ように自動的に入力できます。
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t設定を終了するときは

• MON（ESC）キーを押します。カーソルがq「CAM-POSI Map」に戻ります。設定
した内容がCAM-P番号の順に並び換えられます。

• 再度MON（ESC）キーを押すと、セットアップメニューに戻ります。
• インデックス部にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押すと、その画面に切り
換わります。

重要
設定できるCAM-P番号の数は、最大2016個までです。

重要
• 入力内容を修正するときは、修正したい位置にジョイスティックつまみでカーソルを移動し、

テンキーで修正したい番号を入力します。入力できる値は以下のとおりです。

カメラ番号（CAM） ：1～32

プリセット番号 ：1～64

カメラポジション番号 ：0～9999

• プリセット番号で制御できないカメラの場合、プリセット番号（PRE）を削除（空欄）するこ

とで使用できます。

• 空欄にしたい位置にカーソルを移動し、カーソルキーを操作してLCDに［DEL］を表示します。

その後に［F3］キーを押すと入力されている内容を削除できます。空欄にした後にCAM（SET）

キーを押すとプリセット番号の列を空白にしたまま入力できます。
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プリセット情報の設定・登録

S e t U p S y s t e m P r e  C a m

T i t l e

P o s i t i o n S e t

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

U p L o a d

プリセットカメラ
設定用画面

この画面でプリセットカメラのプリセット情報を登録します。または、プリセット情
報設定用画面を呼び出します。
この設定メニューはプリセットカメラ（WV-CS500, WV-CS600以外）をご使用の場合に
だけ使用できます。その他のカメラをご使用の場合、このメニューは使用できません。

設定画面の表示方法
qシステムメニューで「Preset Cam Set」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにプリセットカメラ設定用画面が表示されます。

操作のしかた
qジョイスティックつまみで選択する項目にカーソルを移動します。

Title Up Load→ カメラポジション番号をカメラタイトルとしてプリセットカメラ
に登録します。

Position Set→ カメラポジション番号ごとにパン/チルト、ズーム、フォーカス、
アイリスを設定します。

wCAM（SET）キーを押します。
「Title Up Load」を選択した場合、カメラポジション番号設定用画面で設定した
番号をカメラタイトルとしてプリセットカメラに登録します。Position Setを選択
した場合、プリセット位置設定用画面が表示されます。設定のしかたは、次ページ
と「7.カメラ機能の設定」をお読みください。

e設定を中止または終了するときはMON（ESC）キーを押します。システムメニュ
ーに戻ります。



122

シ
ス
テ
ム
の

基
本
設
定

プリセット位置の設定（WV-CS500, WV-CS600以外）

S e t U p

P o s i t i o n P a g e  0 1 / 4 2

F 1 : N e x t  P a g e F 2 : P r e  P a g e F 3 : - - F 4 : - -

S e t

S y s t e m P r e  C a m

C A M

0 1

P O S I

0 1

P R E CAM-P

0 3 0 1
0 1 0 5
1 0 6 4

0 0 0 1
0 0 0 5
0 0 2 0
0 1 0 0

C A M P R E CAM-PC A M P R E CAM-P

プリセット位置
設定用画面

q

この画面で、プリセットカメラ（WV-CS500, WV-CS600以外）のプリセット位置を設
定します。以下に示す情報をカメラポジション番号ごとにモニターで確認しながら設
定できます。プリセット位置を設定する前に「Title Up Load」を実行してください。

•パン/チルト
•ズーム調節
•フォーカス調節
•アイリス調節

設定画面の表示方法
qプリセットカメラ設定用画面で「Position Set」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにプリセット位置設定用画面が表示されます。

操作のしかた
qモードの確定
カーソルをq「Position Set」に移動して、CAM（SET）キーを押します。カーソ
ルが「CAM-P」列の1行目に移動します。

wジョイスティックつまみを操作してプリセット位置を設定したいカメラ番号を選択
し、CAM（SET）キーを押します。
選択したカメラ番号に対応する映像がモニターに表示されます。

eプリセット位置を調節します。詳しくは、「7．カメラ機能の設定」の「■プリセッ
ト位置の設定（WV-CS500, WV-CS600以外）」をお読みください。
パン/チルト　：ジョイスティックつまみを動かして希望する映像が表示されるよ

うにカメラを旋回します。
ズーム調節　　：［ZOOM］スイッチを操作して映像を拡大/縮小します。
フォーカス調節：［FORCUS］スイッチを操作してピントを調節します。

［PRESET/AF］スイッチを押すと自動的にピントを合わせること
ができます。

アイリス調節　：［IRIS］スイッチを操作して画面の明るさを調節します。
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Chapter 7

カメラ機能の設定

カメラ側のセットアップメニューをシステムコントローラーからモニターに呼び出
し、操作できます。
ここではカメラのセットアップメニューの表示方法とカメラの機能の設定方法につい
て説明します。
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重要
カメラセットアップメニューの形式は、カメラ

によって異なります。

重要
特定のカメラだけシステムコントローラーからカメラ側のセットアップメニューを操作できます。

カメラ側のセットアップメニューを操作できないカメラを選択した場合、この操作は無視されます。

各カメラの取扱説明書をあわせてお読みください。

** SET UP **
CAMERA ID     OFF
ALC/MANUAL    ALC
SHUTTER       OFF
AGC           ON
SENS UP       OFF
SYNC          INT
WHITE BAL     ATW
WIDE D-RANGE  OFF
MOTION DET    OFF
AF MODE       OFF
 RET    SPECIAL

CameraSetUp Menu 
 On             Exit

F1 F2 F3 F4

CameraSetUp Menu
      Res A.Res Exit

F1 F2 F3 F4

D4

カメラセットアップメニュー例

カメラ機能の設定

カメラセットアップメニューの表示
qセットアップするカメラとセットアッ
プメニューを表示するモニター番号を
選択します。

wカーソルキーを操作して、D4メニュー
を表示します。

eカメラ側のセットアップメニューを表
示する場合、［F1］キーを押します。

• 液晶ディスプレイの表示が右図のよう
になり、モニターにカメラから送られ
てくるセットアップメニューが表示さ
れます。

• 操作を中止または終了するときは、［F4］
キーを押してください。
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重要
カメラ側のセットアップメニューは、カメラ背面のスイッチを操作する方法と、システムコント

ローラーで操作する方法があります。これらを混在して操作しないでください。例えば、システ

ムコントローラーでカメラ側のセットアップメニューを呼び出した場合、セットアップ中にカメ

ラ背面のスイッチは操作しないでください。

重要
• すべての項目を工場出荷時の状態に戻したいときは、［F3］キーを押してください。

お願い：カメラによっては、この操作を行うと液晶ディスプレイの表示がD4メニューに戻り、

モニターに日付・時刻、監視モード、カメラタイトルが重なって表示されるものがあ

ります。この場合、［F4］キーを押して一度セットアップを終了してから、再度［F1］

キーを押してセットアップを行ってください。

• 選択した調節項目だけを工場出荷時の状態に戻したいときは、［F2］キーを押してください。

（カメラによっては、工場出荷時の状態に戻らない項目があります。）

• カメラセットアップ中にプリセット位置設定画面を表示しているときは、［ALT］スイッチを

押すと（LED点灯）、ジョイスティックつまみでなめらかに回転台を操作（パン、チルト）す

ることができます。他の画面で、項目の切り換えにジョイスティックつまみを使うときは、再

度［ALT］スイッチを押してLEDを消灯させてください。

• スペシャルメニューに入る場合は、カーソルを「END」または「SPECIAL」にあわせて［F2］

キー（Res）を押してください。（「END」「SPECIAL」の項目はカメラによって異なります。）

• セットアップを終了するときは、［F4］キーを押して終了してください。

カメラセットアップメニュー下の「END」にカーソルを移動し、CAM（SET）キーを押しても

無視されます。

操作のしかたや設定できる項目はカメラによって異なります。各カメラの取扱説明書
をあわせてお読みください。

q設定項目の選択

ジョイスティックつまみを上下に動かし、設定したい項目にカーソルを移動します。カ
メラ背面の上または下スイッチなどの代わりに使います。

w設定内容の変更

ジョイスティックつまみを左または右に動かすと、選択した項目の設定内容が切り換わ
ります。例えば「CAMERA ID」を選択し、ジョイスティックつまみを左または右に動か
すと「ON」または「OFF」と切り換わります。カメラ背面の左または右スイッチなどの
代わりに使います。
また、カメラ背面の中央スイッチ（設定スイッチ）の代わりにCAM（SET）キーを使います。

eセットアップの終了

設定作業を終了するときは、［F4］キーを押します。カメラ映像画面に切り換わります。
また、液晶ディスプレイの表示は、D4メニューに戻ります。
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重要
WV-CS850カメラにプリセット位置を登録する場合は、デジタルフリップ機能は使用しないでくだ

さい（OFFにしてください）。デジタルフリップ機能を使用している場合、WV-CS850カメラにプリ

セット位置は登録できません。

プリセット位置の設定（WV-CS500, WV-CS600以外）

S e t U p S y s t e m P r e  C a m

T i t l e

P o s i t i o n S e t

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : - - F 4 : - -

U p L o a d

この機能はWV-CS500, WV-CS600以外に使用できます。WV-CS500, WV-CS600以外
を接続している場合、以下の内容をセットアップメニューでプリセットカメラに登録
できます。登録作業を行う前にカメラポジション番号設定用画面でカメラ番号とプリ
セットポジション番号、カメラポジション番号を設定しておく必要があります。
• カメラタイトル（カメラポジション番号設定画面で設定した番号→P98）
• パン/チルト
• ズーム調節
• フォーカス調節
• アイリス調節

この設定メニューを使えば、従来一台ごとにカメラ側のセットアップメニューを呼び
出して設定していた内容を本機のセットアップ画面で容易に設定できます。ただし、
ホワイトバランスやAGCなど、より細かい設定を行うには、従来通りカメラ側のセ
ットアップメニューで設定する必要があります（P102）。
システムにWV-CS500, WV-CS600以外のプリセットカメラが接続されているシステ
ムのみ有効です。システムの構成を確認してから実行してください。

設定のしかた

1.プリセット位置設定用画面を表示する。
qセットアップメニューを表示します。
wアラームモードを「On」にしている場
合、アラームモード設定画面でアラー
ムモードを「Off」にします。

eシステムメニューで「Preset Cam Set」
を選択し、CAM（SET）キーを押します。
プリセットカメラの設定を行った後、再
起動する必要があります。設定作業はシ
ステム運用中をさけてください。プリセ
ットカメラのセットアップを実行すると
右のメッセージが表示されます。

r設定作業を行うときは、ジョイスティ
ックつまみで「Yes」を選択しCAM

（SET）キーを押してください。設定作
業を中止するときは「No」を選択し
CAM（SET）キーを押してください。

tモニターにプリセットカメラ設定用画
面が表示されます。
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2.カメラタイトルをプリセットカメラに登録する。

重要
プリセットカメラとの通信中にケーブル断線等の

トラブルが発生すると右のエラーメッセージが表

示されます。エラーメッセージを確認したら

MON（ESC）キーを押してください。システム

メニューに戻ります。

WV-CS600が混在しているシステムでこの機能を

実行すると右のエラーメッセージが表示されま

す。エラーメッセージを確認したらMON（ESC）

キーを押してください。システムメニューに戻り

ます。エラーとなったカメラの数だけMON

（ESC）キーを押す必要があります。

ERROR!
C 02 COM

エラーが発生した 
カメラ番号 

ERROR!
C 02 VER

重要
• 既にプリセットカメラに登録されているカメラタイトルは全て削除されます。

• カメラタイトルは一括して処理されます。このため、任意のカメラを選択してカメラタイトル

を登録・変更することはできません。任意のカメラのカメラタイトルを変更したいときは、カ

メラ側のセットアップメニューで変更してください。

メモ
登録作業中モニターに登録作業の進行状況が表示さ

れます（カメラ番号が表示されます）。

実行中にエラーが発生したときは、カメラと本機の

接続を確認してから再度実行しなおしてください。

英字やカナを使ってカメラタイトルを設定したいと

きは、カメラ側の設定メニューで設定してください。

C 01 Wait
Title Up Load

wカメラポジション番号をカメラタイトルとして登録するときは、「Yes」を選択し、
CAM（SET）キーを押します。
カメラポジション番号をカメラタイトルとして登録できます。登録作業が完了する
と、右に示すメッセージが表示されます。
「No」を選択すると、カメラタイトルの設定を中止できます。

eMON（ESC）キーを押してメッセージを解除します。
プリセットカメラ設定用画面に戻ります。

カメラポジション番号設定用画面で設定した番号をカメラタイトルとしてプリセット
カメラに一括して登録できます。
qプリセットカメラ設定用画面の「Title Up Load」にカーソルを移動し、CAM（SET）
キーを押します。
上書きをしてよいか確認のためのメッセージが表示されます。
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3.プリセット位置の設定

重要
設定できるカメラはWV-CS500, WV-CS600以外

のプリセットカメラだけです。それ以外のカメラ

を選択すると、右のようなメッセージが表示され

ます。メッセージが表示されたらMON（ESC）

キーを押して解除してください。その後、カメラ

ポジション番号を選択しなおしてください。

S e t U p

P o s i t i o n P a g e  0 1 / 4 2

F 1 : N e x t  P a g e F 2 : P r e  P a g e F 3 : - - F 4 : - -

S e t

S y s t e m P r e  C a m

C A M

0 1

P O S I

0 1

P R E CAM-P

0 3 0 1
0 1 0 5
1 0 6 4

0 0 0 1
0 0 0 5
0 0 2 0
0 1 0 0

C A M P R E CAM-PC A M P R E CAM-P

ERROR!
C 02

qプリセットカメラ設定用画面の
「Position Set」にカーソルを移動し、
CAM（SET）キーを押します。
カメラポジション設定用画面が表示さ
れます。

wカメラポジション設定用画面の
「Position Set」にカーソルを移動して、
CAM（SET）キーを押します。カーソル
が「CAM-P」列の1行目に移動します。

eジョイスティックつまみを操作してプリ
セット位置を設定したいカメラ番号を選
択し、CAM（SET）キーを押します。
選択したカメラ番号に対応する映像が
モニターに表示されます。このときタ
イトルアップロードで登録したタイト
ルが画面右下に表示されます。

rプリセット位置を調節します。
パン/チルト ：ジョイスティックつまみを動かして希望する映像が表示される

ようにカメラを旋回します。
ズーム調節 ：［ZOOM］スイッチを操作して映像を拡大/縮小します。
フォーカス調節 ：［FORCUS］スイッチを操作してピントを調節します。

［PRESET/AF］スイッチを押すと自動的にピントを合わせるこ
とができます。

アイリス調節 ：［IRIS］スイッチを操作して画面の明るさを調節します。

t調節が完了したらCAM（SET）キーを押します。
調節内容がカメラに登録されます。登録時、カメラがWV-CS600Aの場合は画面中
央に「トウロク」と一瞬表示されます。

カメラポジション番号ごとに以下に示す内容をモニターで確認しながら設定できます。
• パン/チルト
• ズーム調節
• フォーカス調節
• アイリス調節
ホワイトバランスやAGCなど、より細かい設定を行うには、従来通りカメラ側のセ
ットアップメニューで設定してください。
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4.設定を終了するときは

メモ
• 何度でもやり直すことができます。

•［INC+1CAM］スイッチで次のカメラ番号の映像を表示して調節できます。

•［DEC-1CAM］スイッチで一つ前のカメラ番号の映像を表示して調節できます。

• MON（ESC）キーを押してカメラポジション設定用画面に戻り、設定するカメラを選択するこ

ともできます。

重要
通常カメラタイトルは工場出荷時の設定により、

画面右下に表示されます。この位置はカメラセッ

トアップメニューを使って修正できます。表示位

置を右下に戻したいときは、再度カメラセットア

ップメニューで修正してください。

qカメラポジション設定用画面を表示しているときはMON（ESC）キーを押しプリ
セットカメラ設定用画面に戻ります。

wプリセットカメラ設定用画面でMON（ESC）キーを押します。
システムが再起動されます（ホットスタート）。
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プリセット位置の設定（WV-CS500専用）

F1 F2 F3 F4

PresetMenu:CS500
 On  Refresh

D3

プリセットプログラムメニュー

CAM    : CameraTitle

   *PRESET PROGRAM*

   1 SET UP PRESET

   2 SET HOME POSI

   3 PRESET TEST

PRESET DATA LOADING...

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550

F3 F4F2F1

AF

C

ジョイスティックつまみ

CAM（SET）キー

MON（ESC）キー

この機能は、WV-CS500だけで使用できます。システムの構成を確認してから操作し
てください。
プリセットに関する設定は、プリセットプログラムメニューで行います。このメニュ
ーで、カメラごとにプリセット位置、ホームポジションを設定したり、プリセット位
置における逆光補正（BLC）を設定できます。また、使用中の位置ずれをリフレッシ
ュ（初期化）することもできます。

プリセットメニューの表示

プリセット位置の登録

qモニターとカメラの選択

wプリセットメニューの表示

プリセットに関する情報を設定する場合、
［F1］キーを押し、モニターにプリセット
プログラムメニュー（*PRESET PROGAM*）
を呼び出します。
• プリセット位置などの情報を設定すると
きは「1」を選択します。

• ホームポジションを設定するときは、「2」
を選択します。

• プリセットに関する情報をテストすると
きは、「3」を選択します。

プリセットプログラムメニューの項目の選びかた
qジョイスティックつまみでカーソルを
希望する項目に移動します。

wCAM（SET）キーを押して項目を確定
します。MON（ESC）キーを押すと、
プリセットプログラムメニューが消え
ます。

プリセット位置を設定するカメラとプリセットプログラムメニューを表示するモニタ
ーの番号を指定します。操作方法は「第1編　5.映像の操作」をお読みください。

カーソルキーを操作して、D3メニュー
を液晶ディスプレイに呼び出します。
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プリセット情報の設定 プリセット番号一覧

Hは、その番号がホームポ
ジションに設定されてい
ることを示す

＃は、プリセットが設定されて
いることを示す

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550

AF

C

フォーカススイッチ

ズームスイッチ

CAM    : CameraTitle

POSITION NUMBER : 12

　　　PAN/TILT/ZOOM/FOCUS

     SET UP POSITION

CAM    : CameraTitle

  *PRESET NUMBER SET*

   1#    2#    3#    4#

   5#    6#    7#    8#

   9#   10#   11#   12#

  13#   14#   15#H  16#

  17    18    19    20#

  21    22    23    24

  25    26    27    28

  29    30    31    32

プリセット位置設定画面

qプリセット番号一覧画面の
呼び出し

wプリセット番号の選択

eカメラアングルの決定

• プリセットプログラムメニューで「1

SET UP PRESET」を選択し、図のプリ
セット番号一覧を呼び出します。

• 32番以後を設定するときは、カーソル
を32に合わせてジョイスティックつま
みを下に動かします。

• ジョイスティックつまみでカーソルを
希望する番号に移動し、CAM（SET）
キーを押します。

• プリセット位置設定画面に切り換わり
ます。

• ジョイスティックつまみを操作して、
カメラを旋回し、カメラアングルを決
定します。

• ズームスイッチをTELEまたはWIDEに、
フォーカススイッチをNEARまたはFAR

に動かして、希望する画像を決定しま
す。

• カメラアングルが決定したらCAM

（SET）キーを押します。逆光補正箇所
設定画面に切り換わります（次ページ
参照）。
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r逆光補正（BLC）箇所の設定

カーソル位置。
［INC+1CAM］キーを押すと
白くなる。

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOSE
IR

PRESET

FO
NE

ZOOM
TELE

FWIDE

550

AF

SLOW

INC + 1CAMスイッチ

DEC - 1CAMスイッチ

CAM（SET）キー

F1 F2 F3 F4

Preset/BLC Clear
 Pre BLC

プリセット情報の消去
qプリセット番号一覧画面を呼び出します。
w既に設定してあるプリセット番号のう
ち、消去したいものにカーソルを合わ
せCAM（SET）キーを押します。プリ
セット位置設定画面に切り換わります。

e［F1］キーを押すと該当プリセット番
号のプリセット情報が消去されます。
逆光補正個所の設定だけを消去したい
場合は、［F1］キーを押さずに、再度
CAM（SET）キーを押して逆光補正箇
所設定画面を呼び出してから［F2］キ
ーを押します。

• カメラアングルを決定したあとCAM

（SET）キーを押すと、モニターは逆光
補正箇所設定画面に切り換わります。

• ジョイスティックつまみを操作して、
画面上のハイライト（極端に明るい箇
所）部分にカーソルを移動します。

• カーソル位置を逆光補正する（マスク）
ときは［INC+1CAM］スイッチを押し
ます。逆光補正箇所は、白く表示されま
す。

• 逆光補正を解除するときは、［DEC -1

CAM］スイッチを押します。
• 逆光補正箇所を設定しないときは、再
度CAM（SET）キーを押してください。
プリセット番号一覧に戻ります。

t設定内容の確定
希望する位置の設定を終えたら、CAM

（SET）キーを押します。プリセット番号
一覧に戻ります。

yプリセットプログラムメニュー
に戻る
MON（ESC）キーを押すと、プリセット
プログラムメニューに戻ります。

重要
消去を行うと、再度消去前のデータに戻すこ

とはできません。よく確認してから操作して

ください。
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ホームポジションの設定
ホームポジション設定画面

CAM    : CameraTitle

    *HOME POSITION*

  1 HOME POSITION : 15

  2 AUTO HOME POSITION

                : 10MIN

複数あるプリセット位置の中から基準とな
る位置（ホームポジション）を設定します。

qホームポジション設定画面の
呼び出し
プリセットプログラムメニューで「2  SET

HOME POSITION」を選択し、ホームポジ
ション設定画面を呼び出します。

wホームポジションの設定
• 設定したプリセット番号からホームポ
ジションにするプリセット番号を1つ選
択します。

• カーソルを「1 HOME POSITION」に移
動します。

• テンキーでプリセット番号を入力します。

eオートホームポジションの設定
オートホームポジションを設定すると、
設定した時間が経過すると自動的にカメ
ラをホームポジションに戻すことができ
ます。
• カーソルを「2 AUTO HOME POSITION」
に移動します。

• 希望する時間を設定します。［INC +1

CAM］スイッチは押す度に時間が増え、
［DEC -1CAM］スイッチは減ります。
「OFF」から「30MIN」まで10分ごとに
増減します。

r設定内容の確定
希望する位置の設定を終えたら、CAM

（SET）キーを押します。プリセットプ
ログラムメニューに戻ります。
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設定した内容をテストする

プリセットテスト画面

F1 F2 F3 F4

PresetMenu:CS500
 On  Refresh

D3

［F2］キーを押すと初期化される

CAM    : CameraTitle

POSITION NUMBER : 12

         TEST

       ESC→STOP

設定したプリセット情報が正常に動作するかどうかテストします。

プリセット位置のリフレッシュ
装置が機械的位置の原点を再確認するこ
とで位置補正を行ないます。
D3メニューを呼び出し、［F2］キーを押
します。次の項目を登録内容に従って初
期化します。
• パン、チルト
• ズーム
• フォーカス

qプリセットテスト画面の呼び出し

プリセットプログラムメニューで「3

PRESET TEST」を選択し、プリセットテ
スト画面を呼び出します。

wテストを実行する

CAM（SET）キーを押しテストを実行しま
す。テストを行うと、登録された位置にカ
メラが旋回します。2秒ごとに、プリセッ
ト位置が切り換わり、10分後に停止しま
す。モニターで希望する位置にカメラが旋
回しているかどうか確認してください。

eテストの停止

テストを中止する場合、MON（ESC）キ
ーを押します。

rプリセットプログラムメニューに戻る

テストの停止後に再度MON（ESC）キー
を押すと、プリセットプログラムメニュ
ー画面に戻ります。
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Chapter 8

アラーム入力履歴の表示・印刷

セットアップ画面を使ってアラーム履歴をモニターに表示したり、システムに接続され
ているプリンターに印刷したりできます。ここではその方法について説明しています。
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操作のしかた
q次ページを表示するとき

［F1］キーを押します。

w前ページへ戻るとき

［F2］キーを押します。

アラーム入力履歴の表示

S e t U p

A l a r m

F 1 : N e x t F 2 : P r e F 3 : - - F 4 : - -

R e c a l l

A L

N O . D a t e

5 3  0 6 -
5 2  0 6 -
5 1  0 5 -

4 9
 0 3 -

R E C

1 4 2 3 : 0 9 : 1 1
1 1 1 0 : 3 2 : 3 7
0 5 0 1 : 1 2 : 0 8
0 3 2 1 : 5 9 : 0 0

 0 3 - 0 3 1 2 : 0 0 : 0 0
4 8  0 3 - 0 3 1 1 : 5 9 : 2 0
4 7  0 2 - 2 6 2 3 : 5 9 : 0 0
4 6  0 2 - 2 5 0 0 : 0 0 : 0 0
4 5  0 2 - 0 2 1 2 : 4 7 : 3 2
4 4  0 1 - 1 1 0 2 : 0 0 : 0 0
4 3  0 1 - 0 1 0 0 : 0 0 : 0 1
4 2  1 2 - 2 5 2 3 : 0 0 : 0 0
4 1  1 1 - 1 1 0 8 : 2 8 : 5 9
4 0  0 8 - 2 1 0 9 : 0 7 : 1 6
3 9  0 8 - 1 1 2 1 : 0 9 : 3 7
3 8  0 6 - 3 1 1 1 : 1 1 : 1 1

5 0

P a g e

P - 0 0 0 1

A l a r m A l a r m  T i t l e

ドアカイホウ 
S - 0 0 0 1
S - 0 0 0 2

S - 0 0 2 6
P - 0 0 0 8

P - 0 0 1 2

フセイ　センサー 

シンニュウシャ 

P - 0 0 1 0 カイジョウ 
P - 0 0 0 8 キンキュウ 
S - 0 0 0 1
S - 0 0 0 3
S - 0 0 1 5
S - 0 0 2 8
P - 0 0 0 3
P - 0 0 2 1
P - 0 0 6 3
P - 0 0 1 1

P a g e

P a g e 1 o f 7

アラーム履歴
表示画面

重要
一度に多数のアラームが入力されると、一瞬にしてアラーム動作が切り換わり、モニター及びVTR

で確認できないことがあります。この場合もアラーム入力情報はバッファーに蓄えられアラーム入

力履歴として保存されます。更にバッファーの容量を超える大量のアラームが入力された場合には、

その間のアラーム入力履歴は保存されません。

システムにアラームが入力されると、その履歴情報を合計999回までシステム内に保
存します。アラーム設定の妥当性の評価やアラーム発生時期の傾向把握などを検討す
るデータとしてお役立てください。

履歴表示画面の表示方法
qセットアップメニューで「Alarm Recall」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
wモニターにアラーム履歴が表示されます。この画面で、最新のものから順に、最大

999個の履歴が表示されます。画面には、発生番号,発生月日時分秒,アラーム種別
番号,アラームタイトルが表示されます。
NO.→ アラーム入力番号。
Date→ アラーム信号が入力された日付・時刻。
Alarm→ アラーム種別と番号。
Ｐ：センサーボードなどのセンサーシステム経由で入力。4けたの数字はカメラポ
ジション番号。

Ｓ：カメラ側から直接入力。4けたの数字はカメラ番号。
Alarm Title→ センサーボード経由でアラーム信号が入力された場合で、その信

号に対してマトリクススイッチャー側でタイトルを設定している
とき、そのタイトルを表示。
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アラーム入力履歴の印刷

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
Print Clear

＼Set Up＼AL REC 〈Alarm Recall〉 Page 1of3

DATE MAR.08’00

No. Date Alarm Alarm Title

53 JUN.14 23:09:11 P-0001 ドアカイホウ 

52 JUN.11 10:32:37 S-0001  

51 MAY.05 01:12:08 S-0002  

50 MAR.03 21:59:00 P-0012 シンニュウシャ 

48 MAR.03 11:59:20 P-0008 フセイ　センサー 

47 FEB.26 23:59:00 P-0010 カイジョウ 

49 MAR.03 12:00:00 P-0026

NO.→ アラーム入力番号。
Date→ アラーム信号が入力された日付・時刻。
Alarm→ アラーム種別と番号。

Ｐ：センサーボードなどのセンサーシステム経由で入力。4けたの数字はカメラポ
ジション番号。

Ｓ：カメラ側から直接入力。4けたの数字はカメラ番号。
Alarm Title→センサーボード経由でアラーム信号が入力された場合で、その信号に対してマト

リクススイッチャー側でタイトルを設定しているとき、そのタイトルを表示。

システムにプリンターを接続している場合、アラーム履歴の内容をプリンターに印刷
できます。記録保存にお役立てください。

操作のしかた
qカーソルキーを操作して、右図メニュ
ーを液晶ディスプレイに呼び出します。

wプリントするとき
• ［F1］キーを押してポップアップウィ
ンドウを開きます。ジョイスティクつ
まみを動かして「Alarm Recall」を選択
します。

• CAM（SET）キーを押すと印刷が開始さ
れます。印刷を中止するときはMON

（ESC）キーを押します。

印刷例
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データの消去

重要
データを消去すると、再度その内容を表示することはできません。よく確認してから操作してくだ

さい。

F1 F2 F3 F4

Set Up Menu
Print Clear

モニターに表示した情報を消去できます。

操作のしかた
qカーソルキーを操作して、右図のメニュ
ーを液晶ディスプレイに呼び出します。

w［F2］キーを押してポップアップウィ
ンドウを呼び出します。ジョイスティ
クつまみでカーソルを「Yes」に移動し
て、CAM（SET）キーを押します。
モニター上の一覧表の設定済データが
消去されます。
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Chapter 9

プリセットデータの退避・回復
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プリセットデータの退避・回復

S e t U p

F 1 : - - F 2 : - - F 3 : D E L F 4 : P o p

P r L o a d

P r e s e t D a t a

C A M 0 1

N

0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

U p

C A M 1 7

D A T A

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2

L o a d  :  D o w n  A L L

D A T A

R e s u l t : O . . O K

D o w n  L o a d . . . F r o m  C a m e r a
U p    L o a d . . . T o    C a m e r a

C A M E R A 0 1

L o a d  D a t a  D i s p l a y

O O

. . N o t h i n gD a t a : . . E x i s t e n c e
N . . N G

プリセットデータ
退避・回復画面

重要

• この機能をお客様自身が操作された場合、システムがフリーズ（コントローラーから何も操作で

きなくなる状態）する場合があります。フリーズした場合は本機の電源を入れ直してください。

当社では、以下のような操作を行うと、プリセットデータの退避・回復中にフリーズすることが

確認されております。

・プリセットデータの退避・回復実行中に、操作に関係のないキーやスイッチを操作した場合

・プリセットデータの退避・回復実行中に、ほかのコントローラーからシステムを操作した場合

• データ退避機能があるカメラだけ、プリセットデータを退避したり回復したりできます。

• 2台のシステムコントローラを使用している場合、1台のシステムコントローラでプリセットデー

タの退避・回復を行っているときは、もう1台のシステムコントローラは使用できなくなります。

q w

e

この画面で、カメラ側に設定されている内容をマトリクススイッチャー内のメモリー
に退避できます。カメラ側の設定内容が何らかの障害によって、消失したとき、退避
したデータを元に回復することができます。

選択画面の表示方法
qセットアップメニューで「Preset Data Load」を選択し、CAM（SET）キーを押します。
w「プリセットデータ退避・回復を行うと、終了後に自動的にホットスタートします」
という内容のメッセージが表示されます。

e「Yes」を選択し、CAM（SET）キーを押すと、プリセットデータ退避・回復画面が
表示されます。「No」を選択するとセットアップメニュー画面に戻ります。
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メモ
• 作業を中止するときは、「No」を選択してください。プリセットデータ退避・回復画面に戻ります。

• 実行結果は、e「Load Data Display」に表示されます。

操作のしかた
（1）接続されている全てのカメラのプリセットデータを退避・回復する

qジョイスティックつまみでカーソルをqに移動します。［F4］キーを押して、ポッ
プアップウィンドウを呼び出し「Down ALL」（全カメラ→マトリクススイッチャ
ーに退避）または「Up ALL」（マトリクススイッチャー退避データ→全カメラに回
復）を選択します。

wCAM（SET）キーを押すと確認メッセージが表示されます。実行するときは「Yes」
を選択し、CAM（SET）キーを押します。データの退避または回復が実行されます。

e終了するときは、MON（ESC）キーを押します。自動的にホットスタートされ、
初期メニュー画面表示後、カメラ映像に戻ります。

（2）カメラを1台選択してプリセットデータを退避・回復する

qジョイスティックつまみでカーソルをqに移動します。［F4］キーを押して、ポッ
プアップウィンドウを呼び出し「Down」（カメラ1台→マトリクススイッチャーに
退避）または「Up」（マトリクススイッチャー退避データ→カメラ1台回復）を選択
します。

wCAM（SET）キーを押すとカーソルがwに移動します。退避または回復したいカメラ
番号をテンキーで入力します。MON（ESC）キーを押すとカーソルはqに戻ります。

eCAM（SET）キーを押すと確認メッセージが表示されます。実行するときは「Yes」
を選択し、CAM（SET）キーを押します。データの退避または回復が実行されます。

メモ
• 作業を中止するときは、「No」を選択してください。プリセットデータ退避・回復画面に戻り

ます。

• 実行結果は、e「Load Data Display」に表示されます。

r終了するときは、MON（ESC）キーを押します。自動的にホットスタートされ、
初期メニュー画面表示後、カメラ映像に戻ります。
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実行結果の確認

マトリクススイッチャーに退避データない場合。このカ
メラのプリセットデータは、カメラ側に回復できません。

既に退避データがマトリクススイッチャーにある場合。
このカメラのプリセットデータの回復が可能です。

データの退避または回復に失敗したとき。前回退避した
データはそのまま残ります。

データの退避または回復に成功したとき。

データの退避・回復時NGマーク（N）が表示されるとき
以下の内容を確認しても、なお異常があるときは、販売店にご相談ください

• カメラ側にデータの退避・回復機能があるかどうか。

データの退避・回復機能がないカメラに対し、退避・回復を行うとNGマーク（N）が表示さ

れます。

• ケーブルや電源コードは、正しく接続されているかどうか。

CAM

DATA

01 02 03

CAM

DATA N

01 02 03

O

メモ
プリセットデータの退避・回復の途中でMON（ESC）キーを押すと、処理を中断することができま

す。ただし、メモリへの書き込み中（カメラ1台につき約7～8秒）は中断することができません。

実行結果はe「Load Data Display」に下図のように表示されます。

• 実行前（プリセットデータ退避・回復画面表示時）

• 実行後



143

Chapter 10

コンビネーションカメラの
クリーニング

コンビネーションカメラを使用している場合、長時間使用しているとモニターにノイ
ズが入る場合はあります。このようなときはコンビネーションカメラをクリーニング
する必要があります。
コンビネーションカメラのクリーニングはセットアップメニューのオートクリーニン
グメニューに設定した曜日・時間で自動的に行うことができます。必要に応じて手動
でクリーニングすることもできます。
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オートクリーニングメニュー

S e t U p

F 1 : N e x t  P a g e F 2 : P r e  P a g e F 3 : - - F 4 : - -

A T  C L N

A u t o  C l e a n i n g P a g e  1 o f 2

C A M 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9

0 02 3

1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6

C A M 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2

C A M 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8

C A M 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 6 4

M a n u a l W e n d e s d a y

M o d e H o u r M i n u t e

y

w

eq r t

qセットアップメニューで、「Auto Cleaning」を選択しCAM（SET）キーを押します。

wモニターにオートクリーニング設定画面が表示されます。

この画面を使ってコンビネーションカメラを定期的にクリーニングするように設定で
きます

設定画面の表示方法

重要
• コンビネーションカメラのクリーニング中は映像を監視することはできません。クリーニングを

実行するときは、営業終了後など映像の監視を中断しても良い時間帯を選んで設定してくださ

い。

• コンビネーションカメラのクリーニングはカメラ番号1から順に実行されます。ただし、次の条

件に該当するカメラのクリーニングは実行されません。

・映像監視に使用中のカメラ

・アラーム発生中で、かつアラームによるシーケンスで使用されるカメラ

• クリーニングに要する時間は、カメラ1台あたり約30秒です。

• クリーニング中のカメラを選択すると、直ちにクリーニングを中断し、監視操作を行うことがで

きます。MON（ESC）キーを押して、クリーニングを中断することもできます。

• クリーニングを実行してもノイズが解消されない場合は、機器の故障が考えられます。使用を中

止し、販売店にご連絡ください。

u

オートクリーニング
メニュー画面

この画面で、コンビネーションカメラのクリーニングの曜日・時間を設定します。設定
した時間になると、自動的にクリーニングを開始します。
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重要
• カメラクリーニングを実行できないカメラに対して、カメラクリーニングの設定をONにすると、

実行結果はクリーニング実行待ち（■）になります（システムの動作に、影響はありません）。

この場合、約30秒経過すると、自動的に次のカメラのクリーニングを実行します。

• 実行結果がクリーニング実行待ちとなった場合、次回のクリーニング実行時刻になると再度クリ

ーニングを実行します。

設定のしかた
qモードの確定

カーソルをq「Auto Cleaning」に移動して、CAM（SET）キーを押します。

wオートクリーニングモードの設定

カーソルをw「Manual」または「Timer」に移動します。
［INC+1］または［DEC-1］キーを押し、「Manual」または「Timer」を切り換えます。
その後、CAM（SET）キーを押して確定します。
•「Manual」を選択した場合、CAM（SET）キーを押すとクリーニングを開始します。
•「Timer」を選択した場合、e～yを設定してください。

wクリーニングを実行する曜日、または日付の設定

カーソルをeに移動します。［INC+1］または［DEC-1］キーを押してクリーニング
を実行する曜日を選択します。その後、CAM（SET）キーを押して確定します。

Daily ：毎日、クリーニングを実行します。
Sunday-Saturday ：毎週、選択した曜日にクリーニングを実行します。
01-31 ：毎月、選択した日にクリーニングを実行します。

eクリーニングを実行時刻の設定

カーソルをr、tに移動して、開始時刻（時、分）を［INC+1］または［DEC-1］
キーで入力します。時間は24時間制です。

rクリーニングを実行するカメラの選択

カーソルをyに移動して、クリーニングの実行する（ON）／実行しない（OFF）を
［INC+1］または［DEC-1］キーで入力します。
□：クリーニング設定ON

■：クリーニング設定OFF

t実行結果の確認

クリーニングの実行結果は、uで確認できます．
■：クリーニング実行待ち
□：クリーニング終了
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¡工事は必ず販売店に依頼してください。感電や火災の原因になります。
¡安全のため、安全上のご注意に記載されている内容をお守りください。
¡工事を始める前に必ず各機器の電源プラグをコンセントから抜いてください。感電の原因となります。

第3編　工　事
この編ではシステムとの設置のしかたについて説明しています。
注意事項を守り、正しく設置してください。

第3編　工　事

はじめに
工事を始める前に必ずお読みください。

1 ボードの設定
マトリクススイッチャーに組み込むボードにある各種スイッチの設定方法について説明しています。

2 設置のしかた
ラックへの取り付けかたやボードの組み込みかたについて説明しています。

3 接続のしかた
システムの周辺機器の接続のしかたについて説明しています。

警告
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安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

工事は販売店に依頼する 
 

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因と
なります。 

¡必ず販売店に依頼してください。 

異物を入れない 

水や金属が内部に入る
と、火災や感電の原因と
なります。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

禁　止 分解禁止 

分解しない、改造しない 

火災や感電の原因とな
ります。 

¡修理や点検は、販売店にご依頼 
　ください。 

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる 

煙が出る、臭いがする
など、そのまま使用す
ると火災の原因となり
ます。 

¡ただちに電源プラグを抜いて、 
　販売店にご連絡ください。 

不安定な場所に置かない 

落下などでけがの原因
となります。 

 

禁　止 

ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない 

感電の原因になります。 

¡乾いた布で手をふいてください。 

ぬれ手禁止 

必ずお守りください

警告
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電源プラグは根元まで 
確実に差し込む 

差し込みが不完全です
と、感電や発熱による
火災の原因になります。 

¡傷んだプラグ、ゆるんだコンセン
トは使用しないでください。 

ケーブルを傷つけない 

重い物を載せたり、はさん
だりすると、ケーブルが傷
つき、火災や感電の原因
となります。 

 

禁　止 

電源コードは、必ずプラグ 
本体を持って抜く 

コードが傷つき、火災や
感電の原因となります。 

 

電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない 

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になり
ます。 

¡コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。 

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない 

禁　止 

注意

落とさない、強い衝撃を 
与えない 

けがや火災の原因と 
なります。 

 

禁　止 

周囲に物を置かない 

非常時の操作の妨げに
なり、火災、災害の拡大
の原因となります。 

 

禁　止 

¡指定範囲は常に整理、整頓して 
　ください。 

定期的に点検をする 

非常時に作動しないと、
火災や災害を拡大する
原因となります。 

 ¡点検は、販売店や保守契約業者に 
　依頼してください。 

配線は正しく行う 

ショートや誤配線によ
り火災の原因となりま
す。 

 

湿気やほこりの多い場所に
設置しない 

火災や感電の原因と 
なります。 

 

禁　止 

指定以外の装置を 
接続しない 

けがなどの原因になる
ことがあります。 

 

禁　止 
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はじめに（設置上のお願い）
• 周囲温度は、－10℃から＋50℃で、湿度は90％未満の場所に設置し
てください。

ラックに取り付けるときは、ラック内の温度が＋45℃以上にならないように他の機
器と充分に間を空けてください。または、冷却ファンを取り付けてください。

• 故障の原因になりますので、雨や水などが入るところには設置しな
いでください。また、湿気の多いところには、設置しないでくださ
い。

• 機器の側面及び後面は、壁から5cm以上間隔を空けて設置してくだ
さい。また、上面は4.4cm以上の空間を確保してください。

• 同軸ケーブルを電灯線などに近づけて引き回すと、映像が乱れるこ
とがあります。そのときは、配線の位置を変えてください。

5cm

5cm

4.4cm

交流 交流 
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• テレビやラジオの送信アンテナ、モーターやトランスなどの強い電界、磁界の近くでお使い
になると、影響を受けて雑音が入ったり映像が曲がったりすることがあります。このような
場合、同軸ケーブルに専用の薄銅電線管をもうけて通線してください。

• ボードを扱う前に、マトリクススイッチャーの金属ケース部に手で触れて、人体の静電気を
「放電」させてください。静電防止の「リストストラップ」（手首の輪）を装着すればより完
全です。

• ラックについて

本機を取り付けるラックは次のいずれかをご使用ください。
スタンダードラック ：WU-RS71（収納ユニット数 29U）
ロングラック ：WU-RL76（収納ユニット数 41U）
EIA規格相当品 ：EIA19型奥行き450mm以上

• ラックに取り付けるときは

• 車載用など、振動の激しい場所では使用しないでください。
• ラックの内部温度が＋45 ℃以上にならないよう、十分に換気をしてください。
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Chapter 1

ボードの設定

• 工事は必ず販売店に依頼してください。感電や火災の原因になります。
• 安全のため、安全上のご注意に記載されている内容をお守りください。
• 工事を始める前に必ず各機器の電源プラグをコンセントから抜いてください。感電の原因となります。

警告
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ボード枚数の選択

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

OFF

+9V

+5V

−5V

POWER

ON

11A00001

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

CAUTION

125V   4A

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

ビデオ入力ボード 
ビデオ出力ボード 
コントロール2ボード 
CPUボード 

スロット番号 1 2 3 4 5 6 7 8

電源部 

SIGNAL GND

• スロット番号6～8には以下のオプションボードを追加できます。
ビデオ入力ボード　　WV-PB5508 2枚（最大）
センサーボード　　　WV-PB7700 1枚（最大）

• スロット番号1（CPUボード）、2（コントロール2ボード）は固定です。

工場出荷時は図のようになっています。
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ボードの設定

CPUボードのスイッチ設定
ここでは、各種ボード上にあるスイッチの設定方法について説明します。

CN13

CN12

SW4

CN14

1
2

3
4

O
FF

5
6

7
8

SW2

1
2

3
4

O
FF

SW25
6

7
8

お願い
• システムとの対応をよく確認して、必要な場合だけ設定を変更してください。

•「工場調整用」となっているスイッチ類は動かさないでください。

●SW2の設定

このスイッチは工場調整用です。通常は
全ビット「OFF」（工場出荷時）にしてく
ださい。
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●SW4の設定

SW4
VS

VD

↔ SW4

R

B
G

SYNC

CN12

CN13
B/W
C/L

CN13

CN14
GRAPHIC

VD
CN14

このスイッチは本基板のVD/VS入力コネ
クターの同期形式を選択します。
工場出荷時は「VS」に設定されています。

●CN12ジャンパーコネクター

このコネクターで、プリンターポートへ
のRGB形式状態表示信号の入/切を設定し
ます。プリンターが接続される場合オー
プン（切）に設定します。工場出荷時は
クローズ（入）に設定されています。

●CN13ジャンパーコネクター

このコネクターでセットアップメニュー
の映像出力を、カラー（C/L）か白黒
（B/W）かを選択します。「C/L」に設定し
てセットアップの文字に色がついて見に
くい場合は「B/W」に設定してください。
工場出荷時は「B/W」になっています。

●CN14ジャンパーコネクター

このコネクターでパネルにあるVD出力コ
ネクターの出力を目的によって切り換え
ます。工場出荷時は「VD」に設定されて
います。
•「GRAPHIC」に設定すると、状態表示
画面（保守用）がVD出力コネクターか
ら出力されます。

• 本機内部のVD出力を使用し他の機器と
同期をとる場合、「VD」にします。
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コントロール2ボードのスイッチ設定

1
2

3

O
FF

4

SW
2SW9

SW8

SW7

SW6

SW13

SW12

SW11

SW10

1
2

3

O
FF

4

SW
4

1
2

O
FF

SW
1

9P

25P

25P

アラーム/タリー出力 
［1－16］ 

アラーム/タリー出力 
［17－32］ 

1
2

3

O
FF

4

SW4

1
2

O
FF

SW1

●SW1の設定

このスイッチは工場調整用です。
全ビット「OFF」（工場出荷時）にしてく
ださい。

●SW4の設定

このスイッチは工場調整用です。
全ビット「OFF」（工場出荷時）にしてく
ださい。
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●SW2の設定

1 2 3

OFF

4
ALL A D4 ON

M1 T T2 OFF

●SW2の設定

SW2 ビット1と2の組み合わせによってアラーム/タリー出力コネクターから以下の信
号を出力します。

SW2 
ビット1

SW2 ビット2

OFF［T］
アラーム動作中 通常時

モニター1にアラームによ
って出力されたカメラの
番号（32カメラの内1個）
が出力されます。

モニター1に映像を表示し
ているカメラの番号（32
カメラの内1個）を出力し
ます。

OFF［M1］ 信号出力なし。

モニター1から4にアラーム
によって出力されたカメラ
の番号（32カメラの内1か
ら4個）が出力されます。

モニター1から4にに映像
を表示しているカメラの
番号（32カメラの内1から
4個）を出力します。

ON［ALL］ 信号出力なし。

ON［A］

アラーム/タリー出力コネクターから信号（カメラ番号）を出力する条件を設定します。

ビット番号 信号を出力する条件 工場出荷時
1 OFF［M1］モニター1モード。 OFF

モニター1にカメラ映像を表示しているとき信号（カメラ番号）を
出力します。

ON［ALL］全モニターモード。
モニター1から4のいずれかにカメラ映像を表示しているとき
信号（カメラ番号）を出力します。

2 OFF［T］ タリーモード。 OFF

カメラの選択によって信号（カメラ番号）を出力します。
ON［A］ アラームモード。

アラームによってカメラが選択されたときに信号（カメラ番号）を
出力します。

3 常にOFF 工場調整用です。操作しないでください。 OFF
4 常にON 工場調整用です。操作しないでください。 ON
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●SW6～13の設定

スイッチ 用途 コネクター名

SW6 カメラ1～4の
リセット出力用

アラーム/タリー出力
コネクター［1－16］

同　上

同　上

同　上

アラーム/タリー出力
コネクター［17－32］

同　上

同　上

同　上

ピン番号

3

6

9

12

3

6

9

12

カメラ5～8の
リセット出力用

カメラ9～12の
リセット出力用

カメラ13～16の
リセット出力用

カメラ17～20の
リセット出力用

カメラ21～24の
リセット出力用

カメラ25～28の
リセット出力用

カメラ29～32の
リセット出力用

SW7

SW8

SW9

SW10

SW11

SW12

SW13

信号名

リセット
出力1

リセット
出力2

リセット
出力3

リセット
出力4

リセット
出力5

リセット
出力6

リセット
出力7

リセット
出力8

OC VTR

リセット出力について
対応するアラーム／タリー信号が出力されていないときに、リセット信号がアラーム／タリー出力

コネクターから出力されます。

動作例

アラーム／タリー出力１ 

アラーム／タリー出力２ 

アラーム／タリー出力３ 

アラーム／タリー出力４ 

リセット出力１ 

リセット信号出力期間 

コントロール2ボードALARM/TALLY出力
のリセット出力信号の形式を設定します
（オープンコレクター「OC」または+5V

パルス「VTR」の選択）。
工場出荷時は「OC」に設定されています。
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ビデオ入力ボードのスイッチ設定

1 2 3 4

OFF

SW1

ボード 
番号 

CAMERA 
IN番号 
 

SW1 設定 

OFF

1 2 3 4

OFF

1 2 3 4

OFF

1 2 3 4

OFF

1 2 3 4

1-8

9-16

17-24

25-32

1

2

3

4

：オプションのビデオ入力ボードを 
　追加するとき 

 

重要
• 本機に標準で実装されているビデオ入力ボード

は、他のマトリクススイッチャーシステム

（WJ-SX550Aシステムなど）では使用できませ

ん。

• ビデオ入力ボード（オプション）を追加する場

合、ボード番号は次のように設定してください。

オプションボード1枚目：ボード番号3

オプションボード2枚目：ボード番号4

●SW1の設定

複数のビデオ入力ボードがある場合、各
ボードごとに入力ボードの識別番号を設
定します。
スイッチは4ビットありますが通常はビッ
ト3から4の2ビットだけ使用します。カメ
ラ番号に対応して表のようにスイッチを
設定してください。
工場出荷時ボード番号は1と2に設定され
ています。
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ビデオ出力ボードのスイッチ設定

1
2

3
4

O
FF

SW
1

SW4
SW5

SW3

SW2

1 2

OFF

SW6

SW100

SW150

SW200

SW250

重要
スイッチ番号とチャンネル番号は対応していません。また、ボード上の配置が順不同ですのでご注

意願います。

SW2：リセット出力1

SW3：リセット出力2

SW4：リセット出力3

SW5：リセット出力4

1 2 3 4

OFF

●SW1の設定

CH1
OPEN C

VTR

ボード番号設定用スイッチです。全て
OFFにしてください。

●SW2,SW3,SW4,SW5の設定

このスイッチで、4チャンネル分のアラー
ムリセット出力信号の形式を設定します
（オープンコレクタ「OPEN C」、＋5Vパ
ルス「VTR」のいずれか）。
工場出荷時は「VTR」に設定されています。
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●SW100,SW150,SW200,SW250の設定

REVNOR REVNOR

スイッチ モニター番号

SW100 モニター1

SW150 モニター2

SW200 モニター3

SW250 モニター4

このスイッチで、モニター上に表示する
文字形式を白文字黒縁「NOR」か黒文字
白縁「REV」かを設定します。工場出荷
時の設定は「NOR」になっています。各
スイッチとモニター番号の関係は表のと
おりです。

●SW6の設定

このスイッチは工場調整用です。全ビッ
ト「OFF」（工場出荷状態）にしてくださ
い。
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センサーボードのスイッチ設定

●SW3,SW4

回路番号 機　能 工場出荷時

SW3 テスト用 全てOFF

SW4 ボードアドレス 全てOFF

設定用

回路番号 機　　　　能

CN6 オートベクター割り込みON/OFF

CN7 タイマー割り込み間隔切り換え
CN8 SRAMウェイト切り換え
CN9 ROMウェイト切り換え
CN10 周辺I/Oウェイト切り換え
CN11 RXC（SI01）INT/EXT切り換え
CN12 TXC（SI01）INT/EXT切り換え
CN13 PCカードウェイト切り換え
CN14 PCカードUPPER/LOWER切り換え
CN17 CTS（SI01）LOW/SIG切り換え

●ジャンパーコネクター

1 2

OFF

SW3
3 4 5 6 7 8

ON
1 2

OFF

SW4

ON

2

CN13

1
10
9

CN10 CN9
2
1

6
5

5
6

2
1

CN8 CN7
5
6

2
1

3
4

1
2

CN123
4

1
2

CN17
13

24

CN11

42
31

CN14

2

CN6
1

1211

センサーボードのスイッチ及びジャンパーコネクターは全て工場調整用です。操作し
ないでください。
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Chapter 2

設置のしかた

• 工事は必ず販売店に依頼してください。感電や火災の原因になります。
• 安全のため、安全上のご注意に記載されている内容をお守りください。
• 工事を始める前に必ず各機器の電源プラグをコンセントから抜いてください。感電の原因となります。

警告

ここでは、マトリクススイッチャーシステムの設置のしかたについて説明しています。
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• ラックに取り付ける場合、別売りのラック取り付け金具（WV-Q62）をご使用くだ
さい。

• ラック内の温度は45℃以上にならないようにしてください。
• 振動の多い場所に設置するときは本機の後部を補強アングル（現地制作）などでラ
ックに固定してください。

• WV-Q62付属のタッピングねじ（呼び径5×12）は、ラックの取付部にねじが切れ
ていない場合に使用してください。ねじが切れているところに使用すると、ねじ山
が壊れることがあります。

• 当社製品のラックをご使用になる場合は、ラックマウント金具（WV-Q62）に付属さ
れているねじをご使用ください。

• 他社製品のラックをご使用になる場合は、別売のラック取り付けねじ（W2-MSS/5008

またはM5×12）4本が必要となります。

設置上のお願い

●ラック取り付けねじについて
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システムコントローラーのラックの組み込み
システムコントローラーの側板とパームレストを外してラックマウント金具を取り付
けます。その後、ラックに取り付けます。

qコントローラーの電源プラグをコンセントから外します。

wねじ各2本を外し、左右の側板を外します。

eねじ2本を外し、パームレストを外します。 側板（右） 

側板（左） 

パームレスト 

2

2

3

rねじ4本（WV-Q62付属）で左右両側にラ
ックマウント金具を取り付けます。ねじが
ゆるまないよう、しっかりと締め付けてく
ださい。

tシステムコントローラーをWV-Q62付属
の取り付けねじ4本でラックに取り付けま
す。

ラックアングル 

※1：WV-Q62に付属されているねじを使用してください。。 
※2：取り付けるラックによって、使用するねじが異なります。 

5

4

5

4

※2

※1

※2

※1

当社ラック使用時：タッピング呼び径5（WV-Q62付属） 
他社ラック使用時： 別売のラック取り付けねじ 

（W2－MSS/5008（別売品）または 
M5×12） 

重要
• システムコントローラーの電源コードをコンセントから抜いてから作業してください。

• 取り外したねじは後で使用します。紛失しないでください。

• 日本語表示パネル（システムコントローラー付属）を使用するときは、両面テープなどで固定し

てください。
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お願い
• ボードを組み込むときは、マトリクススイッチャー背面の電源スイッチを必ずOFFにしてくださ

い。

• 人体の静電気

ボードを扱う前に、マトリクススイッチャーの金属ケース部に手で触れて、人体の静電気を「放

電」させてください。

静電防止の「リストストラップ」（手首の輪）を装着すればより完全です。

• ボードの置場所

使用しないボードは「静電マット」の上に置いてください。また、ボードの金属部を他のボード

の金属部に接触させないでください。

• ボードのコネクターピン

コネクターピンには手を触れないでください。

また挿入のときピンを曲げないでください。

• これらの注意事項は、該当する、設置工事、調節の全過程で守ってください。

メモ
スロット1（CPUボード）、スロット2（コントロ

ール2ボード）の位置は固定です。

他のボードは、どこに挿入しても問題ありませ

んが、工事や保守の容易さから図のようにされ

ることをお奨めします。

ブランクパネル 

ねじを緩め、 
ブランクパネル 
を外す 

ボード 

ねじを締める 

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

OFF

+9V

+5V

−5V

POWER

ON

11A00001

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

CAUTION

125V   4V

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

CPUボード(固定)

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

SENSOR

SET

SERIAL

00
0

ESC

MODE

CARD

1 2 3 4 5 6 7 8 スロット番号 

コントロール2ボード(固定)

ビデオ出力ボード 

センサーボード 
ビデオ入力ボード 

SIGNAL GND

q背面のねじを緩めて、ブランクパネル
（1スロット用）を外します。
w各ボードの位置は図のようにしてくだ
さい。スロット6～スロット7には増設
したビデオ入力ボードWV-PB5508を,ス
ロット8にはセンサーボードWV-

PB7700を配置してください。

eボードを奥までしっかりと挿入しま
す。

rボードの上下を２本のねじをしっか
りと締め、枠に固定します。

tボードが入っていない部分にブラン
クパネルを取付けます。

ボードの組み込み
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マトリクススイッチャーのラック組み込み

重要
• 振動が多い場所に設置するときは本機の後部

を補強アングルなど（現地製作）でラックに

固定して使用してください。

• 取付ねじはゆるまないようにしっかりと締め

付けてください。

• ラック内の温度が＋45℃以上にならないよう

に他の機器と充分に間を（1U以上）空けて

取り付けてください。またはファンを取り付

けてください。

EIA19型ラック

取付ねじ（別途調達）
W2-MSS/5008

ゴム足をはずす 

q電源スイッチをOFFにし、電源プラグ
をコンセントから抜きます。

w底面のゴム足を固定しているねじ４本
を外して、ゴム足を取り外します。

e本機をラックにラック取り付けねじ
（別途調達）８本で取り付けます。
次の別売工事部品を別途調達してくだ
さい。

• ラック取付ねじ（W2-MSS/5008 20個入
り）

※取り付けるラックによって、使用するねじが

異なります。

当社ラック使用時：タッピング呼び径（WV-

Q62付属）

他社ラック使用時：別売りのラック取り付け

ねじ（W2-MSS /5008

（別売品）またはM5×12）
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Chapter 3

接続のしかた



172

接
続
の
し
か
た

システム接続例

SENSOR

SET

SERIAL

00
0

ESC

MODE

CARD

TL TL

TL TL

屋外ハウジング 

屋外 
回転台 

屋外 
レシーバー 

コンビネーションカメラ 

屋内 
回転台 

屋内 
レシーバー 
 

VTR(4台まで)

モニター(4台まで)

システムコントローラ(2台まで)

プリンター※1

カメラ カメラ(32台まで)
カメラ 

コンビネーションカメラ 

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

OFF

+9V

+5V

−5V

POWER

ON

11A00001

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

CAUTION

125V   4V

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

センサー装置 

8台まで 
(32カメラ)

4画面分割ユニット 

1

3

2

4

29

31

30

32

モニター(8台まで)

SIGNAL GND

※1.  使用できるプリンターはパナソニック漢字プリンター15CV-VPR457です。

各コネクターのピンの詳細については「付録　ボードの詳細」をお読みください。
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カメラの接続

重要
• カメラ側とマトリクススイッチャーをつなぐケーブル長さは、5C-2Vのとき1200m以下にし

てください。

• マトリクススイッチャーとテルック電源ユニット間は、VD同期が必要です。

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

カメラ出力1-4

ビデオ入力ボード 

ジョイントケーブル 
WV-CA64 
(オプション)

ジョイントケーブルWV-CA64 
(オプション)

カメラ出力5-8

AUX
Alarm

屋外カメラハウジング 

屋内回転台 

屋内レシーバー 屋外レシーバー 屋外レシーバー 

屋外回転台 屋外回転台 

屋外カメラハウジング 

AUX
Alarm

AUX
Alarm

モニターまたはフレームスイッチャーへ 

●コンビネーションカメラとレシーバーを接続するシステム例

カメラ側からのケーブルをビデオ入力ボードのコネクターに接続します。
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WV-CL111/ 
CL120A

WV-CP130/ 
CP100

WV-CF20/CF21

WV-CF22

WV-CP130

WV-CP130

WV-CP130

WV-CP130

CPUボード 

VD同期 

VD同期 

同期 
WJ-FS50の場合は同期入力を 
接続する必要があります。 

同期入力 

カメラ入力 
フレームスイッチャー 

ジョイントケーブル 
WV-CA64

（オプション） 

ビデオ出力ボード 

MONITOR 
OUT

VD IN

VD  
OUT

テ
ル
ッ
ク
カ
メ
ラ
 

WV-PB5508 
ビデオ入力ボード 

WV-PS104C

WV-PS104C

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

●テルックカメラのみ接続するシステム例
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CPU 
ボード 

野外回転台 

VD 
OUT

WV-PS104C

VD IN

VD同期 

WV-CL111/CL120A

WV-CP130/CP100

WV-CF20/CF21

WV-CF22

野外レシーバー 
AUX

アラーム 

WV-PB5508 
ビデオ入力 
ボード 

野外カメラハウジング 
WV-CP610 WV-CP610 WV-CP610

インテリジェントカメラ 

テ
ル
ッ
ク
カ
メ
ラ
 

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

●テルックカメラとインテリジェントカメラを混在させるシステム例
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モニター及びタイムラプスVTRの接続

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT

TL

TL

TL

TL

ALARM OUT 1
RESET OUT 1
RECOVER IN 1
GND
EXT TIMING IN 1
GND
ALARM OUT 2
RESET OUT 2
RECOVER IN 2
GND
EXT TIMING IN 2
Not used
ALARM OUT 3
RESET OUT 3
RECOVER IN 3
GND
EXT TIMING IN 3
GND
ALARM OUT 4
RESET OUT 4
RECOVER IN 4
GND
EXT TIMING IN 4
GND
GND

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

ピン番号 信号名 

CAMERA
SW OUT

VTR

モニター 

モニター 

モニター 

モニター 

ビデオ出力ボード 

ア
ラ
ー
ム
入
力 

ア
ラ
ー
ム
出
力 

ア
ー
ス 

ア
ラ
ー
ム
リ
セ
ッ
ト
入
力 

ア
ラ
ー
ム
復
帰
出
力 

1 2 43 5

1 2 43 5

タイムラプスVTR

重要
セットアップ画面の映像信号はチラツキを抑えるため、ノンインターレス信号になっています。そ

のため、ビデオ出力ボードのMONITOR OUTを4画面分割ユニットやVTRに通すと文字が見えなく

なったり、文字が上下に振動することがあります。

メモ
• タイムラプスVTRの映像出力を、ビデオ出力ボードのMONITOR INに接続すると、タイムラプス

VTRの出力映像をモニターに表示することができます。詳しくは、48ページをお読みください。

• 25ピンコネクターの配線処理方法は本章の「■コネクターの組み立てかた」をお読みください。

モニターとビデオ出力ボードのコネクターを接続します。
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システムコントローラーの接続
お願い
●ケーブルについて

データ伝送中にノイズが入ると、希望した操作ができないことがあります。ケーブルは、システ

ムコントローラー付属のモジュラーケーブル（6芯、3m）を使用してください。システムコント

ローラーに付属のモジュラーケーブルを使用しないとき、または延長するときは、データー伝送

用のRS-485相当（2×ツイストペア/シールド）ケーブルを現地調達してください。（180ページ

参照）

●システムコントローラーの台数について

コントロールボードに接続できるシステムコントローラーの台数は2台までです。

モードスイッチの設定

IN OUT
TERM

ON OFF

DATA

0 1 2
3

4567
8

9

CONTROLLER
UNIT NO.

1-8

システムコントローラー1(後面)

IN OUT
TERM

ON OFF

DATA

0 1 2
3

4567
8

9

CONTROLLER
UNIT NO.

1-8

ONに設定する 

コントロール2ボード 

本機 

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

システムコントローラー2(後面)

０に設定する 

ONに設定する 

０に設定する 

モジュラーケーブル 
(システムコントローラー付属)

MODE

ON 1 2 3 4

重要
システムコントローラのモード、ユニット番号は、システムコントローラの電源をONにしたとき

に確定します。電源をOFFにして設定した後、電源をONにしてください。

• 全てのシステムコントローラー後面に
あるモードスイッチ［MODE］を右図
のように設定してください。

• 下図のようにコントロールボードとシステムコントローラーを1対1で接続します。
• コントロールボードの［DATA1］、［DATA2］コネクターとシステムコントローラ
ー背面の［DATA IN］コネクターをケーブルで接続します。

• 全てのシステムコントローラーの終端スイッチ（TERM）をONにします。
• システムコントローラのユニット番号は、「０」に設定してください。
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画面分割ユニットの接続（4画面分割）

上記の接続例では、カメラ1が選択（またはアラームによる選択）されると、コント
ロール2ボードからアラーム/タリー信号（ALARM/TALLY OUT1）が出力され、画面
分割ユニットの出力が、カメラ1の1画面表示に切り換わります。

重要
• コントロール2ボードのSW2を「ALL」（全モニターモード）に設定すると、画面分割ユニット

の画面切換がスイッチャーの動作に連動しない状態が生じます。

• 本機のCAMERA IN端子は回転台等をコントロールするために特殊な回路構成になっています。

したがって下図のようにカメラと本機の間に画面分割ユニットを挿入しないでください。（WV-

CA64ケーブルを使って画面分割ユニットへ映像を分配してください。）

カメラ1

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

画面分割ユニット 

1 
2 
3 
4

映像入力端子 

映像出力端子 
ジョイントケーブル 
WV-CA64(オプション)

CAMERA 
   IN 1～4

カメラ4

ALARM/TALLY1-16
1 2

3 4

1

通常 

アラーム入力1 
が有効のとき 

WJ-480の場合※ 

アラーム入力 ピン番号 
1 
14 
2 
15 
3 
16

　　　信号名 
ALARM/TALLY OUT  1 
ALARM/TALLY OUT  2 
ALARM/TALLY OUT  3 
ALARM/TALLY OUT  4 
RESET OUT  1 
GND

コントロール2ボード ビデオ入力ボード 

…
 

同軸ケーブル 
(BNC接栓)

アラーム復帰 アラーム 

アース 4 3 2 1アース 出力 アース 入力 出力 

※以下の端子に接続することもできます。 
　アラーム入力端子→リモート入力端子 
　アラーム復帰入力端子→4画面分割 ¡ピン番号と信号名の詳細は付録のボードの詳細 

　「■コントロール2ボード」をお読みください。 
¡25ピンコネクターの配線処理方法は「■コネク 
　ターの組み立てかた」をお読みください。 

ビデオ入力ボードのVIDEO OUT（9ピンD-sub）からカメラのスルー画像を取り出し
て4画面表示することができます。
さらに、コントロール2ボードのSW2を「M1」（モニター1モード）に設定し（158ペ
ージ参照）、アラーム/タリー出力コネクターと接続すれば、スイッチャーの動作に連
動して4画面分割ユニットを制御することができます。

カメラ 

CAMERA IN
本機 入力　　スルー 

画面分割ユニット 
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センサーとの接続

メモ
25ピンコネクターは、別途調達してください。配線処理方法は「■コネクターの組み立てかた」を

お読みください。

SENSOR

SET

SERIAL

00
0

ESC

MODE

CARD

ピン番号 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

機能名 
FG 
SD 
RD 
RS 
CS 
DR 
SG

センサーボード 
(WV-PB7700)

シャーシ 
出力 

GND

必要に応じて 
シールド接続 センサー装置 

ピン番号 信号名 備考 ピン番号 信号名 備考
1 ＦＧ フレームグランド 14 テスト1 テスト用、接続不可
2 ＳＤ 外部装置→本ボード 15 ＳＴ2 外部装置←本ボード
3 ＲＤ 同上←同上 16 テスト2 テスト用、接続不可
4 ＲＳ 同上→同上 17 ＲＴ 外部装置←本ボード
5 ＣＳ 同上←同上 18 未接続
6 ＤＲ 同上←同上 19 未接続
7 ＳＧ 信号グランド 20 ＥＲ 外部装置→本ボード
8 ＣＤ ON固定 21 未接続
9 未接続 22 未接続
10 未接続 23 未接続
11 未接続 24 ＳＴ1 外部装置→本ボード
12 未接続 25 未接続
13 未接続

00

25

14

13

1

オプションのセンサーボード（WV-PB7700）の25P入力コネクターの接続は図のよ
うに行ってください。
ピン番号と機能の割り当ては下表のとおりです。

アラーム接続例

ピン番号と機能の割り当て
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シールのはり付け位置

2
1

4
6

7

5

C

シールドカバーB

Eリング 

コネクター本体 
電線 

銅箔テープ         

カバーナット 

シールドカバーA

ランス 

スクリューロック 

編組線 

●25ピンの例

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550

LEFT RIGHT

UP

DOWN

ALARM BUSY

F3 F4F2F1

AF

A

ACK
RESET

機能 
シーケンス 
逆送り　  順送り 

外部機器制御 
１　　　 ２ 

１　　  ＋1－ 

 カメラ  ＋カメラ　 停止 － 

モニタ 

ESC

カメラ 

セット 

アラーム 
確認／復帰 

●システムコントローラー ●日本語表示パネル 

MANUAL  又は  手動優先  選択 

CAM POSI 

カメラポジション　　選択 

　台　番 

低速パンチルト 
SLOW

MANUAL MANUAL MANUAL

手動優先 手動優先 手動優先 

ACK RST 
スイッチ 

MON 
(ESC)キー 

CAM POSI CAM POSI CAM POSI

カメラポジション カメラポジション カメラポジション 

台　番 台　番 台　番 

本機に付属されているシールを必要に応じてシステムコントローラー操作部または日
本語表示パネルにはり付けてください。

●組立手順
qコネクタ本体と電線をはんだ付けする。
wシールド編組線を外被に沿って折り返
しその上に銅箔テープ（現地調達）を
巻く。

eコネクタ本体をシールドカバーAに収納。
rシールドカバーBをシールドカバーAに
沿って合せ、カバーのランスが掛かる
まで押し込む。

tカバーナットを最後まで締めつける。
yスクリューロックを取り付ける。
uEリングをセットする。

コネクターの組み立てかた
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付　録
ここでは、マトリクススイッチャーシステムを構成する各機器の仕様や各種ボードの詳細について説明して
います。

付　録
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Appendix 1

仕　　様
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A
ppendix

マトリクススイッチャー（WJ-SX777C）

外観図
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付属品

使用温度範囲 ：－10 ℃～＋50 ℃

使用湿度範囲 ：90 ％未満

電　　　　　源 ：AC 100 V 50/60 Hz

消　費　電　力 ：35 W（指定ボード組み込み時最大）

ビデオ入力ボード数：最大4枚…標準装備2枚

（合計32入力、8入力/ボード）

ビデオ出力ボード数：最大1枚

（合計4出力、4出力/ボード）

センサーボード数 ：最大1枚…標準装備なし

システムコントローラ

インターフェース数 ：2ポート（合計2台、1台/ポート）

寸　　　　　法 ：幅480 mm  高さ265 mm  奥行き371 mm

質　　　　　量 ：約14.5 kg

仕　　上　　げ ：前面パネル…AVアイボリーエリオ鋼板

：上カバー……AVアイボリーエリオ鋼板

：側面カバー…AVアイボリー焼付塗装

• カメラ切り換え

表示時間設定：最小1秒～最大30秒、1秒単位

最大シーケンス数：ツアーシーケンス16（任意モニ

ター）

• ツアーシーケンスプログラミン
グ

ステップ数：最大64

• タイムマーイベントプログラム

イベント数：最大15イベント／日

イベントプログラム形式：曜日＋指定の5特定日

特定日の設定数：最大48日

• アラームプログラム

アラーム入力：センサーボード

（WV-PB7700オプション）

起動履歴呼出：最大999

（最新のものより999番目まで）

アラーム起動：3種類

（モードA、モードB、モードC）

仕様
• 共通項目

コネクター（25ピン／ビデオ出力ボード用）..........................1

コネクター（25ピン／コントロール2ボード用）....................2

システムコントローラー用シール ..........................................1

取扱説明書（本書）..................................................................1

保証書 .....................................................................................1
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システムコントローラー（WV-CU550C）

外観図

1 2 3

4 5 6

7 8 9

MON CAM

ESC SET

0

ACK
RESET

BACK
SEQ

FORWARD
SEQ ALT

DEC
-1CAM

INC
+1CAM STOP1 2

AUX

CLOSE OPEN
IRIS

PRESET

FOCUS
NEAR

ZOOM
TELE

FARWIDE

System Controller WV-CU 550 

ALARM BUSY

F3 F4F2F1

CONTROLLER

ONOFF

INOUT
TERM

ONOFF

DATA

012
3

4 5 6 7
8

9

CONTROLLER
UNIT NO.

1-8MODE

260

330

300

22
1

17
7

82.5
72

2

10
7.
5

AF

C

SLOW
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電　　　　　源：AC100 V 50／60 Hz

消　費　電　力：約4 W

データ入出力　：RS-485 （4線）

ユニット番号　：0～8（但し、パネル表示は1～8）

使用温度範囲　：－10 ℃～＋50 ℃

使用湿度範囲　：90 ％未満

寸　　　　　法：幅330 mm  高さ74 mm  奥行き221 mm

質　　　　　量：約2.2 kg

仕　　上　　げ：前面パネル

AVアイボリー焼き付け塗装

（マンセルN7.9Y6.8/0.8近似色）

底面カバー

AVアイボリー焼き付け塗装

（マンセルN7.9Y6.8/0.8近似色）

リモートコントロール部

• システム操作

カメラ選択　　：テンキー指定

モニター選択　：テンキー指定

シーケンス動作：シーケンスの開始、停止、順送り、逆

送り、＋カメラ、－カメラ

アラーム　　　：確認/復帰（本機に接続時手動優先）

文字タイトル　：入／切

操作形態　　　：通常操作／セットアップ操作

• カメラ（該当機種のみ）

電子シャッター：入／切、シャッター速度設定

電子感度アップモード選択

：AUTO／MANUAL／OFF

電子ズーム　　：入／切

電子ズームアップ場所

：領域設定

逆光補正　　　：AUTO／PRESET／OFF

絞　　　　り　：開／閉／プリセット

（直流電動ズームレンズのみ）

• レンズ（該当機種のみ）

焦　　　　点　　：遠／近

ズ　ー　ム　　　：望遠／広角

オートフォーカス：起動

• ハウジング（該当機種のみ）

ワイパー　　　　：入／切

デフロスター　　：入／切

カ　メ　ラ　　　：入／切

• 回転台制御（該当機種のみ）

ＰＡＮ手動　　　：左／右

ＴＩＬＴ手動　　：上／下

ＰＡＮ自動　　　：入／切

ＰＡＮランダム　：入／切

プリセット制御　：可能

• 外部機器制御

AUX1-2 ：入／切

付属品

仕様

日本語表示パネル…………………………………………1

モジュラーケーブル（3ｍ）………………………………1

取扱説明書（本書）………………………………………1

保証書………………………………………………………1
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ビデオ入力ボード（WV-PB5508）

仕様
カメラ入力（1-8）：1.0 V［p-p］/75 Ωコンポジット信号、

0.5 V［p-p］/75 Ωデータ（重畳）、

2.5 V［p-p］/75 Ω垂直同期信号（重畳）

映像出力（1-2）：1.0 V［p-p］/75 Ωコンポジット信号

D-Sub9ピンコネクター×2

寸　　　法：幅24.5 mm 高さ265 mm 奥行き260 mm

質　　　量：約450 g

24.5
22 230.5 7.5

26
5

13
3.
5

23
3.
5

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

外観図

付属品
取扱説明書…………………………………………………1

保証書………………………………………………………1
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センサーボード（WV-PB7700）

SENSOR

SET

SERIAL

00
5

ESC

MODE

CARD

24.5
22 230.5 7.5

26
5

13
3.
5

23
3.
5

シリアル入力：通信速度 9600 bps
（25ピンD-Sub） キャラクター長 8 bit

パリティ 偶数
ストップビット 1 bit
フロー制御 なし

操　　作　　部：ロータリースイッチ、セットスイッチ、

エスケープスイッチ

表　　示　　部：7セグメント表示（2ケタ）

メモリーカードスロット：JEIDA  Ver4.2/PCMCIA2.1準拠の

S-RAMカード

寸　　　　　法：幅24.5 mm 高さ265 mm 奥行き260 mm

質　　　　　量：約460 g

仕様

外観図

付属品
取扱説明書…………………………………………………1

保証書………………………………………………………1
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Appendix 2

ボードの詳細
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コントロール2ボード

お願い
工場調整用です。使用しないでください。

ALARM/TALLY

17-32

CONTROL 2

DATA 1

1-16

DATA 3

DATA 2

TEST 2

q

w

e

r

ピン番号 信号名 方向

1 NC

2 TXD スイッチャ→

3 RXD スイッチャ←

4 NC

5 GND

6 NC

7 NC

8 NC

9 NC

重要
ケーブルを延長するとノイズが入りやすくなります。データ伝送中にノイズが入ると、希望した操

作ができないことがあります。ノイズ対策として電気的絶縁をとる場合、シールドの片側（例えば

マトリクススイッチャー側）のみをGNDに接続するようにしてください。

RA TA

RB TB

TA RA

TB RB

システムコントローラー マトリクススイッチャー 

受信データ 

送信データ 

送信データ 

受信データ 

ピン番号
線色 機能名※2

信号方向※1 コントロール2ボード側 システムコントローラー側

1 青 GND GND

2 黄 RB TB スイッチャー←コントローラー
3 緑 RA TA スイッチャー←コントローラー
4 赤 TB RB スイッチャー→コントローラー
5 黒 TA RA スイッチャー→コントローラー
6 白 GND GND

※1  線色は付属の6極6芯ケーブルの場合です。
※2  内部ブロックは下図のようになっています。

6

1

wテストポート［TEST2］

ボードの詳細

qデーターポート［DATA 1-2］
システムコントローラー（WV-CU550C）との間でデータの授受を行うためのコネク
ターで、合計2ポートあります。WV-CU550Cに付属のケーブルで接続します。ケー
ブルを最大1200mまで延長できます。
ケーブルを延長するときはRS-485仕様の2×シールド付ツイストペア線を使用してく
ださい。（推奨ケーブル：2×ツイストペア／シールド線タイプ AWG22）

使用しません。

eデータポート［DATA3］
通常使用しません。
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rアラーム/タリー出力

ビデオ入力ボード 
No.1のVIDEO OUT1へ 

1

3

2

4

13

15

14

16

17

19

18

20

29

31

30

32

アラーム/タリー出力1～4 
リセット出力1

映像出力 

カメラ出力29～32

WV-CA64

カメラ出力1～4

アラーム/タリー出力29～32 
リセット出力8

1－16

17－32

アラーム/タリー出力11
アラーム/タリー出力214
アラーム/タリー出力32
アラーム/タリー出力415
リセット出力13
ＧＮＤ 16
アラーム/タリー出力54
アラーム/タリー出力617
アラーム/タリー出力75
アラーム/タリー出力818
リセット出力26
ＧＮＤ 19
アラーム/タリー出力97
アラーム/タリー出力1020
アラーム/タリー出力118
アラーム/タリー出力1221
リセット出力39
ＧＮＤ 22
アラーム/タリー出力1310
アラーム/タリー出力1423
アラーム/タリー出力1511
アラーム/タリー出力1624
リセット出力412
ＧＮＤ 25
ＮＣ 13

アラーム/タリー出力171
アラーム/タリー出力1814
アラーム/タリー出力192
アラーム/タリー出力2015
リセット出力53
ＧＮＤ 16
アラーム/タリー出力214
アラーム/タリー出力2217
アラーム/タリー出力235
アラーム/タリー出力2418
リセット出力66
ＧＮＤ 19
アラーム/タリー出力257
アラーム/タリー出力2620
アラーム/タリー出力278
アラーム/タリー出力2821
リセット出力79
ＧＮＤ 22
アラーム/タリー出力2910
アラーム/タリー出力3023
アラーム/タリー出力3111
アラーム/タリー出力3224
リセット出力812
ＧＮＤ 25
ＮＣ 13

1－16

25 13

14 1

17－32

25 13

14 1

信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 

モニター 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニット 

画面分割ユニットなどをコントロールするコネクターです。
カメラ番号1～16に対応するコネクター［1－16］とカメラ番号17～32に対応するコ
ネクター［17－32］の2つが装備されています。
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CPUボード

CPU
RS-232C

TIME
ADJUST IN

COM

PRINTER

OUT

   IN

VS/VD

VD
OUT

q

w

e

r

t

t

ピン番号 信号名 方　　向

1
2
3
4
5
6
7
8

20

（FG）
SD
RD
RS
CS
DR
SG
CD
ER

PC → スイッチャー

PC ← スイッチャー

PC → スイッチャー

PC ← スイッチャー

PC ← スイッチャー

PC ← スイッチャー

PC → スイッチャー

他のピンは無接続

25 13

114

ピン番号 信号名

1
2

TIME ADJUST IN
GND

TIME
ADJUST IN

COM

1

2

ピン番号 信号名 方　　向

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

/STROBE
DATA 0
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
/ACK
BUSY
（R）
（G）
（B）
（SYNC）

/PRIM
無接続

無接続

GND
GND
GND
GND
GND
GND
GND

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ←スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター ← スイッチャー

プリンター → スイッチャー

プリンター → スイッチャー

モニター ← スイッチャー

モニター ← スイッチャー

モニター ← スイッチャー

モニター ←スイッチャー

プリンター ← スイッチャーメモ
• 本ボードのCN12が短絡状態のとき、ピン番

号12から15にはRGB形式でシステム状態表

示信号が出力されます。

• プリンタ使用時はCN12を開放にされること

をおすすめします。（156ページ）

qRS-232Cポート［RS-232C］
●パソコンを使用する場合、パソコンのRS-232Cポートとこのポートとを接続します。
接続の詳細は下表を参照してください。
●パソコンを使用する場合、制御用プログラムが必要となります。販売店にご相談く
ださい。

w時刻校正入力コネクター［TIME ADJUST IN］

eプリンターポート［PRINTER］

タイムラプスVTRからの時刻調節信号を入力します。マトリクススイッチャーとタイ
ムラプスVTRとの時刻を合わせるためのコネクターです。

プリンターを接続するためのポートです。
プリンターを使用する場合、本ボード内
のCN12をオープンにしてください。

25 13

114
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rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］

お願い
• 外部同期信号に、VTR再生信号のようにジッター成分を含むものは使用しないでください。

EIA RS-170規格に適合している外部同期信号を入力してください。

• このコネクターに入力された信号は、tVD/VS出力コネクター［VD/VS OUT］へ、ループ

スルー出力されます。

• このコネクターにVD信号を入力するときは、基板内部のVD/VSスイッチSW4を「VD」に設

定してください。なお工場出荷時には「VS」に設定されています。

お願い
このコネクターを使う場合、rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］へVD/VS信号を入力する

必要があります。

重要
• rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］に外部から入力が無い場合、内部VD信号が出力され

ます。

• rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］にVD信号が入力される場合、VD信号が出力されま

す。

• rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］にVS信号が入力される場合、下図のようにVS信号の

垂直同期に対して約15 µs遅れたVD信号が出力されます。

VS入力信号

VD出力信号

約 15 µs

3H V

tVD/VS出力コネクター［VD/VS OUT］

VD（垂直同期信号）またはVS（ビデオ同期信号）を入力します。

他の機器と同期を取るためにVD/VS同期信号を供給します。このコネクターには
rVD/VS入力コネクター［VD/VS IN］へ入力された信号がループスルーされて出力さ
れます。

yVD出力コネクター［VD OUT］
他の機器と同期を取るために、VD同期信号を供給します。



196

A
ppendix

ビデオ入力ボード

ピン番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9

NC

CH1

GND （CH1）

CH2

GND （CH2）

CH3

GND （CH3）

CH4

GND （CH4）

NC

CH5

GND •CH5）

CH6

GND •CH6）

CH7

GND （CH7）

CH8

GND （CH8）

VIDEO OUT
1

VIDEO OUT
2

9
8
7
6

5
4
3
2
1

INPUT

1

2

3

4

5

6

7

8

CAMERA IN

VIDEO OUT1

VIDEO OUT2

q

q

w

qビデオ出力コネクター［VIDEO OUT 1,2］
このコネクターからは、制御信号成分が取り除かれたビデオ信号が出力されます。マト
リクススイッチャーの電源スイッチがOFFの場合このコネクターから信号は出力されま
せん。機器との接続には、別売のジョイントケーブルWVーCA64をお使いください。

wカメラインプットコネクター［CAMERA IN 1～8］
カラーや白黒のカメラ信号を入力します。システム構成によっては通常の映像信号に、
同期を取るためのVD2信号、コンビネーションカメラやレシーバーなどカメラサイト
の機器を制御するための命令や状態信号が重畳されて入力されます
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ビデオ出力ボード

ピン番号 信　号　名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

ALARM OUT 1
RESET OUT 1
RECOVER IN1
GND
EXT TIMING IN 1
GND
ALARM OUT 2
RESET OUT 2
RECOVER IN2
GND
EXT TIMING IN 2
Not used
ALARM OUT 3
RESET OUT 3
RECOVER IN3
GND
EXT TIMING IN 3
GND
ALARM OUT 4
RESET OUT 4
RECOVER IN4
GND
EXT TIMING IN 4
GND
GND

25
13

24
23
22
21
20
19
18
17
16
15
14

12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

OUT

   IN
1

OUT

   IN
2

OUT

   IN
3

OUT

   IN
4

MONITOR

ALARM OUT
RESET OUT
EXT TIMING IN
RECOVER IN

OUTPUT

q

w

qタイムラプスVTR接続用コネクター
●このコネクターは、タイムラプスVTRを接続するときに使用します。
●アラーム出力/リセット出力/外部タイミング入力及びリカバー入力のコネクターです。
●このコネクターにタイムラプスVTRを合計4台接続できます。

：マトリクススイッチャーにアラーム入力があったことをタイ
ムラプスVTRに知らせる出力信号です。どのピンに出力され
るかは、セットアッププログラムで設定したアラームモード
（モードA,モードB,モードC）に依存します。
：起動されたアラームが終了したことを知らせるリセット信号
を各チャンネルごとに出力します。信号形式は基板内部のス
イッチSW2,SW3,SW4,SW5を設定することで各チャンネルご
とにオープンコレクター出力または＋5V出力のいずれかを選
択できます。
：タイムラプスVTRからこのコネクターに供給されるタイミン
グ入力によりカメラ信号を切り換えます。一つのタイミング
入力から次の入力までは最短1秒の間隔が必要です。設定さ
れた表示時間「Dwell」は無視されます。また、設定項目の
「EXT Timing」は「On」にしてください。
：起動されたアラームを外部機器から強制的にリセットしま
す。信号形式は0.5秒以上のメーク接点です。また、1回のリ
カバーから次のリカバーまでには最短2秒以上の間隔が必要
です。

リカバー入力
（RECOVER IN）

外部タイミング
入力
（EXT TIMING

IN）

リセット出力
（RESET OUT）

アラーム出力
（ALARM OUT）

wモニター入力/出力コネクター［MONITOR IN/OUT］
出力：マトリクススイッチャーが選択した映像出力信号をモニターに出力します。
入力：VTRなどの映像信号を入力します。

［ALT］スイッチ＋MON（ESC）キーで入力した映像信号を同系統のモニター
出力に出力できます。例えばMONITOR IN1に入力した映像はMONITOR

OUT1に接続したモニターに表示できます。
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センサーボード

運用モード選択 運用モード 運用番号 備　　　　　　考スイッチの位置 表示

0 通信方式0 Ｐ０ 通常の運用状態
1 通信方式1 Ｐ１ 使用しません
2 通信方式2 Ｐ２ 使用しません
3 通信方式3 Ｐ３ 使用しません
4 カードへのロード Ｌｏ 使用しません
5 カードへのセーブ ＳＡ 使用しません
6 カードのフォーマット Ｆｏ 使用しません
7 通信チェックモード Ｃｈ 使用しません

SENSOR

SET

SERIAL

0

ESC

MODE

CARD

25

14

13

1

q

w

e

r

t

y

ピン番号 信号名 備考 ピン番号 信号名 備考
1 ＦＧ フレームグランド 14 テスト1 テスト用、接続不可
2 ＳＤ 外部装置→本ボード 15 ＳＴ2 外部装置←本ボード
3 ＲＤ 同上←同上 16 テスト2 テスト用、接続不可
4 ＲＳ 同上→同上 17 ＲＴ 外部装置←本ボード
5 ＣＳ 同上←同上 18 未接続
6 ＤＲ 同上←同上 19 未接続
7 ＳＧ 信号グランド 20 ＥＲ 外部装置→本ボード
8 ＣＤ ON固定 21 未接続
9 未接続 22 未接続
10 未接続 23 未接続
11 未接続 24 ＳＴ1 外部装置→本ボード
12 未接続 25 未接続
13 未接続

①運用モード表示
現在の運用状態を英数字2けたで表示します。

②運用モード選択スイッチ［MODE］
運用モードを選択します。「0」の位置で使用してください。「1」～「7」は、当社サ
ービスマン用ですので使用しないでください。
運用モードと、運用モード表示qとの関係は下表のとおりです。

③セットスイッチ［SET］
運用モード選択スイッチwで選択した運用モードで運用を開始します。

④エスケープスイッチ［ESC］
運用モード表示qに表示されたエラーの表示（E0等）を、解除するときに押します。

⑤アラーム入力コネクター［SERIAL］
アラーム信号入力用のコネクターです。

⑥メモリカードスロット［CARD］
当社サービスマン用ですので使用しないでください。
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Appendix 3

補足説明
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起動状態とシステム動作内容
システムは、前回までのシステムの状態によって自動的に起動方法を選択し起動し
ます。起動条件とシステムの状態を下表に示します。

起動状態 起動条件 SET UP 
設定内容 

カレンダー 
時計 

タイマー 
イベント機能 

モニターの 
状態 

アラームの 
状態 

COLD 
START

HOT 
START

・購入後初めて電源ス 
　イッチをONにしたと 
　き。 
・設定内容が壊れたと 
　き。 
・プログラムROMの 
　バージョンアップを 
　行ったとき。 
 

・通常の起動状態 

初期化される。 初期化される。 
初期画面表 
示。 
ROMバー 
ジョン表示。 

キャンセル 
される。 

保持される 継続される 
電源スイッチ切 
りの間のイベン 
トは実行されず 
に無視される。 

初期画面表 
示後、電源 
スイッチを 
切る前の動 
作を再生す 
る。 

同上 
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操作メニューの流れ

Monitor mm  SLW  FST
Camera  cc        A1

Monitor mm
T-Seq             A1

Monitor mm
CAM-P xxxx        A1

G-Seq
                  A2

F1  F2  F3    F4

On Off   Auto Log-out
Priority Lock     A4

 On
Set Up Menu       A6

  Site   Board
Alarm in          A5

F1     F2  

Next Pre  Del  PopUp
Set Up Menu       

 F1  

F1   F2   F3   F4

Print Clear
Set Up Menu       

F1    F2   

  Auto   Random Status
Pan Action        B1

F1   F2       F4

All  Mon  Time Title
Display           A3

F1   F2   F3    F4

  Cam       Wiper   Def
Cam-PowerHousing  B2

F1        F3    F4

 yyy
Shutter sss       C1

F1        F3    F4

yyyy zzzzzz
Sence Up xxxxx    C2

F1   F2    F3    F4

 yyy zzzzzz
Ele Zoom xxx      C3

F1   F2    F3    F4

  Home
Cam-Preset:pp     D1

F1        

yyyy zzzzzz
BLC xxxxxx        D2

F1   F2

 On  Refresh
PresetMenu:CS500  D3

F1   F2    

 On             Exit
CameraSetUp Menu  D4

F1              F4

                Mode
CAM-P Menu        D5

 On             Exit
CAM-P Mode Off  

                F4

 Pre  BLC
Preset/BLC Clear  

F1              F4
F1   F2    

 Step
P/T Z/F           

F1 

      Res A.Res Exit
CameraSetUp Menu  

     F2   F3   F4

 Step
P/T Z/F Iris      B3

F1

お願い 
●　　部の操作メニュー (A2,A4) は操作しないでください。 
●　　枠内メニュー表示時は、[F1]キーをMON(ESC)キーの 
　代わりに使用できます。 

MON(ESC)

Play Learn Stop
Patrol learn      B4

F1   F2    F3

Set
PrePOSI Setup     B5

F1

On    Off
BW                C4

F1   F2

CamFUNC.
Camera Function   C5

F1

操作メニューの遷移
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こんなときには
現　　　象 チェック内容

マトリクススイッチャーの電源が入
らない。

q電源コードがコンセントに正しく接続されていることを確認してくださ
い。

wマトリクススイッチャー背面のヒューズが切れていないことを確認して
ください。

システムコントローラーの電源が入
らない。

q電源コードがコンセントに正しく接続されていることを確認してくださ
い。

wシステムコントローラー背面の電源スイッチがONになっていることを
確認してください。

システムコントローラが操作できな
い。
システムコントローラの操作が不安
定。

qマトリクススイッチャーとの接続を確認してください（177ページ）。
wモジュラーケーブルの仕様を確認してください。
付属品以外を使う場合は、6極6芯タイプを使ってください。（通常の電
話用モジュラーケーブルは6極2芯タイプが多いのでご注意ください。）
（192ページ）
eシステムコントローラのモードスイッチ、ユニット番号を確認してくだ
さい。設定を変更する場合は、システムコントローラの電源スイッチを
一度OFFにしてから行ってください。（177ページ）

システムを起動すると、液晶ディス
プレイに"Log-in"と表示され操作が
できない。

異常終了した、またはオートログイン機能が「Off」になっているため
です。以下の手順でログインしてください。

qCAM（SET）キーを押します。［Operator No：］が表示さます。
wテンキーで"１"を入力後、CAM（SET）キーを押します。
［Password：］が表示されます。

eテンキーで"１２３４５"と入力します。［Welcome］が表示されます。

続いて、オートログイン機能がONになっていることを確認してくださ
い。

rカーソルキーを操作し、A4メ
ニューを呼び出します。

t［F3］キーを押し、"■Auto"を"
□Auto"にします。オートログ
イン機能がONになります。
次回システム起動時からオート
ログイン機能が有効になりま
す。

［F3］キーを押す 

Priority Lock       A4
On Off    Auto Log-out

F3

Priority Lock       A4
On Off    Auto Log-out

F3

■ 

□ 

カメラポジション番号による操作が
できない。

qカメラポジションモードが「On」になっていることを確認してください。
（33ページ）
wカメラポジション番号をカメラポジション番号設定画面（118ページ）
で登録しているか確認してください。

eカメラポジション番号に対応するプリセット番号が、プリセット機能を
持つカメラに登録されているか確認してください。

パスワードを入力しても［Welcome］と表示されないときは、システ
ムコントローラーの電源スイッチを入れ直してください。その後、再度
q～eの操作を行ってください。この現象はマトリクススイッチャー本
体の電源Onとほぼ同時にq～eまでの操作を行ったときに起こります。
マトリクススイッチャー本体の電源を入れ直したときは、システムが完
全に立ち上がるまで（約10秒）操作せずにお待ちください。
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現　　　象 チェック内容

ツアーシーケンス番号を入力して、
［FOWARD SEQ］スイッチを押してツ
アーシーケンスが動作しない。

外部タイミングの設定が「On」で、VTRが停止状態のときはこうなりま
す。VTRを録画状態にしてください。

モニターに表示しているモニター番
号が反転している。

A4メニューの「Priority Lock」が「On」になっているためです。モニタ
ー選択以外の操作（例えば、ジョイスティックつまみを操作するなど）
を行うと解除されます。

液晶ディスプレイに"Camera （＃）
Busy"と表示され、同時にBusy表示
が点灯する。

別のオペレーター（タイマー動作含む）が操作中です。再度、そのカメ
ラを選択すると操作権を取り戻せます。

モニターに文字が重なって表示され
る。

q時刻や監視モードなどと、カメラなどの表示ポジションタイトルが重なっ
ている場合、時刻や監視モードなどの表示をOFFにするか、カメラ側の設
定でカメラポジションタイトルを移動してください。

w時刻や監視モードなどと、カメラセットアップメニューが重なっている
場合、外的な要因などでマトリクススイッチャーとカメラの間で状態の
不一致が起こっています。液晶ディスプレイにD4メニューを表示し［F1］
キーまたは［F4］キーを押して不一致を解消してください。

ツアーシーケンスでプリセットしてい
るにもかかわらず、カメラがプリセッ
ト位置まで届かない、プリセット番号
がモニターに表示されない。

表示時間が短すぎるためにプリセット位置まで届かない可能性がありま
す。ツアーシーケンス設定画面（87ページ）で表示時間（DwellTime）
を長くしてください。

特定のモニターで表示時間の動作や
ツアーシーケンスが正しく実行され
ない。

q外部タイミング設定画面（115ページ）で外部タイミングを「On」に設定し
ていると、切り換えタイミングはタイムラプスVTRに依存します。

wタイムラプスVTR側で時間設定が正しく設定されていることを確認して
ください。

アラームが動作しない。

qアラームモード設定用画面でアラームモード（Ａ～Ｃ）が設定されてい
ることを確認してください（105ページ）。アラームモードが「Off」の
場合は、動作しません。

wアラームモードをタイマーで運用している場合、現在時刻に対するアラ
ームモードがＡ～Ｃのいずれかに設定されていることを確認してくださ
い（104ページ）。

eアラーム入力先（SiteまたはBoard）が「On」になっているか確認して
ください（58,101ページ）。

rシステムコントローラーの［Ack Reset］スイッチ（シール張り付け時
は［MANUAL］または［手動優先］）のLEDが点灯していないか確認し
てください。点灯していると、モニター1へのアラームは入力されませ
ん。

tセンサーボード経由でアラームを入力している場合、アラームに対する
カメラポジション番号をカメラポジション番号設定画面（118ページ）
で登録しているか確認してください。登録していないときは、正しく登
録してください。

液晶ディスプレイに"Monitor （＃）
Busy"と表示され、同時にBusy表示
が点灯する。

別のオペレーター（タイマー動作含む）が操作中です。再度、そのモニ
ターを選択すると操作権を取り戻せます。
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現　　　象 チェック内容

セットアップ画面の映像が乱れる。

セットアップ画面の映像信号は、チラツキを抑えるため、ノンインター
レス信号になっています。そのため、ビデオ出力ボードのMONITOR

OUTを4画面分割ユニットやVTRに通すと文字が見えなくなったり文字
が上下に振動することがあります。

キャラクターにカラーノイズが見え
る。

カメラとの距離が長いと、ケーブル補正してもモニターによってはカラ
ーノイズが見えることがあります。これは異常ではありません。

音声が出ない。
音声機能はありません。レシーバーに音声ボード（WV-PB10）を装着し
ていても機能しません。

VTRのPAUSE、FF、REW映像がモ
ニターに表示されない。

VTRをカメラ入力に接続しているときはこうなります。
マトリクススイッチャーを通さずに、VTR出力を直接モニターに接続し
てください。

コンビネーションカメラWV-CS500
でプリセットテストが1分間しかで
きない。

設置されているカメラのコントロールサイトモードスイッチ（SW2）が
マルチサイトモード（Multi-SiteMode）が「ON」になっていることを確
認してください。

コンビネーションカメラWV-CS500
でプリセットテスト中に、特定の場
所で設定した時間より長く停止す
る。

WV-CS500自身で設定時間をプログラムしているためです。異常ではあ
りません。

タイマーイベントスケジュールが起
動されない。

q特定日が指定されている場合、「年」、「月」、「日」が正しく指定されて
いるか確認してください。

w該当日付に特定日が設定されていないか確認してください。特定日は曜
日設定よりも優先されます。必要ならば特定日を再設定してください
（96ページ）。

MON（ESC）キーを押してもプリ
ンターが停止しない。

データが既にプリンターのバッファーに格納されており、それを印字し
ています。印字が終了するまでお待ちください。
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カメラ 
No.

カメラ 
ポジション 
No.

プリセット 
ポジション 
No.

カメラ 
No.

カメラ 
ポジション 
No.

プリセット 
ポジション 
No.

カメラ 
No.

カメラ 
ポジション 
No.

プリセット 
ポジション 
No.

カメラ 
No.

カメラ 
ポジション 
No.

プリセット 
ポジション 
No.

コース名： コース名： 

01 33

02 34

03 35

04 36

05 37

06 38

07 39

08 40

09 41

10 42

11 43

12 44

13 45

14 46

15 47

16 48

17 49

18 50

19 51

20 52

21 53

22 54

23 55

24 56

25 57

26 58

27 59

28 60

29 61

30 62

31 63

32 64

01 33

02 34

03 35

04 36

05 37

06 38

07 39

08 40

09 41

10 42

11 43

12 44

13 45

14 46

15 47

16 48

17 49

18 50

19 51

20 52

21 53

22 54

23 55

24 56

25 57

26 58

27 59

28 60

29 61

30 62

31 63

32 64

※1枚でカメラ2台分まで記入できます。 
　コピーしてお使いください。 

カメラポジション番号設定用画面との対応 
CAM：カメラNo.　PRE：プリセットポジションNo.　CAM-P：カメラポジションNo.

カメラポジション番号登録表
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索引
＜英字＞
AF MODE .......................................................................124

AGC ............................................................................124

AL REC .......................................................................136

Alarm Recall ...............................................................136

Alarm ..........................................................................100

Alarm  Title Position....................................................100

Alarm Mode Select .....................................................100

Alarm Title...................................................................100

Timer Alarm Schedule ................................................100

Alarm in .........................................................................58

Board ............................................................................58

Site................................................................................58

ALC/MANUAL .............................................................124

BLC ...............................................................................47

Auto .............................................................................47

Off ................................................................................47

Preset ..........................................................................47

BW....................................................................................44

CAM ...............................................................................110

Camera Title ...............................................................110

CAM-P ........................................................................118

CAM-POSI Map ..........................................................118

CAM-P Menu ................................................................33

CAM-P Mode ................................................................33

Cam-Power Housing .....................................................39

Cam ..............................................................................39

Def ................................................................................39

Wiper ...........................................................................39

Cam-Preset ...................................................................46

CameraFunction ...........................................................45

CAMERAID .................................................................124

CameraSetUp Menu ...................................................124

Clock ...........................................................................117

Clock Set ....................................................................117

COM/VD .....................................................................116

Compensation/VD2.....................................................116

Contrast BackLight .......................................................68

Focus ............................................................................68

Zoom.............................................................................68

CPUボード（スイッチ設定） .....................................155

CPUボード（ボードの詳細） .....................................194

CPUボード（各部の名前） ............................................6

Ele Zoom ......................................................................42

Event .............................................................................93

EXT. ............................................................................115

EXT Timing Select ......................................................115

MOTION DET .............................................................124

PatrolLearn ...................................................................36

Posi .............................................................................108

Alarm Title Position.....................................................108

POSI ...........................................................................122

Position Set.................................................................122

Pr Load .......................................................................140

Pre Cam ......................................................................121

Position Set.................................................................121

Title Up Load ..............................................................121

PRESET PROGRAM ..................................................130

PRESET TEST ...........................................................130

SET HOME POSI .......................................................130

SET UP PRESET .......................................................130

PresetMenu:CS500 ....................................................134

Print Clear ...................................................................138

PRPG. ...........................................................................86

Alarm ............................................................................86

Timer.............................................................................86

Tour Sequence .............................................................86

SEL.................................................................................101

Alarm Display..............................................................101

Alarm Input Board.......................................................101

Alarm Input Site ..........................................................101

Alarm Mode ................................................................101

Auto RST ....................................................................101

Sens Up ........................................................................41

Auto ..............................................................................41

Manual ..........................................................................41

Off ................................................................................41

SENS UP ....................................................................124

Set Up ...........................................................................83

Alarm Recall .................................................................83

Auto Cleaning ...............................................................83

Camera Title .................................................................83

Preset Data Load..........................................................83

Program ........................................................................83

System..........................................................................83
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Set Up Menu ............................................................82,89

Del ................................................................................82

Next ..............................................................................82

PopUp...........................................................................82

Pre ................................................................................82

Print Clear .....................................................................89

Shutter ..........................................................................40

SHUTTER ...................................................................124

Site Status ....................................................................70

Auto Pan .......................................................................70

AUX1 ............................................................................70

AUX2 ............................................................................70

Camera .........................................................................70

Def ................................................................................70

Ele Zoom ......................................................................70

Random ........................................................................70

Sens Up ........................................................................70

Shutter ..........................................................................70

Wiper ...........................................................................70

SPE. ..............................................................................96

Special Day Schedule...................................................96

SUN. ......................................................................94,104

Timer Alarm Schedule ................................................104

Timer Event Schedule ..................................................94

SYNC ..........................................................................124

System ........................................................................114

CAM-POSI Map ..........................................................114

Clock...........................................................................114

Compensation/VD2.....................................................114

EXT Timing Select ......................................................114

Preset Cam Set ..........................................................114

T-Seq .......................................................................53,87

Auto Skip ......................................................................87

AUX1 ............................................................................87

AUX2 ............................................................................87

CAM..............................................................................87

DWELL .........................................................................87

PRE ..............................................................................87

Tour Sequence .............................................................87

Timer .............................................................................92

Event.............................................................................92

Special Day Schedule...................................................92

Title .............................................................................106

Alarm Title...................................................................106

VD2の設定　 ..................................................................116

操作方法 .....................................................................116

表示方法 .....................................................................116

WHITE BAL ................................................................124

WIDE D-RANGE .........................................................124

WV-CS500,WV-CS600以外を設定する（プリセット位置）....126

＜あ行＞
アイリス（明るさ）の調節　...........................................30

アラーム運用スケジュール　.........................................104

アラームタイトルの設定　 ............................................106

アラームタイトルポジションの設定　 ..........................108

アラーム入力時の操作　 ..................................................57

解除...............................................................................63

中断...............................................................................62

入力先の変更 ................................................................58

入力時のモニターの映像 ..............................................59

アラーム入力時の動作設定　...........................................99

アラーム入力履歴データの消去　 .................................138

アラーム入力履歴の表示　 ............................................135

アラームメニュー　 .......................................................100

アラームモード　.............................................................59

アラームモードの設定　 ................................................101

アラーム入力履歴の印刷　 ............................................137

インテリジェントカメラ映像監視機能の概要　 ..................12

映像監視のしかた（自動パンニング） .........................34

映像監視のしかた（スポット） ...................................28

カメラの選択 ................................................................28

映像監視のしかた（パトロールラーン） .....................36

映像の白黒切り換え　 .....................................................44

映像の操作　 ....................................................................27

液晶ディスプレイの調節　 ..............................................67

オートクリーニングメニュー　 .....................................144

オートスキップ機能（ツアーシーケンス） .................52

＜か行＞
開始（セットアップ） ..................................................82

開始（ツアーシーケンス） ...........................................53

解除（アラーム入力時の操作） ...................................63

回転台の操作　 ................................................................31

カメラポジション番号で操作する ................................33

手動で操作する.............................................................31

プリセット番号で操作する...........................................32

外部機器の操作　.............................................................65
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外部タイミングの設定　 ................................................115

拡張映像入力....................................................................48

カメラ（接続のしかた） ............................................173

カメラ側での設定（セットアップ） ............................14

カメラ機能

ショートカット　 .........................................................45

設定　 .........................................................................124

操作　 ...........................................................................40

カメラタイトル

設定　 .........................................................................109

登録する（プリセット位置） .................................127

表示のしかた　.............................................................25
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